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は
じ
め
に

『
後
漢
書
』光
武
帝
紀
に
は
建
武
中
元
二
年（
五
七
）春
正
月
に「
東
夷
の
倭
奴
国
王
、

遣
使
奉
献
す
」
と
あ
り
、同
東
夷
伝
に
は
「
建
武
中
元
二
年
、倭
奴
国
、奉
貢
朝
賀
す
。

（
中
略
）
光
武
、
賜
う
に
印
綬
を
以
て
す
」
と
い
う
。
こ
の
と
き
倭
奴
国
王
の
使
い

が
後
漢
の
み
や
こ
洛
陽
に
て
元
会
儀
礼
に
参
列
し
〔
渡
辺
一
九
九
六
：
二
〇
〇
～
二
〇
四

頁
〕、光
武
帝
よ
り
印
綬
を
賜
与
さ
れ
た
。そ
れ
が
福
岡
市
志
賀
島
か
ら
出
土
し
た「
漢

委
奴
国
王
」
金
印
で
あ
る
。

王
莾
が
西
暦
二
三
年
に
滅
亡
し
た
後
も
全
土
で
混
乱
が
つ
づ
き
、
光
武
帝
が
中

国
を
再
統
一
し
た
の
は
四
川
の
公
孫
述
を
滅
ぼ
し
た
三
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
東
方

で
は
そ
れ
よ
り
早
く
三
〇
年
に
楽
浪
郡
の
王
調
の
乱
が
平
定
さ
れ
、
東
夷
諸
族
が
相

次
い
で
入
朝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
三
二
年
に
高
句
麗
が
朝
貢
し
、
光
武
帝

は
そ
の
王
号
を
復
し
た
。
四
四
年
に
は
韓
の
廉
斯
の
蘇
馬
諟
ら
が
貢
献
し
、
光
武
帝

は
こ
れ
を
漢
廉
斯
邑
君
に
封
じ
た
。
四
九
年
よ
り
夫
余
王
は
毎
年
の
よ
う
に
朝
貢
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
五
七
年
に
倭
奴
国
王
が
遣
使
奉

献
し
た
の
で
あ
る
。
光
武
帝
は
そ
の
翌
月
に
崩
じ
た
か
ら
、
光
武
帝
期
に
お
け
る
東

夷
諸
族
の
朝
貢
の
な
か
で
は
最
後
に
な
る
が
、
王
・
侯
・
君
・
長
と
い
う
外
臣
の
階

層
的
序
列
の
な
か
で
、
高
句
麗
王
や
夫
余
王
に
並
ぶ
最
高
位
の
王
に
倭
奴
国
の
首
長

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
海
を
隔
て
た
絶
域
か
ら
の
朝
貢
に
対
す
る
後
漢
王
朝

の
歓
迎
ぶ
り
を
よ
く
示
し
て
い
る
〔
岡
村
一
九
九
九
：
八
六
～
九
二
頁
〕。

一　

平
原
一
号
墓
出
土
鏡
の
再
検
討

（
１
）
日
韓
出
土
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅳ
式

王
莾
期
を
含
む
前
漢
時
代
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
四
型
式
に
細
分
さ
れ
、
最

後
の
Ⅳ
式
に
お
い
て
主
紋
の
四
神
と
鈕
座
の
十
二
支
銘
が
定
式
化
す
る
〔
岡
村

一
九
八
四
〕。
そ
の
年
代
は
、
Ⅱ
式
の
永
始
二
年
（
前
一
五
）
鏡
と
Ⅲ
式
の
始
建
国
天

鳳
二
年
（
後
一
五
）
鏡
に
よ
っ
て
定
点
が
え
ら
れ
、「
漢
（
新
）
有
善
銅
」
銘
の
Ⅲ
式

は
漢
新
交
替
期
、「
尚
方
御
」
や
「
王
氏
作
（
昭
）」
銘
の
Ⅳ
式
は
新
莾
期
に
編
年
さ

れ
る
。
四
神
と
瑞
獣
か
ら
な
る
八
像
に
小
像
や
渦
紋
を
加
え
た
主
紋
ａ
を
も
つ
Ⅳ
式

に
つ
づ
い
て
、
後
漢
前
期
の
漢
鏡
５
期
に
は
、
四
神
と
瑞
獣
の
八
像
か
ら
な
る
主
紋

ｂ
を
も
つ
Ⅴ
Ａ
式
、
主
像
の
鳥
が
三
羽
以
上
に
な
っ
た
り
、
玄
武
の
亀
と
蛇
が
分
離

し
た
り
す
る
な
ど
、
四
神
と
瑞
獣
の
組
合
せ
が
不
完
全
に
な
る
Ⅴ
Ｂ
式
、
主
像
す
べ

て
鳥
に
な
っ
た
Ⅴ
Ｃ
式
に
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
Ⅳ
式
に
定
式
化
し
た
主
紋
が
、
鈕

座
の
十
二
支
銘
が
消
失
す
る
の
に
と
も
な
い
、
Ⅴ
Ａ
式
か
ら
Ⅴ
Ｃ
式
へ
と
く
ず
れ
て

ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
理
解
で
き
る
〔
岡
村
一
九
九
三
ｂ
〕。

こ
う
し
た
紋
様
の
変
化
に
と
も
な
い
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
銘
文
も
大
き
く
変

容
し
た
。
そ
れ
を
日
韓
出
土
の
「
尚
方
御
（
佳
）」
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅳ
式
の
三
面

を
例
に
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
（
図
１
）。

ま
ず
、
大
阪
府
茨
木
市
紫
金
山
古
墳
出
土
「
尚
方
御
」
鏡
（
図
１
の
１
）
は
、
径

二
三・八
セ
ン
チ
、典
型
的
な
Ⅳ
式
の
優
品
で
あ
り
、内
区
外
周
に
は
次
の
銘
文
が
あ
る
。

倭
奴
国
王
冊
封
以
前
の
鏡
と
青
銅
器
原
料

岡
村 

秀
典
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新
有
善
同
出
丹
陽
。
湅
治
銀
錫
清
而
眀
。

尚
方
御
竟
大
毋
傷
。
巧
工
刻
之
成
文
章
。

左
龍
右
乕
辟
不
羊
。
朱
鳥
玄
武
順
陰
陽
。

子
孫
備
具
居
中
央
。
長
保
二
親
樂
富
昌
。
壽
敝
今
石
如
矦
王
。

第
一
行
で
は
新
莾
期
に
丹
陽
産
の
善
銅
を
用
い
て
精
錬
し
た
こ
と
、
第
二
行
で
は
尚

方
の
名
工
が
制
作
し
た
宮
廷
鏡
で
あ
る
こ
と
、
第
三
行
で
は
青
龍
と
白
虎
は
不
祥
を

し
り
ぞ
け
、
朱
雀
と
玄
武
は
陰
陽
を
調
え
る
は
た
ら
き
を
も
つ
こ
と
を
記
し
、
第
四

行
は
そ
の
結
果
と
し
て
期
待
さ
れ
る
効
能
書
き
で
あ
る
〔
岡
村
二
〇
一
九
〕。

と
こ
ろ
が
、佐
賀
県
唐
津
市
桜
馬
場
甕
棺
墓
出
土
「
尚
方
佳
」
鏡
（
図
１
の
２
）
は
、

径
二
三・二
セ
ン
チ
の
優
品
で
あ
る
が
、
銘
文
は
次
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
。

尚
方
佳
竟
眞
大
好
。
上
有
仙
人
不
知
老
。
渇
飲
玉
泉
飢
食
棗
。
浮
游
天
下
敖
四

□
。
徘
徊
名
山
采
芝
草
。
壽
如
金
石
之
國
保
兮
。

第
一
句
に
「
尚
方
佳
」
鏡
を
う
た
う
も
の
の
、
第
二
句
か
ら
第
五
句
ま
で
仙
界
に
棲

む
仙
人
の
生
態
を
描
写
し
、
末
句
に
本
鏡
の
効
能
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ

で
は
主
紋
の
四
神
に
ふ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
主
題
と
な
っ
て
い
る
仙
人
図
像
に
つ
い

て
は
、「
未
」
の
方
角
に
騎
獣
の
小
像
、「
卯
」
の
方
角
に
芝
草
を
も
つ
小
像
を
あ
ら

わ
す
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
紋
様
と
銘
文
の
内
容
が
乖
離
し
て
い
る
。

韓
国
の
慶
尚
南
道
良
洞
里
出
土
「
尚
方
佳
」
鏡
（
図
１
の
３
）
は
、
径
二
〇・
五
セ

ン
チ
、
紋
様
は
い
っ
そ
う
簡
略
化
し
、
銘
文
は
次
の
四
句
に
減
少
し
て
い
る
。

尚
方
佳
竟
眞
大
□
。
上
有
仙
人
不
知
老
。
渇
飲
玉
泉
飢
棗
。
浮
由
天
下
敖
亖
海
。

主
紋
は
四
神
を
含
む
八
像
か
ら
な
る
が
、
仙
人
像
は
完
全
に
消
失
し
て
い
る
。

以
上
三
面
の
紋
様
と
銘
文
は
１
鏡
→
２
鏡
→
３
鏡
の
順
に
簡
略
化
し
て
い
る
が
、

銘
文
を
も
と
に
、
１
鏡
を
Ⅳ
Ａ
式
、
２・
３
鏡
を
Ⅳ
Ｂ
式
に
二
分
す
る
。
後
者
の
銘

文
は
樋
口
隆
康
〔
一
九
五
三
〕
分
類
の
Ｋ
類
（
以
下
「
樋
口
Ｋ
類
」
と
い
う
）
で
、５
期
の「
尚

方
作
」
方
格
規
矩
四
神
鏡
に
継
承
さ
れ
る
が
、
そ
の
祖
型
は
長
沙
市
金
塘
坡
八
号
墓

出
土
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
〔
湖
南
省
博
物
館
一
九
七
九
〕
Ⅲ
式
な
ど
に
み
え
る
次
の
銘

文
で
あ
ろ
う
（
集
釈
四
五
三
）。

此
有
佳
鏡
成
獨
好
。
上
有
山
人
不
知
老
。
渇
飲
澧
泉
飢
食
棗
。
浮
游
天
下
敖
亖

海
。
壽
敝
金
石
爲
國
保
。

つ
ま
り
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
銘
文
は
主
に
起
句
が
変
化
し
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅲ
～

Ⅳ
式
に
は
こ
の
「
此
有
佳
鏡
成
獨
好
」
と
「
作
佳
鏡
哉
眞
大
好
」（
集
釈
四
五
〇
）
が

用
い
ら
れ
、つ
づ
く
同
Ⅳ
～
Ⅴ
式
に
樋
口
Ｋ
類
の
「
尚
方
佳
（
作
）
竟
眞
大
好
（
巧
）」

（
集
釈
四
五
一
）
と
し
て
定
型
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
尚
方
御
（
佳
）」
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
紋
様
は
Ⅳ
Ａ
式
か
ら
Ⅳ

Ｂ
式
へ
と
一
系
列
に
変
化
し
て
い
る
が
、
Ⅳ
Ａ
式
の
１
「
尚
方
御
」
鏡
と
Ⅳ
Ｂ
式
の

２・
３
「
尚
方
佳
」
鏡
と
は
、
銘
文
の
内
容
と
系
列
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
前

者
は
王
莾
宮
廷
鏡
と
し
て
長
安
か
洛
陽
で
制
作
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
５
期
の
「
尚

方
作
」
鏡
に
継
承
さ
れ
る
後
者
は
、
お
そ
ら
く
淮
南
の
「
尚
方
」
工
房
に
て
制
作
さ

れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
Ⅳ
Ａ
式
と
Ⅳ
Ｂ
式
と
は
年
代
差
で
あ
り
制
作
地
の

別
で
も
あ
り
、
銘
文
に
あ
ら
わ
れ
た
様
式
か
ら
み
る
と
、
Ⅳ
Ｂ
式
は
Ⅴ
式
に
改
め
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
型
式
変
更
に
と
も
な
う
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
あ

え
て
そ
の
ま
ま
Ⅳ
Ｂ
式
と
し
、
漢
鏡
５
期
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅳ
Ａ
式
の
１
鏡
は
「
新
有
善
同
」
銘
を
も
つ
こ
と
か
ら
新
莾
期
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
し
て
も
、
Ⅳ
Ｂ
式
の
２・
３
鏡
に
つ
い
て
は
年
代
を
決
め
る
手
が
か
り
に
乏

し
い
。
と
は
い
え
、
桜
馬
場
甕
棺
墓
に
お
い
て
２
鏡
に
は
漢
新
交
替
期
の
方
格
規
矩

四
神
鏡
Ⅲ
式
や
新
莾
期
の
四
葉
座
Ⅰ
Ａ
式
内
行
花
紋
鏡
が
と
も
な
っ
て
お
り
、
下
っ

て
も
西
暦
二
〇
年
代
で
は
な
か
ろ
う
か
。
王
莾
の
滅
亡
後
、
江
淮
一
帯
で
は
淮
南
王

を
自
称
す
る
李
憲
が
公
卿
百
官
を
置
い
て
自
立
し
（『
後
漢
書
』
李
憲
伝
）、
楽
浪
郡
で

は
王
調
の
乱
が
勃
発
し
た
か
ら
（
同
光
武
帝
紀
）、
２・３
鏡
の
生
産
と
流
通
は
か
れ
ら

が
光
武
帝
に
制
圧
さ
れ
る
三
〇
年
前
後
で
あ
ろ
う
。
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図１　日韓出土の方格規矩四神鏡Ⅳ式
1：大阪府紫金山古墳出土鏡〔上原 2005：図 60〕、2：佐賀県桜馬場甕棺墓出土鏡〔小田・韓編1991：図 93〕、3：韓国慶尚南道良洞

里出土鏡〔同：図 44〕

図２　福岡県平原１号墓出土方格規矩四神鏡
1：「尚方作」3号鏡、2：「尚方作」19 号鏡、3：「尚方佳」8号鏡〔岡部編 2017：図 31・44・33〕　
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（
２
）
平
原
一
号
墓
出
土
の
方
格
規
矩
四
神
鏡

福
岡
県
糸
島
市
平
原
一
号
墓
は
辺
一
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
方
形
周
溝
墓
で
、
中

心
主
体
の
割
竹
形
木
棺
か
ら
三
二
面
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

た
。
そ
の
内
訳
は
Ⅲ
式
一
面
、
Ⅳ
Ｂ
式
五
面
、
Ⅴ
Ａ
式
一
九
面
、
Ⅴ
Ｂ
式
七
面
で
あ

る
。
銘
文
を
も
た
な
い
４
期
後
半
の
Ⅲ
式
を
の
ぞ
く
三
一
面
の
外
区
に
は
流
雲
紋
と

鋸
歯
紋
が
あ
り
、
銘
文
は
す
べ
て
樋
口
Ｋ
類
で
あ
る
〔
岡
村
一
九
九
三
ａ
〕。

図
２
の
三
面
を
例
に
み
る
と
、
１
「
尚
方
作
」
鏡
（
三
号
鏡
）
は
、
径
二
一・〇
セ

ン
チ
、
主
紋
の
四
神
が
完
備
し
、
鈕
座
に
十
二
支
銘
を
も
つ
Ⅴ
Ａ
式
で
あ
る
。
図
１

の
３
「
尚
方
佳
」
鏡
と
比
べ
る
と
、
主
紋
の
青
龍
・
白
虎
に
配
さ
れ
た
日
・
月
や
副

像
の
小
鳥
な
ど
が
消
失
し
、
乳
座
の
連
弧
紋
が
円
圏
に
変
化
し
て
い
る
が
、
銘
文
は

五
句
も
あ
り
、
Ⅳ
Ｂ
式
と
の
型
式
差
は
小
さ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅴ
Ｂ
式
の
２
「
尚

方
佳
」
鏡
（
一
九
号
鏡
）
は
径
一
五・
九
セ
ン
チ
、
３
「
尚
方
作
」
鏡
（
八
号
鏡
）
は
径

一
六・
一
セ
ン
チ
に
小
型
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
鏡
の
鈕
座
は
十
二
支
銘
が
紋
様

化
し
た
線
紋
（
十
二
支
ｃ
）
に
な
り
、３
鏡
で
は
十
二
支
銘
の
区
画
が
消
失
し
て
い
る
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
主
紋
の
四
神
が
く
ず
れ
て
ゆ
き
、
２
鏡
で
は
玄
武
の
亀
と
蛇
が

分
離
し
、
３
鏡
で
は
亀
が
消
失
し
て
蛇
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
平
原
一

号
墓
か
ら
は
Ⅳ
Ｂ
式
か
ら
Ⅴ
Ｂ
式
ま
で
三
型
式
に
わ
た
る
方
格
規
矩
四
神
鏡
三
一
面

が
一
括
出
土
し
、
そ
の
約
六
割
を
占
め
る
の
が
Ⅴ
Ａ
式
で
あ
る
。

そ
の
制
作
者
に
は
「
尚
方
」
と
「
陶
氏
」
が
あ
る
。「
尚
方
佳
（
作
）」
は
Ⅳ
Ｂ

～
Ⅴ
Ｂ
式
の
二
二
面
で
あ
り
、
後
出
す
る
「
陶
氏
作
」
は
Ⅴ
Ａ
・
Ⅴ
Ｂ
式
の
九
面
で

あ
る
。
５
期
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
に
お
い
て
個
人
工
房
の
作
例
は
め
ず
ら
し
い
が
、

「
尚
方
」
鏡
と
「
陶
氏
」
鏡
の
作
風
は
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
陶
氏
」
は
淮
南

の
「
尚
方
」
工
房
の
近
く
で
作
鏡
に
従
事
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、「
尚

方
佳
（
作
）」
鏡
の
う
ち
三
種
八
面
と
「
陶
氏
作
」
鏡
の
う
ち
三
種
六
面
は
、
同
一

原
型
か
ら
つ
く
ら
れ
た
同
型
鏡
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
Ⅴ
Ａ
・
Ⅴ
Ｂ
式
で
あ
る
。

平
原
一
号
墓
の
出
土
鏡
を
整
理
報
告
し
た
柳
田
康
雄
〔
二
〇
一
七
〕
は
、
方
格
規

矩
四
神
鏡
の
一
七
面
に
意
図
的
な
着
色
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、「
陶
氏
作
」
は
ほ
か

に
例
が
な
い
こ
と
、
主
紋
の
玄
武
が
省
略
さ
れ
た
り
、
魚
紋
が
加
え
ら
れ
た
り
、
中

国
鏡
に
は
例
の
な
い
鈕
座
紋
様
が
あ
る
こ
と
、
銘
文
に
「
壽
敝
金
石
」・「
宜
古
市
」・

「
相
保
」
な
ど
樋
口
Ｋ
類
に
は
な
い
語
句
が
あ
る
こ
と
、
銘
文
の
「
四
」
を
「
亖
」

で
は
な
く
「
四
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
、
六
種
一
四
面
の
同
型
鏡
が
あ
る
こ
と
、

鋳
造
不
良
の
た
め
、
紋
様
が
不
鮮
明
に
な
っ
た
り
、
側
面
や
鏡
面
に
巣
が
生
じ
た
り

し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
三
五
件
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
、
墓
の
造
営
さ
れ
た

西
暦
二
〇
〇
年
ご
ろ
に
中
国
か
ら
の
渡
来
工
人
が
伊
都
国
で
制
作
し
た
仿
製
鏡
と
結

論
づ
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
紋
様
は
中
国
出
土
鏡
で
設
定
し
た
上
述
の
Ⅳ
Ｂ
～
Ⅴ
Ｂ

式
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
十
分
に
説
明
で
き
る
し
、
逆
に
そ
れ
だ
け
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
一
五
〇
年
あ
ま
り
後
の
渡
来
工
人
に
よ
っ
て
模
作
さ
れ
た
可
能
性
は

低
く
、
そ
も
そ
も
そ
の
年
代
は
鏡
の
型
式
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、銘
文
に
つ
い
て
も
Ⅳ
Ｂ
式
の
桜
馬
場
鏡
（
図
１
の
２
）
に
「
四
」
や
「
壽
如
金
石
」

と
い
う
語
が
あ
り
、
強
い
て
仿
製
鏡
と
み
る
必
要
は
な
い
。

鉛
同
位
体
比
分
析
に
よ
れ
ば
、
そ
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
す
べ
て
前
漢
鏡
タ
イ

プ
の
領
域
Ａ
に
属
し
て
い
る
。
領
域
Ａ
内
の
分
布
は
、
Ａ
式
図
の
横
軸
で
値
の
低
い

領
域
Ａ
Ｌ
と
高
い
領
域
Ａ
Ｈ
に
二
分
さ
れ
〔
馬
淵
ほ
か
一
九
九
一
〕、
Ⅴ
Ａ
式
の
段
階
に

領
域
Ａ
Ｌ
か
ら
領
域
Ａ
Ｈ
へ
と
遷
移
し
て
い
る
（
馬
淵
二
〇
一
六
で
は
Ｗ
Ｌ
と
Ｗ
Ｈ
に
名

称
変
更
）。
同
型
鏡
で
み
る
と
、
Ⅴ
Ａ
式
の
「
尚
方
作
」
二
六
号
鏡
は
領
域
Ａ
Ｌ
、
同

二
四・
二
五
号
鏡
は
領
域
Ａ
Ｈ
に
属
し
、
Ⅴ
Ａ
式
の
「
陶
氏
作
」
三
八
号
鏡
は
領
域

Ａ
Ｌ
、
同
三
九
号
鏡
は
領
域
Ａ
Ｈ
に
属
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
新
莾
期
の
方
格
規
矩

四
神
鏡
Ⅳ
Ａ
式
は
す
べ
て
領
域
Ａ
Ｌ
で
あ
り
〔
岡
村
二
〇
二
一
〕、
領
域
Ａ
Ｈ
原
料
の

産
地
に
つ
い
て
馬
淵
久
夫
〔
二
〇
一
六
〕
は
秦
嶺
褶
曲
帯
（
桐
柏
山
脈
・
大
別
山
脈
）
の

鉱
床
と
推
測
し
て
い
る
が
、
淮
南
で
は
Ⅴ
Ａ
・
Ⅴ
Ｂ
式
の
段
階
に
そ
う
し
た
別
の
原
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料
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
尚
方
」
工
房
と
「
陶
氏
」
工
房
と
が
同
じ
産

地
の
原
料
を
共
有
す
る
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
陶

氏
作
」
鏡
で
領
域
Ａ
Ｌ
に
属
し
て
い
る
の
は
三
八
号
鏡
の
み
で
あ
る
か
ら
、「
陶
氏
」

工
房
で
の
作
鏡
は
鏡
群
の
後
半
期
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

王
莾
滅
亡
の
こ
ろ
に
出
現
し
た
「
尚
方
作
」
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
ち
ょ
う
ど

Ⅳ
Ｂ
～
Ⅴ
Ｂ
式
の
段
階
に
形
式
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
頽
廃
に
不
満
を
も
つ
鏡
工
た
ち

は
六
〇
年
代
に
「
青
盖
」「
三
烏
」
な
ど
有
志
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
あ
げ
、
民
間
市

場
に
向
け
た
作
鏡
活
動
を
は
じ
め
、
ほ
ど
な
く
し
て
「
尚
方
」
工
房
か
ら
自
立
し
て

い
っ
た
〔
岡
村
二
〇
一
〇
〕。
こ
の
よ
う
な
作
鏡
動
向
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
「
尚
方
」

工
房
主
導
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
平
原
一
号
墓
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
前
後
に
広

く
見
積
も
っ
て
も
二
〇
～
六
〇
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
３
）
平
原
一
号
墓
の
超
大
型
内
行
花
紋
鏡

平
原
一
号
墓
か
ら
は
径
四
六・
五
セ
ン
チ
と
い
う
超
大
型
内
行
花
紋
鏡
が
五
面
出

土
し
て
い
る
（
図
３
右
）。
こ
の
五
面
は
同
型
鏡
で
あ
り
、
漢
鏡
に
は
例
の
な
い
大
き

さ
と
紋
様
を
も
つ
た
め
、
筆
者
は
通
説
に
し
た
が
い
日
本
の
仿
製
鏡
と
考
え
た
〔
岡

村
一
九
九
三
ａ
〕。
し
か
し
、
福
岡
県
春
日
市
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
な
ど
で
土
製
鋳
型

を
用
い
た
高
度
な
鋳
造
技
術
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な

超
大
型
鏡
の
類
例
は
一
面
も
出
土
し
て
い
な
い
。
反
対
に
車
崎
正
彦〔
二
〇
〇
二
〕は
、

中
山
簡
王
劉
焉
の
墓
に
比
定
さ
れ
る
河
北
省
定
州
市
北
荘
漢
墓
出
土
の
凹
帯
連
弧
紋

鏡
（
図
３
左
）
は
径
三
六
セ
ン
チ
の
大
き
さ
が
あ
り
、
光
武
帝
の
子
劉
焉
の
中
山
王

冊
封
は
五
四
年
で
、
倭
奴
国
王
の
冊
封
年
代
に
近
い
こ
と
か
ら
、
平
原
の
超
大
型
内

行
花
紋
鏡
も
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
同
時
期
の
後
漢
鏡
と
み
て
い
る
。
車
崎
は
明
言
を

避
け
て
い
る
が
、
中
山
王
と
同
じ
よ
う
に
光
武
帝
が
倭
奴
国
王
の
冊
封
に
と
も
な

い
特
別
に
鋳
造
し
て
贈
与
し
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
福
永
伸
哉
〔
二
〇
〇
八
〕

図３　超大型内行花紋鏡　
左：河北省定州市北荘漢墓出土鏡〔河北省文物研究所1996：図 56〕、右：福岡県平原１号墓出土10 号鏡〔岡部編 2017：図 34〕
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も
平
縁
の
外
区
と
連
弧
紋
の
間
を
広
げ
て
超
大
型
の
鏡
に
つ
く
る
手
法
が
北
荘
鏡
と

通
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

鉛
同
位
体
比
を
み
る
と
、
平
原
の
超
大
型
内
行
花
紋
鏡
は
五
面
と
も
領
域
Ａ
に

属
し
て
い
る
。
第
三
節
に
検
討
す
る
よ
う
に
鉛
同
位
体
比
は
５
期
前
半
に
お
い
て
領

域
Ａ
か
ら
領
域
Ｂ
に
転
換
す
る
か
ら
、
平
原
の
超
大
型
内
行
花
紋
鏡
は
倭
奴
国
王
冊

封
に
際
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
。

（
４
）
倭
奴
国
王
冊
封
に
と
も
な
う
鏡

西
暦
五
七
年
ご
ろ
に
流
通
し
て
い
た
の
は
井
原
鑓
溝
出
土
の
４
期
後
半
鏡
で
は

な
く
一
世
紀
第
２
四
半
期
の
５
期
前
半
に
下
る
鏡
で
あ
る
か
ら
、
倭
奴
国
王
の
使
者

が
将
来
し
た
有
力
候
補
が
平
原
一
号
墓
出
土
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
三
一
面
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
Ⅳ
Ｂ
式
の
五
面
は
、
同
型
式
の
桜
馬
場
鏡
（
図
１
の
２
）
や
良
洞
里
鏡
（
同

３
）
と
い
っ
し
ょ
に
楽
浪
郡
を
経
由
す
る
市
場
ル
ー
ト
で
先
行
し
て
も
た
ら
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅴ
Ａ
・
Ⅴ
Ｂ
式
に
は
六
種
一
四
面
の
同
型
鏡
を
含

む
二
六
面
が
あ
り
、
西
暦
三
〇
年
代
以
降
の
制
作
で
あ
る
か
ら
、
倭
奴
国
王
冊
封
の

直
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
銘
文
に
「
尚
方
作
（
佳
）」
と
あ
る
も
の
の
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
面
径
二
〇
セ
ン
チ
以
下
の
標
準
的
な
大
き
さ
で
あ
り
、
民
間
に
流

通
し
て
い
る
鏡
と
の
ち
が
い
は
な
い
。
し
か
も
、
制
作
地
は
み
や
こ
洛
陽
か
ら
遠
く

離
れ
た
淮
南
で
あ
る
。
後
漢
王
朝
が
倭
に
贈
る
た
め
に
淮
南
か
ら
既
製
品
を
取
り
寄

せ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
二
六
面
は
む
し
ろ
Ⅳ
Ｂ
式
と
同
じ
楽
浪
郡
を
経

由
す
る
市
場
ル
ー
ト
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
平
原
の
超
大
型
内
行
花
紋
鏡
は
、
つ
と
に
車
崎
正
彦
〔
二
〇
〇
二
〕

が
指
摘
し
た
よ
う
に
中
山
王
劉
焉
墓
出
土
例
に
類
似
し
、
倭
奴
国
王
に
贈
る
た
め
特

別
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
内
行
花
紋
鏡
は
そ
の
こ
ろ
中
原
で

流
行
し
て
い
た
代
表
的
な
鏡
種
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
民
間
に
流
通
し
て
い
た
の

は
面
径
二
〇
セ
ン
チ
以
下
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
は
中
山
王
墓
例

を
も
し
の
ぐ
径
四
六・
五
セ
ン
チ
と
い
う
超
大
型
鏡
で
あ
る
。
海
を
隔
て
た
絶
域
か

ら
の
朝
貢
を
嘉
す
る
た
め
に
特
鋳
さ
れ
、
光
武
帝
の
主
宰
す
る
朝
賀
の
セ
レ
モ
ニ
ー

の
一
環
と
し
て
倭
人
に
特
別
に
賜
与
さ
れ
た
蓋
然
性
は
高
い
。
し
か
し
、
倭
人
の
朝

貢
は
も
と
よ
り
不
定
期
で
あ
り
、
光
武
帝
は
そ
の
翌
月
戊
戌
（
二
月
五
日
）
に
崩
じ

た
こ
と
か
ら
、
倭
に
向
け
た
特
異
な
超
大
型
鏡
の
制
作
は
そ
の
一
度
き
り
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
倭
奴
国
王
冊
封
以
前
の
鏡
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
序
論
が
長
く

な
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
本
論
に
入
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
鏡
と
青
銅
器
原
料

（
１
）
多
鈕
細
紋
鏡

弥
生
前
期
末
か
ら
中
期
前
半
の
日
本
列
島
に
出
現
し
た
の
が
多
鈕
細
紋
鏡
で
あ

る
。
そ
れ
は
二
な
い
し
三
個
の
鈕
を
も
ち
、
鏡
背
の
全
面
に
細
い
線
で
幾
何
学
的
な

紋
様
を
あ
ら
わ
し
た
鏡
で
あ
る
。
日
本
で
は
長
崎
県
か
ら
長
野
県
ま
で
一
二
面
出

土
し
（
表
１
）、
す
べ
て
朝
鮮
半
島
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
福
岡

県
春
日
市
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
か
ら
銅
剣
・
矛
・
戈
・
小
銅
鐸
な
ど
の
土
製
・
石
製

鋳
型
に
と
も
な
っ
て
多
鈕
鏡
の
滑
石
製
鋳
型
片
が
出
土
し
〔
森
井
編
二
〇
一
七
〕、
遺

構
の
年
代
は
弥
生
中
期
前
半
に
さ
か
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
出
土
鏡
に
は

例
の
な
い
粗
い
紋
様
で
あ
り
、
こ
の
鋳
型
を
用
い
て
鋳
造
し
た
痕
跡
が
な
い
こ
と
か

ら
、こ
の
鋳
造
工
房
で
は
多
鈕
鏡
が
試
作
さ
れ
た
も
の
の
、制
作
が
継
続
さ
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
辻
田
二
〇
一
九
：
二
八
～
三
〇
頁
〕。

多
鈕
細
紋
鏡
は
、
長
崎
県
里
田
原
、
佐
賀
県
本
村
籠
・
増
田
・
宇
木
汲
田
で
は

甕
棺
墓
、
福
岡
県
吉
武
高
木
で
は
木
棺
墓
、
山
口
県
梶
栗
浜
で
は
箱
式
石
棺
墓
に
副
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 径 状態 共伴品 備考 下垣集成

長崎
壱岐市 原ノ辻 不明 不明 破片 長崎 76-4

平戸市 里田原 3 号甕棺墓 中期初頭 9.0 小壺形土器 長崎 57-1

佐賀
佐賀市

本村籠 SJ-58 号甕棺墓 中期初頭 10.5 銅鉇、玉類 鉛ラインＤ 佐賀 91

増田 SJ6242 号甕棺墓 中期初頭 9.0 佐賀 193

唐津市 宇木汲田 12 号甕棺墓 中期初頭 10.5 細形銅剣 1 佐賀 143

福岡

福岡市 吉武高木 3 号木棺墓 中期初頭 11.0 細形銅剣 2･ 矛 1･ 戈 1、玉類、土器 鉛ラインＤ 福岡 172

小郡市 若山 94 号土坑 中期前半
15.3 

甕形土器
福岡 640

16.0 福岡 641

山口 下関市 梶栗浜 箱式石棺墓 前～中期 8.8 細形銅剣 2 鉛ラインＤ 山口 58

大阪 柏原市
大県

（高尾山）
不明 不明 21.7 鉛ラインＤ 大阪 117

奈良 御所市 名柄 不明 不明 15.6 外縁付鈕式銅鐸 鉛ラインＤ 奈良 302

長野 佐久市 社宮司 不明 後期 ▲２孔 土器、玉類、鉄器片 鉛ラインＤ 長野 47

葬
さ
れ
、
宇
木
汲
田
・
吉
武
高
木
・
梶
栗
浜
で
は
細
形
銅
剣
が
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
墓
へ
の
副
葬
は
朝
鮮
半
島
の
風
習
が
そ
の
ま
ま
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
福
岡
県
若
山
遺
跡
で
は
、
多
鈕
細
紋
鏡
二
面
が
集
落
内
の
小
土

坑
に
重
ね
て
埋
納
さ
れ
、
上
に
は
甕
形
土
器
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
阪

府
大
県
で
は
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
高
尾
山
の
山
頂
付
近
か
ら
、
奈
良
県
名
柄
で

は
葛
城
山
東
麓
の
高
台
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
多
鈕
細
紋
鏡
が
偶
然
に
出
土
し
、
名
柄
で

は
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
外
縁
付
鈕
式
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
。
大
県
鏡
は
径
二
一・
七
セ
ン
チ
、
多
鈕
細
紋
鏡
の
な
か
で
最
大
で
あ
り
、
北
部

九
州
に
お
け
る
墓
の
副
葬
鏡
が
約
九
～
一
一
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
若
山

鏡
二
面
と
名
柄
鏡
も
一
五
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
大
き
さ
が
あ
る
。

ま
た
、
千
曲
川
上
流
の
長
野
県
社
宮
司
遺
跡
で
は
、
弥
生
後
期
の
土
器
内
か
ら

多
鈕
細
紋
鏡
片
が
勾
玉
・
管
玉
・
鉄
器
片
と
と
も
に
出
土
し
た
〔
永
峯
一
九
八
八
〕。

鏡
は
鈕
を
含
む
破
片
で
あ
り
、
垂
下
用
の
紐
通
し
孔
を
二
か
所
に
穿
ち
、
縁
辺
を
研

磨
し
て
い
る
。
大
賀
克
彦
〔
二
〇
二
〇
〕
は
共
伴
し
た
玉
類
を
も
と
に
遺
構
の
年
代

を
弥
生
中
期
後
葉
と
し
て
い
る
。

（
２
）
化
学
分
析
に
よ
る
原
料
産
地
の
推
定

鉛
同
位
体
比
分
析
に
よ
っ
て
、
漢
鏡
を
含
む
日
本
出
土
青
銅
器
は
朝
鮮
系
遺
物

タ
イ
プ
（
ラ
イ
ン
Ｄ
）
→
前
漢
鏡
タ
イ
プ
（
領
域
Ａ
）
→
後
漢
鏡
タ
イ
プ
（
領
域
Ｂ
）
へ

と
変
化
し
、
方
鉛
鉱
の
分
析
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
半
島
産
、
華
北
産
、

華
中
・
華
南
産
の
原
料
と
推
定
さ
れ
た
〔
馬
淵
・
平
尾
一
九
八
三
ほ
か
〕。
多
鈕
細
紋
鏡

や
細
形
銅
剣
な
ど
日
本
出
土
の
朝
鮮
系
青
銅
器
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
ラ
イ
ン
Ｄ
原

料
は
、
菱
環
鈕
式
か
ら
外
縁
付
鈕
１
式
ま
で
の
古
い
銅
鐸
に
も
用
い
ら
れ
、
以
後
の

型
式
は
領
域
Ａ
へ
と
整
合
的
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弥
生
青
銅
器
の
原
料
も

併
行
し
て
朝
鮮
半
島
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
弥
生
中

表１　日本出土の多鈕細紋鏡（▲は破鏡）

＊備考欄の「鉛」は鉛同位体比の領域、「下垣集成」は下垣仁志〔2016〕の番号。以下同じ。
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期
に
お
け
る
ラ
イ
ン
Ｄ
か
ら
領
域
Ａ
へ
の
移
行
は
、
紀
元
前
一
〇
八
年
に
漢
武
帝
が

衛
氏
朝
鮮
を
滅
ぼ
し
て
楽
浪
郡
な
ど
朝
鮮
四
郡
を
設
置
し
た
こ
と
が
契
機
に
な
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
〔
馬
淵
・
平
尾
一
九
八
二
〕。

し
か
し
、
ラ
イ
ン
Ｄ
原
料
に
つ
い
て
新
井
宏
〔
二
〇
〇
〇
〕
は
、
朝
鮮
半
島
産
で

は
な
く
長
江
上
流
域
に
産
す
る
「
高
放
射
性
起
源
鉛
」（
本
誌
所
収
の
「
黒
川
古
文
化
研

究
所
蔵
銅
盂
の
化
学
分
析
報
告
」
に
い
う
領
域
Ｓ
の
Ｍ
Ｖ
Ｔ
異
常
鉛
と
領
域
Ｓ-

Ｂ
間
の
異
常
鉛
）

で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
た
殷
周
青
銅
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
主
張
す
る
。
大
賀
克
彦

〔
二
〇
二
〇
〕
も
ラ
イ
ン
Ｄ
に
対
応
す
る
鉱
床
は
朝
鮮
半
島
南
部
に
存
在
し
な
い
可
能

性
が
高
い
と
い
う
。
ま
た
、
吉
武
高
木
一
号
木
棺
・
一
一
六
号
甕
棺
墓
出
土
例
な
ど

一
部
の
細
形
銅
剣
は
領
域
Ａ
に
分
布
し
〔
平
尾
・
鈴
木
一
九
九
九
〕、
な
お
問
題
を
の
こ

し
て
い
る
。
ラ
イ
ン
Ｄ
原
料
の
産
地
同
定
は
今
後
の
課
題
と
し
て
も
、
朝
鮮
半
島
か

ら
多
鈕
細
紋
鏡
や
細
形
銅
剣
な
ど
の
青
銅
器
に
と
も
な
っ
て
弥
生
青
銅
器
の
原
料
も

大
陸
か
ら
輸
入
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
〔
齋
藤
二
〇
〇
三
〕、
対
外
交
易
を
考

え
る
と
き
弥
生
青
銅
器
の
原
料
も
合
わ
せ
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
３
）
多
鈕
細
紋
鏡
と
青
銅
器
原
料
の
東
方
流
入

弥
生
中
期
前
半
に
は
北
部
九
州
の
各
地
で
青
銅
器
生
産
が
は
じ
ま
り
、
青
銅
器

原
料
も
広
域
に
流
通
し
た
。
と
り
わ
け
背
振
山
地
南
麓
の
嘉
瀬
川
流
域
で
は
、
増
田

遺
跡
と
本
村
籠
遺
跡
の
甕
棺
墓
か
ら
多
鈕
細
紋
鏡
が
、
近
傍
の
惣
座
遺
跡
や
鍋
島
本

村
南
遺
跡
か
ら
細
形
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
戈
の
鋳
型
、
土
生
遺
跡
か
ら
銅
鉇
の
鋳
型

が
出
土
し
、
多
く
朝
鮮
系
無
紋
土
器
が
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
中
稿
二

〔
一
九
九
三
〕
は
半
島
か
ら
の
渡
来
集
団
が
嘉
瀬
川
流
域
に
定
着
し
、
各
種
の
青
銅
器

を
生
産
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
多
鈕
細
紋
鏡
と
青
銅
器
原
料
も
半
島
か
ら
の
渡

来
人
が
将
来
し
た
可
能
性
が
高
い
。

銅
鐸
の
鋳
造
に
お
い
て
外
縁
付
鈕
１
式
の
段
階
は
中
河
内
の
中
山
型
と
生
駒
山

西
麓
の
慶
野
型
が
工
人
集
団
の
主
系
列
で
あ
り
、
そ
の
１
式
末
か
ら
２
式
に
下
る

と
、
大
阪
府
茨
木
市
東
奈
良
遺
跡
や
奈
良
県
田
原
本
町
唐
古
・
鍵
遺
跡
を
拠
点
と
す

る
工
人
集
団
が
出
現
す
る
と
い
う
〔
難
波
二
〇
一
一
ａ
〕。
ま
た
、
鉛
同
位
体
比
の
測

定
さ
れ
た
外
縁
付
鈕
１
式
銅
鐸
二
二
個
の
う
ち
一
七
個
は
ラ
イ
ン
Ｄ
に
分
布
す
る

が
、
多
鈕
細
紋
鏡
に
と
も
な
う
奈
良
県
名
柄
銅
鐸
な
ど
の
五
個
は
前
漢
鏡
タ
イ
プ
の

領
域
Ａ
に
属
し
、
外
縁
付
鈕
２
式
以
降
と
共
通
す
る
紋
様
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
難
波

は
こ
の
五
個
を
東
奈
良
の
工
人
集
団
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
外
縁
付

鈕
１
式
末
に
位
置
づ
け
て
い
る
〔
同
上
〕。
こ
の
説
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
外
縁
付
鈕

式
銅
鐸
の
段
階
に
ラ
イ
ン
Ｄ
原
料
、
つ
づ
い
て
領
域
Ａ
原
料
が
大
阪
平
野
に
も
た
ら

さ
れ
、
大
県
と
名
柄
の
多
鈕
細
紋
鏡
は
お
そ
く
と
も
外
縁
付
鈕
１
式
銅
鐸
の
段
階
ま

で
に
原
料
と
同
じ
ル
ー
ト
で
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
部
高
地
の
社
宮
司
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
多
鈕
細
紋
鏡
片
に
つ
い
て
、
流
入
の

時
期
と
ル
ー
ト
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、
千
曲
川
を
下
っ
た
長
野
県
中

野
市
柳
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
群
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
外
縁
付
鈕
式
～
扁

平
鈕
式
銅
鐸
五
点
、
大
阪
湾
型
銅
戈
ａ
類
七
点
、
北
部
九
州
の
中
細
形
銅
戈
Ｃ
類

一
点
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
遺
跡
の
年
代
は
弥
生
中
期
後
半
に
下
る
〔
廣
田
編

二
〇
一
二
〕。
そ
れ
ら
の
化
学
分
析
を
も
と
に
難
波
洋
三
〔
二
〇
一
二
a
〕
は
、
慶
野
型

に
近
い
外
縁
付
鈕
１
式
銅
鐸
と
大
阪
湾
型
銅
戈
の
Ａ
群
、
外
縁
付
鈕
２
式
～
扁
平
鈕

式
古
段
階
銅
鐸
・
中
細
形
銅
戈
の
Ｂ
群
に
大
別
し
、
Ａ
群
の
鉛
同
位
体
比
は
ラ
イ
ン

Ｄ
、
Ｂ
群
の
そ
れ
は
領
域
Ａ
に
属
し
て
い
る
こ
と
、
錫
の
含
有
量
は
、
Ａ
群
は
一
一

～
一
五
％
と
多
い
の
に
対
し
て
Ｂ
群
は
二
～
五
％
と
少
な
く
、
微
量
元
素
の
ア
ン
チ

モ
ン
と
砒
素
の
濃
度
と
比
率
も
Ａ
群
と
Ｂ
群
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
少
な

く
と
も
現
地
に
は
前
後
二
期
の
流
入
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
説
に
し
た
が

え
ば
、
社
宮
司
の
多
鈕
細
紋
鏡
は
、
こ
れ
ら
Ａ
群
の
青
銅
器
と
同
じ
大
阪
平
野
を
経

由
す
る
ル
ー
ト
で
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。



9

多
鈕
細
紋
鏡
の
出
土
数
か
ら
み
る
と
、
北
部
九
州
は
八
面
、
近
畿
は
二
面
で
あ

る
か
ら
、
北
部
九
州
の
出
土
数
が
圧
倒
的
に
勝
っ
て
い
る
が
、
弥
生
中
期
前
半
に
お

け
る
青
銅
器
原
料
の
輸
入
量
を
考
え
る
な
ら
ば
、
大
阪
平
野
で
鋳
造
さ
れ
た
外
縁
付

鈕
式
銅
鐸
や
大
阪
湾
型
銅
戈
の
総
量
は
北
部
九
州
に
比
肩
す
る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
と

推
量
さ
れ
る
。
近
畿
に
お
い
て
多
鈕
細
紋
鏡
は
大
県
や
名
柄
の
よ
う
に
人
里
離
れ
た

と
こ
ろ
に
埋
納
さ
れ
た
た
め
発
見
数
が
少
な
い
も
の
の
、
大
県
鏡
の
面
径
は
多
鈕
細

紋
鏡
の
な
か
で
最
大
で
あ
り
、
名
柄
鏡
も
比
較
的
大
き
い
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
近
畿

中
枢
部
の
弥
生
社
会
は
す
で
に
鏡
や
青
銅
器
原
料
を
入
手
す
る
相
応
の
経
済
力
を
有

し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

三　

鉛
同
位
体
比
と
漢
鏡
編
年

（
１
）
前
漢
鏡
タ
イ
プ
の
領
域
Ａ

前
漢
鏡
は
大
き
く
四
期
に
分
け
ら
れ
る
。
日
本
か
ら
出
土
す
る
の
は
２
期
以
降

の
鏡
で
あ
り
、
そ
の
鉛
同
位
体
比
は
お
お
む
ね
領
域
Ａ
に
分
布
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
三
雲
南
小
路
一
号
甕
棺
墓
か
ら
出
土
し
た
２
～
３
期
鏡
は
、
測
定
し
た
一
二
点

の
う
ち
七
点
は
領
域
Ａ
に
位
置
す
る
が
、
五
点
は
そ
こ
か
ら
外
れ
て
い
る
〔
馬
淵
・

平
尾
一
九
八
五
〕。
馬
淵
ら
は
Ａ
式
図
で
領
域
Ａ
の
少
し
下
に
外
れ
た
３
期
後
半
の
連

弧
紋
銘
帯
鏡
（
五
号
鏡
）
は
中
国
系
原
料
に
朝
鮮
系
原
料
を
少
し
混
ぜ
た
も
の
、
領

域
Ｂ
の
近
く
で
ラ
イ
ン
Ｄ
の
上
方
に
位
置
す
る
２
期
の
重
圏
彩
画
鏡
（
一
号
鏡
）
と

３
期
後
半
の
連
弧
紋
銘
帯
鏡
（
三
号
・
六
号
・
一
四
号
鏡
）
を
朝
鮮
系
原
料
に
若
干
の

中
国
系
原
料
を
混
ぜ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
分
析
試
料
は
鏡
片
の
表

面
に
付
着
し
た
銹
を
採
取
し
て
い
る
こ
と
、
中
国
製
と
み
ら
れ
る
金
銅
四
葉
座
金
具

二
点
は
ラ
イ
ン
Ｄ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
、
朝
鮮
半
島
系
の
細
形
銅
矛
や
中
細
形
銅

剣
・
銅
戈
・
銅
矛
な
ど
古
い
武
器
形
青
銅
器
が
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、

墓
中
で
の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
疑
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
前
漢
鏡
の
五
面
に
両

種
の
原
料
が
混
合
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
ン
Ｄ
は
朝
鮮
半
島
産
で
は
な
く
中
国

産
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

４
期
で
は
領
域
Ａ
に
属
さ
な
い
漢
鏡
が
三
面
あ
る
。
佐
賀
県
二
塚
山
二
九
号
土

坑
墓
の
獣
帯
鏡
Ⅱ
式
、
福
井
県
花
野
谷
一
号
墳
の
異
体
字
銘
帯
鏡
Ⅴ
式
（
昭
明
鏡
）、

京
都
府
八
幡
東
車
塚
古
墳
の
内
行
花
紋
鏡
四
葉
座
Ⅰ
式
は
、
い
ず
れ
も
領
域
Ｂ
に
属

し
て
い
る
。
二
塚
山
は
弥
生
後
期
墓
で
あ
る
が
、
花
野
谷
鏡
と
八
幡
東
車
塚
鏡
は
前

期
古
墳
の
出
土
で
あ
る
か
ら
、
後
漢
時
代
に
下
る
踏
み
返
し
鏡
と
み
る
の
も
一
案
で

あ
る
。
し
か
し
、
花
野
谷
鏡
は
紋
様
が
い
ち
じ
る
し
く
摩
滅
し
、
鈕
が
破
損
し
た
た

め
周
縁
に
懸
垂
用
の
二
孔
を
穿
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
列
島
に
お
け
る
長
期
の

伝
世
を
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、
次
項
で
み
る
よ
う
に
、
四
通
八
達
の
淮
南
に
お
い
て

制
作
さ
れ
た
５
期
前
半
鏡
の
鉛
同
位
体
比
に
は
、
領
域
Ａ
Ｌ
・
Ａ
Ｈ 

・
領
域
Ｂ
と

い
う
三
種
の
原
料
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
４
期
に
あ
っ
て
も
領
域
Ａ
原
料
だ
け

が
一
元
的
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
２
）
漢
鏡
５
期
前
半
に
お
け
る
領
域
Ａ
か
ら
領
域
Ｂ
へ
の
転
換

内
行
花
紋
鏡
の
鉛
同
位
体
比
に
つ
い
て
馬
淵
久
夫
〔
二
〇
一
一
〕
は
、
岡
村
分
類

の
四
葉
座
Ⅱ
式
に
お
い
て
領
域
Ａ
か
ら
領
域
Ｂ
に
転
換
す
る
と
い
う
。
そ
れ
を
細
か

く
み
る
と
、
四
葉
座
Ⅱ
式
の
な
か
で
も
福
岡
市
那
珂
遺
跡
群
Ｓ
Ｃ
〇
四
一
住
居
址
出

土
鏡
な
ど
古
い
タ
イ
プ
は
領
域
Ａ
に
属
し
、
楽
浪
王
盱
墓
出
土
鏡
な
ど
新
し
い
タ
イ

プ
は
領
域
Ｂ
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
県
壬
生
西
谷
Ｓ
Ｋ
三
三
土
坑
墓
出
土
の

内
行
花
紋
鏡
は
、
四
葉
座
Ⅱ
式
の
変
異
型
式
だ
が
、
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
と
領
域

Ｂ
の
中
間
値
を
示
し
て
い
る
〔
馬
淵
一
九
八
九
〕。

こ
れ
に
対
し
て
淮
南
で
制
作
さ
れ
た
５
期
前
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
領
域

Ａ
か
ら
領
域
Ｂ
へ
と
曲
折
を
へ
な
が
ら
転
換
し
た
。
前
節
に
み
た
よ
う
に
、
平
原
一
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号
墓
か
ら
出
土
し
た
三
一
面
の
Ⅳ
Ｂ
～
Ⅴ
Ｂ
式
は
、
Ⅴ
Ａ
式
の
段
階
に
領
域
Ａ
Ｌ
か

ら
領
域
Ａ
Ｈ
へ
と
遷
移
し
、
同
型
鏡
の
な
か
に
も
領
域
Ａ
Ｌ
と
領
域
Ａ
Ｈ
の
両
方
が

存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
奈
良
県
大
和
天
神
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
六
面
の
Ⅳ
Ｂ
～

Ⅴ
Ａ
式
に
は
領
域
Ａ
Ｌ
と
領
域
Ｂ
の
両
方
が
存
在
し
て
い
る
ほ
か
、
福
岡
県
井
原
ヤ

リ
ミ
ゾ
六
号
木
棺
墓
の
Ⅴ
Ａ
式
は
領
域
Ａ
Ｌ
、
佐
賀
県
椛
島
山
箱
式
石
棺
墓
の
Ⅴ
Ｂ

式
は
領
域
Ｂ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
Ⅳ
Ｂ
～
Ⅴ
Ｂ
式
に
は
、
少

な
く
と
も
領
域
Ａ
原
料
と
領
域
Ｂ
原
料
の
二
種
が
併
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
漢
鏡
タ
イ
プ
の
領
域
Ａ
は
華
北
産
、
後
漢
鏡
タ
イ
プ
の
領
域
Ｂ
は
華
中
・
華

南
産
の
原
料
と
さ
れ
る
〔
馬
淵
・
平
尾
一
九
八
七
ほ
か
〕。
華
中
の
淮
南
は
四
通
八
達
の

要
地
で
あ
り
、
５
期
に
方
格
規
矩
四
神
鏡
を
制
作
し
て
い
た
淮
南
で
は
、
各
地
か
ら

三
種
以
上
の
原
料
を
継
続
的
に
入
手
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
領
域
Ｂ
原
料
を
用
い

た
４
期
鏡
の
例
も
、
そ
う
し
た
原
料
入
手
の
多
元
化
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
領
域
Ａ
原
料
は
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅴ
Ｂ
式
と
内
行
花
紋
鏡
四

葉
座
Ⅱ
式
を
最
後
に
ほ
と
ん
ど
消
失
す
る
。
そ
れ
は
両
鏡
種
と
も
５
期
前
半
の
ほ
ぼ

同
時
期
の
こ
と
で
あ
り
、
王
莾
滅
亡
に
と
も
な
う
動
乱
と
華
北
産
と
い
わ
れ
る
領
域

Ａ
原
料
の
枯
渇
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

古
墳
出
土
漢
鏡
の
伝
世
を
否
定
し
、
そ
の
制
作
を
古
墳
の
造
営
年
代
に
近
づ
け

よ
う
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
鉛
同
位
体
比
を
み
る
と
、
上
述
資
料
の
ほ
か
に
、

３
期
で
は
香
川
県
石
清
尾
山
猫
塚
古
墳
の
連
弧
紋
銘
帯
鏡
、
４
期
で
は
福
岡
県
平
原

一
号
墓
・
同
南
方
浦
山
古
墳
・
島
根
県
小
屋
谷
三
号
墳
・
岡
山
県
鋳
物
師
谷
一
号
墓

の
雲
気
禽
獣
紋
鏡
、
広
島
県
中
井
出
勝
負
峠
八
号
墳
の
昭
明
鏡
、
大
阪
府
紫
金
山
古

墳
・
岐
阜
県
美
濃
観
音
寺
山
古
墳
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
・

静
岡
県
松
林
山
古
墳
の
内
行
花
紋
鏡
、
５
期
で
は
広
島
県
月
見
城
Ｓ
Ｔ
二
古
墳
の
内

行
花
紋
鏡
が
い
ず
れ
も
領
域
Ａ
に
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
一
世
紀

中
葉
以
前
に
制
作
さ
れ
た
伝
世
鏡
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

弥
生
後
期
の
実
年
代
と
青
銅
器
の
画
一
的
な
領
域
ａ
原
料

（
１
）
北
部
九
州
に
お
け
る
弥
生
後
期
の
実
年
代

北
部
九
州
に
お
け
る
弥
生
後
期
の
土
器
編
年
は
、
日
常
土
器
に
つ
い
て
高
三
潴

式
・
下
大
隈
式
・
西
新
（
町
）
式
〔
森
一
九
六
六
〕、甕
棺
に
つ
い
て
桜
馬
場
式
・
三
津
式
・

日
佐
原
式
が
設
定
さ
れ
た
〔
森
一
九
六
八
〕。
そ
の
う
ち
桜
馬
場
式
は
、
佐
賀
県
唐
津

市
桜
馬
場
に
お
い
て
一
九
四
四
年
の
発
見
直
後
に
龍
渓
顕
亮
が
作
成
し
た
甕
棺
の
ス

ケ
ッ
チ
図
だ
け
が
唯
一
の
手
が
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
議
論

に
な
っ
て
い
た
が
、
唐
津
市
教
育
委
員
会
が
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
に
現
地
を
再
調
査

し
、完
形
に
復
元
で
き
る
棺
体
Ａ
（
下
甕
）
と
底
部
だ
け
の
棺
体
Ｂ
を
発
掘
し
た
〔
仁

田
坂
編
二
〇
〇
八
〕。
蒲
原
宏
行
〔
二
〇
〇
九
〕
は
口
頸
部
・
胴
部
・
底
部
の
属
性
分
析

を
も
と
に
「
棺
体
Ａ
は
橋
口
編
年
Ｋ
Ⅳ
ｂ
式
新
相
の
二
塚
山
七
六
号
下
棺
と
同
時
期

か
や
や
先
行
す
る
も
の
」
で
、「
佐
賀
平
野
の
村
徳
永
３
式
に
併
行
す
る
」「
弥
生
時

代
後
期
前
半
新
段
階
の
古
い
と
こ
ろ
」
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
甕
棺
墓
か
ら
出
土
し

た
三
面
の
鏡
は
、
４
期
後
半
か
ら
５
期
前
半
の
一
世
紀
前
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

三
津
式
の
指
標
と
さ
れ
た
の
が
、
４
期
後
半
の
「
桼
言
」
獣
帯
鏡
が
出
土
し
た

佐
賀
県
三
津
永
田
一
〇
四
号
甕
棺
で
あ
る
〔
杉
原
・
原
口
一
九
六
一
〕。
そ
れ
は
井
原
鑓

溝
の
鏡
群
と
同
時
期
だ
が
、
桜
馬
場
に
は
５
期
前
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅳ
Ｂ
式
を

含
む
た
め
、
桜
馬
場
式
→
三
津
式
と
い
う
甕
棺
編
年
と
は
逆
転
し
て
い
た
。

三
津
永
田
の
東
三
キ
ロ
に
位
置
す
る
二
塚
山
遺
跡
で
は
、４
期
前
半
の
昭
明
鏡（
異

体
字
銘
帯
鏡
Ⅴ
式
）
が
出
土
し
た
二
塚
山
七
六
号
甕
棺
墓
は
二
塚
山
Ⅴ
（
三
津
式
）
期

と
さ
れ
る
〔
石
隈
・
七
田
編
一
九
七
九
〕。
し
か
し
、
橋
口
達
也
〔
一
九
七
九
〕
は
二
塚
山

七
六
号
甕
棺
を
Ｋ
Ⅳ
ｂ
式
、
三
津
永
田
一
〇
四
号
甕
棺
を
Ｋ
Ⅳ
ｃ
式
と
す
る
か
ら
、

橋
口
編
年
の
方
が
漢
鏡
編
年
と
整
合
し
て
い
る
。



11

佐
賀
県
小
城
市
丁
永
遺
跡
６
区
で
は
Ｓ
Ｊ
〇
六
甕
棺
墓
か
ら
４
期
前
半
の
昭
明

鏡
が
出
土
し
、
甕
棺
は
三
津
式
（
蒲
原
編
年
の
千
住
１
式
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

〔
永
田
ほ
か
二
〇
一
三
〕。
ま
た
、
佐
賀
市
尼
寺
一
本
松
遺
跡
で
は
橋
口
Ｋ
Ⅳ
ｃ
式
の
Ｓ

Ｊ
七
〇
二
六
甕
棺
墓
か
ら
４
期
後
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅲ
式
、
Ｓ
Ｊ
七
〇
二
六
甕

棺
墓
か
ら
内
行
花
紋
鏡
四
葉
座
Ⅰ
式
が
破
砕
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
〔
角
編

二
〇
一
三
〕。
さ
ら
に
、
福
岡
県
八
女
市
茶
ノ
木
ノ
本
三
号
甕
棺
墓
で
は
棺
外
か
ら
４

期
後
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅲ
式
が
破
砕
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。
南
健
太

郎
〔
二
〇
一
〇
〕
は
そ
の
甕
棺
を
橋
口
Ｋ
Ⅳ
ｃ
式
と
し
つ
つ
、
鏡
は
後
漢
中
期
に
下

る
踏
み
返
し
鏡
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、鏡
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
で
あ
り〔
平
尾
・

鈴
木
一
九
九
六
〕、
か
り
に
踏
み
返
し
鏡
で
あ
っ
た
と
し
て
も
領
域
Ｂ
原
料
に
転
換
す

る
後
漢
中
期
に
は
下
り
え
な
い
。
こ
の
ほ
か
福
岡
県
春
日
市
須
玖
宮
の
下
一
五
号
甕

棺
墓
か
ら
４
期
前
半
の
雲
気
禽
獣
紋
鏡
Ⅱ
Ａ
式
が
出
土
し
て
い
る
〔
平
田
一
九
九
四
〕。

銅
釦
や
鉄
剣
な
ど
が
と
も
な
い
、「
弥
生
後
期
前
半
」
と
い
う
。
福
岡
平
野
の
中
心

地
だ
け
に
、
甕
棺
型
式
な
ど
の
詳
報
が
待
た
れ
る
。

桜
馬
場
甕
棺
墓
の
再
発
掘
に
先
立
つ
一
九
九
〇
年
、
福
岡
市
飯
氏
七
号
甕
棺
墓

か
ら
４
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
四
葉
座
Ⅰ
式
が
出
土
し
、
宮
井
善
朗
〔
一
九
九
四
〕

は
次
の
よ
う
に
報
告
す
る
。
飯
氏
七
号
甕
棺
は
類
例
の
少
な
い
形
だ
が
、
突
帯
の
位

置
と
形
か
ら
み
て
糸
島
地
方
特
有
の
神
在
遺
跡
三
号
甕
棺（
Ｋ
Ⅴ
ａ
式
）よ
り
先
行
し
、

高
三
潴
式
新
段
階
の
甕
を
と
も
な
う
糸
島
市
東
太
田
一
号
甕
棺
や
三
津
永
田
一
〇
四

号
甕
棺
（
Ｋ
Ⅳ
ｃ
式
）
よ
り
わ
ず
か
に
新
し
い
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
後
期
前
半

よ
り
や
や
下
が
る
下
大
隈
式
古
段
階
（
後
期
中
頃
）」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
三
津
永

田
一
〇
四
号
甕
棺
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う
。

以
上
の
甕
棺
編
年
と
漢
鏡
編
年
と
の
相
関
関
係
を
ま
と
め
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
甕
棺
編
年
は
漢
鏡
編
年
と
お
お
ま
か
に
相
関

し
、
そ
れ
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

漢
鏡
３
期
後
半
＝
立
岩
式
甕
棺
（
橋
口
Ｋ
Ⅲ
ｃ
式
）

漢
鏡
４
期
後
半
＝
三
津
式
甕
棺
（
橋
口
Ｋ
Ⅳ
ｃ
式
）

し
か
し
、
弥
生
後
期
は
じ
め
の
橋
口
Ｋ
Ⅳ
ａ
式
甕
棺
に
漢
鏡
の
副
葬
例
が
な
く
、
４

期
前
半
に
あ
た
る
時
期
の
甕
棺
型
式
が
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
４
期
前
半
の
昭
明
鏡
を
も
つ
二
塚
山
七
六
号
甕
棺
と
５
期
は
じ
め
の
方
格
規
矩

四
神
鏡
Ⅳ
Ｂ
式
を
も
つ
桜
馬
場
甕
棺
が
と
も
に
橋
口
Ｋ
Ⅳ
ｂ
式
と
さ
れ
、
４
期
後
半

鏡
を
も
つ
三
津
永
田
一
〇
四
号
・
飯
氏
七
号
甕
棺
と
は
型
式
が
逆
転
し
て
い
る
。
北

部
九
州
の
弥
生
後
期
に
は
甕
棺
墓
が
衰
退
し
、
甕
棺
の
形
が
多
様
化
す
る
た
め
、
そ

の
編
年
と
漢
鏡
編
年
と
の
細
か
い
相
関
関
係
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。

弥
生
後
期
中
葉
以
後
、
漢
鏡
を
用
い
た
実
年
代
論
は
俎
上
に
載
ら
な
い
が
、
内

行
花
紋
鏡
に
日
常
土
器
や
祭
祀
土
器
の
と
も
な
う
例
が
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い

る
。
福
岡
市
那
珂
遺
跡
群
の
第
六
九
次
調
査
に
お
い
て
「
弥
生
時
代
後
期
中
頃
」
の

竪
穴
住
居
址
Ｓ
Ｃ
〇
四
一
床
面
に
開
口
す
る
土
坑
Ｓ
Ｐ
一
〇
一
一
か
ら
内
行
花
紋

鏡
四
葉
座
Ⅱ
式
の
内
区
破
片
が
廃
棄
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
〔
長
家
編
二
〇
〇
四
〕。

報
告
者
は
そ
れ
を
飯
氏
七
号
甕
棺
墓
と
ほ
ぼ
同
時
期
（
＝
下
大
隈
式
古
段
階
）
と
み
て

い
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
御
笠
川
を
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
福
岡
市
仲
島
遺
跡
で
は
、

二
〇
一
七
年
の
第
５
次
調
査
で
「
弥
生
時
代
後
期
中
頃
」
の
土
器
包
含
層
の
直
下
か

ら
完
形
の
内
行
花
紋
鏡
蝙
蝠
座
Ⅰ
式
が
出
土
し
、
河
川
際
で
お
こ
な
わ
れ
た
祭
祀
遺

構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
池
田
ほ
か
二
〇
一
八
〕。
鏡
は
一
世
紀
末
の
６
期
前
半
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
土
器
の
詳
報
が
待
た
れ
る
。
福
岡
平
野
の
中
枢
部
に
お
い
て
漢
鏡
が

河
辺
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
鏡
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

唐
津
市
中
原
遺
跡
で
は
二
〇
〇
一
～
〇
五
年
に
三
基
の
墳
丘
墓
が
発
掘
さ
れ
〔
小

松
編
二
〇
一
二
〕、
そ
の
う
ち
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
四
墓
の
主
体
部
か
ら
内
行
花
紋
鏡
四
葉

座
Ⅲ
式
一
面
、
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
五
墓
の
主
体
部
か
ら
同
Ⅳ
式
二
面
、
そ
の
周
溝
内

埋
葬
か
ら
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅴ
Ｃ
式
一
面
が
出
土
し
（
図
４
）、
い
ず
れ
も
意
図
的
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図４　唐津市中原遺跡と出土漢鏡〔小松編 2012：図 11・91・93・96・98 を合成〕

遺跡 漢鏡 漢鏡編年 甕棺型式 土器型式

佐賀県二塚山 15 号甕棺墓 異体字銘帯鏡Ⅲ式
３期 後半 立岩式（ＫⅢ c 式）

福岡県立岩 10 号甕棺墓 異体字銘帯鏡Ⅱ～Ⅳ式

佐賀県二塚山 76 号甕棺墓 異体字銘帯鏡Ⅴ式

４期

前半
三津式（ＫⅣ b 式）

佐賀県丁永６区 SJ06 甕棺墓 異体字銘帯鏡Ⅴ式 三津式（千住１式）

佐賀県三津永田 104 号甕棺墓 獣帯鏡Ⅲ式

後半

三津式（ＫⅣ c 式）

福岡県茶ノ木ノ本 3 号甕棺墓 方格規矩四神鏡Ⅲ式 ＫⅣ c 式

佐賀県尼寺一本松 SJ7026 甕棺墓 方格規矩四神鏡Ⅲ式 ＫⅣ c 式

福岡県飯氏 7 号甕棺墓 内行花紋鏡四葉座Ⅰ式 ＫⅣ c 式

佐賀県尼寺一本松 SJ7007 甕棺墓 内行花紋鏡四葉座Ⅰ式 ＫⅣ c 式

佐賀県桜馬場甕棺墓

方格規矩四神鏡Ⅲ式 

方格規矩四神鏡Ⅳ B 式 

内行花紋鏡四葉座Ⅰ式

５期

前半
村徳永３式（ＫⅣ b 式）

福岡県那珂遺跡群 SC041 住居址 内行花紋鏡四葉座Ⅱ式 下大隈式古段階

佐賀県中原遺跡 ST13414 墳丘墓 内行花紋鏡四葉座Ⅲ式

後半

惣座０式

佐賀県中原遺跡 ST13415 墳丘墓
内行花紋鏡四葉座Ⅳ式× 2 

方格規矩四神鏡Ⅴ C 式
惣座１式

福岡県仲島遺跡第５次祭祀遺構 内行花紋鏡蝙蝠座Ⅰ式
６期 前半

下大隈式？

福岡県三雲寺口２号石棺墓 内行花紋鏡蝙蝠座Ⅰ式 下大隈式新段階／惣座１式

表２　北部九州における漢鏡と弥生土器の共伴関係
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に
鏡
を
破
砕
し
て
副
葬
し
て
い
た
。
周
溝
か
ら
出
土
し
た
高
坏
形
土
器
は
、
Ｓ
Ｔ

一
三
四
一
四
墓
が
蒲
原
〔
二
〇
〇
三
〕
編
年
の
惣
座
０
式
、
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
五
墓
が

惣
座
１
式
と
さ
れ
る
。
惣
座
０
式
は
下
大
隈
式
新
段
階
か
ら
西
新
町
式
古
段
階
に
、

惣
座
１
式
は
西
新
町
式
古
段
階
に
そ
れ
ぞ
れ
併
行
す
る
。
同
じ
唐
津
市
所
在
の
桜
馬

場
甕
棺
に
関
す
る
上
述
の
蒲
原
編
年
と
こ
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
内
行
花
紋
鏡
編

年
と
の
対
応
関
係
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
四
葉
座
Ⅰ
式
＝
桜
馬
場
甕
棺
≒村
徳
永
３
式
甕
棺

　
　
四
葉
座
Ⅱ
式
＝
那
珂
Ｓ
Ｃ
〇
四
一
≒下
大
隈
式
古
段
階

　
　
四
葉
座
Ⅲ
式
＝
中
原
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
四
墓
＝
惣
座
０
式

　
　
四
葉
座
Ⅳ
式
＝
中
原
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
五
墓
＝
惣
座
１
式

蒲
原
編
年
で
は
村
徳
永
３
式
と
惣
座
０
式
の
間
に
千
住
１
式
・
同
２
式
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
四
葉
座
Ⅱ
式
に
対
応
す
る
時
期
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で

は
福
岡
平
野
の
那
珂
Ｓ
Ｃ
〇
四
一
例
を
補
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
四
葉
座
の
四
型
式

と
北
部
九
州
の
土
器
編
年
と
は
齟
齬
も
な
く
相
関
し
て
い
る
。
四
葉
座
Ⅰ
式
は
新
莾

期
、
同
Ⅲ
式
は
六
四
年
に
定
点
が
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
Ⅰ
・
Ⅱ
式
は
一
世
紀
前
半
、

Ⅲ
・
Ⅳ
式
は
一
世
紀
後
半
の
制
作
で
あ
り
、
各
遺
跡
の
実
年
代
が
推
定
で
き
る
。
蒲

原
編
年
で
は
こ
の
後
に
惣
座
２
式
・
夕
ヶ
里
式
と
つ
づ
き
、
唐
津
平
野
で
は
夕
ヶ
里

式
（
≒布
留
０
式
）
の
時
期
に
中
原
Ｓ
Ｔ
一
二
〇
三
二
や
久
里
双
水
古
墳
な
ど
の
前
方

後
円
墳
が
出
現
し
た
と
さ
れ
る
〔
小
松
編
二
〇
一
二
〕。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
土
器
編
年
が
時
代
区
分
の
ど
の
時
期
に
あ
た
る
の
か
を

め
ぐ
っ
て
は
異
論
が
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
西
新
町
式
は
弥
生
最
後
の
土
器
型
式
と
さ

れ
て
き
た
が
、
柳
田
康
雄
〔
一
九
八
二
〕
は
西
新
町
式
≒庄
内
式
と
し
て
弥
生
時
代
で

は
な
く
古
墳
時
代
と
み
な
し
た
う
え
で
、
高
三
潴
式
・
下
大
隈
式
の
二
時
期
を
前
半
・

中
頃
・
後
半
・
終
末
の
四
時
期
に
細
分
す
る
。
た
と
え
ば
、
６
期
前
半
の
内
行
花
紋

鏡
蝙
蝠
座
Ⅰ
式
が
出
土
し
た
福
岡
県
三
雲
寺
口
二
号
石
棺
墓
は
、
西
側
溝
か
ら
祭
祀

土
器
群
が
出
土
し
、
柳
田
は
そ
れ
を
弥
生
終
末
期
の
指
標
に
し
た
が
、
従
前
の
土
器

編
年
で
は
下
大
隈
式
新
段
階
に
あ
た
る
（
そ
の
土
器
群
は
中
原
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
五
墓
＝
惣
座

１
式
併
行
期
と
み
る
説
〔
小
松
編
二
〇
一
二
：
二
四
八
頁
〕
も
あ
る
）。
ま
た
、
平
原
一
号
墓

か
ら
は
時
期
決
定
に
有
効
な
土
器
が
ほ
と
ん
ど
出
土
し
て
い
な
い
が
、
柳
田
は
造
墓

の
時
期
を
同
じ
弥
生
末
期
に
位
置
づ
け
て
い
る
（
柳
田
一
九
八
二
で
は
三
世
紀
前
半
、
柳

田
二
〇
二
二
で
は
二
世
紀
後
葉
）。
し
か
し
、
平
原
一
号
墓
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
下
限

は
Ⅴ
Ｂ
式
で
、
中
原
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
五
墓
出
土
の
Ⅴ
Ｃ
式
よ
り
一
型
式
古
く
、
平
原

一
号
墓
は
中
原
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
四
墓
＝
惣
座
０
式
（
≒下
大
隈
式
新
段
階
～
西
新
町
式
古

段
階
）
期
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
相
対
編
年
と
し
て
は
筆
者
説
と
柳
田
説
と
は
大
差

な
い
こ
と
に
な
る
。
両
墓
と
も
に
鏡
を
破
砕
副
葬
し
、
方
形
周
溝
墓
≒墳
丘
墓
と
い

う
墓
の
形
態
も
近
い
が
、
平
原
一
号
墓
＝
弥
生
末
期
と
い
う
年
代
観
だ
け
が
独
り
歩

き
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
２
）
中
四
国
以
東
に
お
け
る
弥
生
後
期
の
実
年
代

中
四
国
以
東
の
地
域
で
は
、
弥
生
墓
か
ら
漢
鏡
が
出
土
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
大
阪
府
亀
井
遺
跡
・
瓜
破
遺
跡
・
巨
摩
廃
寺
下
層
な
ど
か
ら
出
土
し
た
新
莾

期
の
貨
泉
を
も
と
に
、
弥
生
後
期
前
葉
は
紀
元
後
一
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
て
き
た

〔
森
岡
一
九
八
五
〕。
地
域
ご
と
の
土
器
編
年
を
整
理
し
た
濱
田
延
充
〔
二
〇
〇
六
〕
も
、

近
畿
地
方
の
後
期
初
頭
は
讃
岐
・
吉
備
の
後
期
初
頭
と
同
時
期
で
、
北
部
九
州
の
後

期
前
葉
（
＝
高
三
潴
式
新
段
階
）
と
接
点
が
あ
る
こ
と
、
岡
山
県
高
塚
・
鳥
取
県
青
谷

上
寺
地
・
大
阪
府
亀
井
遺
跡
な
ど
「
出
土
時
期
が
限
定
で
き
る
貨
泉
は
、
い
ず
れ
も

後
期
初
頭
の
土
器
と
共
伴
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
畿
・
瀬
戸
内
・
山
陰
地
方
に

お
け
る
弥
生
後
期
の
は
じ
ま
り
は
一
世
紀
前
半
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
名
古
屋
市
高
蔵
遺
跡
で
は
弥
生
後
期
前
葉
（
＝
山
中
Ⅰ
式
第
１
段
階
）
の
土

坑
Ｓ
Ｋ
四
四
か
ら
４
期
前
半
の
雲
気
禽
獣
紋
鏡
片
が
出
土
し
〔
村
木
編
二
〇
〇
三
〕、
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岐
阜
市
瑞
龍
寺
山
山
頂
墓
第
２
主
体
で
は
弥
生
後
期
中
葉
（
山
中
Ⅰ
式
第
３
段
階
）
の

土
器
に
と
も
な
っ
て
４
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
四
葉
座
Ⅰ
式
が
採
集
さ
れ
て
い
る

〔
赤
塚
二
〇
〇
四
〕。
わ
ず
か
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
濃
尾
平
野
で
は
漢
鏡
編
年
と
土
器

編
年
と
が
矛
盾
な
く
相
関
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
な
ど
に
よ
る
奈
良
県
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
大

和
Ⅴ
１
様
式
（
弥
生
後
期
初
頭
）
の
炭
素
一
四
年
代
は
二
〇
〇
〇
Ｂ
Ｐ
〔
春
成
ほ
か

二
〇
一
一
〕
で
あ
り
、
貨
泉
や
漢
鏡
に
よ
る
年
代
観
と
も
ほ
ぼ
整
合
し
て
い
る
。

（
３
）
弥
生
後
期
青
銅
器
の
画
一
的
な
領
域
ａ
原
料

弥
生
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
は
、
弥
生
後
期
に
大
き
く
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、

弥
生
中
期
後
半
の
扁
平
鈕
式
銅
鐸
は
領
域
Ａ
内
に
広
く
分
布
す
る
の
に
対
し
て
、
弥

生
後
期
の
近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
（
近
畿
式
＝
九
個
、
三
遠
式
＝
九
個
）
は
領
域
Ａ
の
中

央
付
近
の
ご
く
狭
い
領
域
ａ
（207Pb

＼206Pb

＝0.8763
±0.0008

）
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
華
北
の
同
一
鉱
山
に
由
来
す
る
「
規
格
品
の
原
料
」
が
用

い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
〔
馬
淵
・
平
尾
一
九
八
二
〕。
難
波
洋
三
〔
二
〇
一
九
〕
も
鉛
同

位
体
比
の
分
析
さ
れ
て
い
る
突
線
鈕
２
式
の
近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
は
七
器
す
べ

て
、
北
部
九
州
で
鋳
造
さ
れ
た
広
形
銅
矛
三
九
本
の
う
ち
三
七
本
が
領
域
ａ
に
入
る

こ
と
か
ら
、
画
一
的
な
原
料
が
北
部
九
州
か
ら
近
畿
・
東
海
地
方
ま
で
大
量
に
流
入

し
た
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
領
域
ａ
原
料
の
出
現
年
代
に
つ
い
て
難
波
洋
三
〔
二
〇
一
二
ｂ
〕
は
、
扁
平

鈕
式
新
段
階
と
考
え
ら
れ
る
土
製
銅
鐸
鋳
型
外
枠
が
奈
良
県
唐
古
・
鍵
遺
跡
に
お
い

て
弥
生
後
期
初
頭
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
突
線
鈕
式
銅
鐸
の
出
現
を
弥

生
後
期
前
半
、
領
域
ａ
原
料
の
流
入
と
近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
の
成
立
を
弥
生
後
期

中
頃
前
後
に
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
発
掘
報
告
に
よ
れ
ば
、

鋳
造
関
連
遺
物
の
出
土
し
た
南
地
区
の
溝
は
中
期
後
半
（
第
四
様
式
）
か
ら
後
期
初

頭
の
弥
生
土
器
を
包
含
し
、
鋳
型
な
ど
は
後
期
初
頭
に
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
〔
藤
田
一
九
九
七
〕。
そ
れ
が
扁
平
鈕
式
銅
鐸
の
鋳
型
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
中

期
後
半
か
ら
後
期
初
頭
ま
で
の
時
間
幅
を
も
つ
地
層
の
出
土
で
あ
る
た
め
、
こ
の
一

例
を
も
っ
て
銅
鐸
各
型
式
の
鋳
造
年
代
を
決
め
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
岡
山
市
高
塚
遺
跡
フ
ロ
ヤ
調
査
区
で
は
、
弥
生
後
期
Ⅰ
（
＝
上
東
・

鬼
川
市
Ⅰ
式
）
土
器
を
と
も
な
う
突
線
鈕
２
式
（
近
畿
式
）
銅
鐸
の
埋
納
坑
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
銅
鐸
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
ａ
に
位
置
し
、
近
く
の
袋
状
土
坑

一
八
か
ら
は
貨
泉
二
五
枚
が
一
括
出
土
し
て
い
る
。
報
告
者
は
埋
納
坑
内
の
土
器
や

「
周
辺
の
遺
構
の
年
代
観
か
ら
判
断
し
て
」〔
岡
山
県
二
〇
〇
〇
：
一
二
九
頁
〕、
そ
れ
を

貨
泉
埋
蔵
土
坑
と
同
時
期
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
「
高
塚
銅
鐸
は
『
見
る
銅
鐸
』
の

わ
り
に
は
表
面
の
研
磨
な
ど
は
み
ら
れ
ず
、鋳
造
後
の
調
整
は
粗
雑
」〔
同
一
〇
一
二
頁
〕

で
、「
鋳
造
後
あ
ま
り
時
を
経
ず
に
埋
納
さ
れ
た
」〔
同
一
〇
一
五
頁
〕
と
報
告
者
は
い

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
高
塚
銅
鐸
は
弥
生
後
期
は
じ
め
ご
ろ
に
鋳
造
さ
れ
、
ほ
ど
な

く
し
て
埋
納
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
愛
知
県
朝
日
遺
跡
で
は
南
居
住
域
の
環
濠
Ｓ
Ｄ
一
七
と
方
形
周
溝
墓
Ｓ

Ｚ
一
六
二
の
間
か
ら
突
線
鈕
１
式
銅
鐸
の
埋
納
坑
が
発
見
さ
れ
、
銅
鐸
内
と
埋
納

坑
内
の
土
器
は
弥
生
中
期
後
葉
、
環
濠
と
方
形
周
溝
墓
の
掘
削
は
弥
生
後
期
で
あ

り
、
と
く
に
環
濠
は
銅
鐸
埋
納
坑
を
避
け
る
よ
う
に
掘
削
さ
れ
て
い
る
〔
石
黒
編

一
九
九
一
〕。
こ
の
た
め
、
そ
の
埋
納
は
弥
生
中
期
末
・
後
期
初
頭
で
あ
り
、
つ
づ
く

突
線
鈕
２
式
銅
鐸
は
弥
生
後
期
は
じ
め
ご
ろ
に
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
北
部
九
州
の
広
形
銅
矛
は
、
対
馬
で
は
塔
ノ
首
三
号
石
棺
墓
や
木
坂
一

号
石
棺
墓
な
ど
に
副
葬
さ
れ
、
共
伴
土
器
か
ら
高
三
潴
式
新
段
階
か
ら
西
新
（
町
）

式
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
武
末
一
九
八
二
〕。
ま
た
、
北
九
州
市

重
留
遺
跡
で
は
第
２
地
点
一
号
竪
穴
住
居
址
内
の
埋
納
坑
か
ら
新
段
階
の
広
形
銅

矛
が
出
土
し
、
共
伴
土
器
は
高
三
潴
式
新
段
階
～
下
大
隈
式
と
さ
れ
る
〔
原
田
編
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二
〇
一
六
〕。
そ
れ
は
住
居
内
で
複
数
回
の
埋
納
が
繰
り
返
さ
れ
た
か
ら
、
一
定
の
使

用
期
間
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
北
島
大
輔
〔
二
〇
一
一
〕
は
、
柳
田
編

年
の
後
期
２
式
（
弥
生
後
期
初
頭
～
前
半
）
ま
で
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
で
、
後
期

３
式
（
≒高
三
潴
式
新
段
階
＝
弥
生
後
期
中
頃
）
に
領
域
ａ
へ
と
変
化
す
る
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
弥
生
後
期
青
銅
器
の
年
代
は
土
器
編
年
と
照
合
す
る
形
で

推
測
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
型
式
学
的
研
究
法
を
打
ち
立
て
た
モ
ン
テ
リ
ウ
ス

〔
一
九
三
二
〕
の
原
則
論
に
立
て
ば
、
北
部
九
州
の
甕
棺
に
と
も
な
う
３
期
・
４
期
の

鏡
の
ほ
か
、
高
塚
銅
鐸
と
朝
日
銅
鐸
は
埋
納
坑
内
の
出
土
土
器
と
同
時
に
埋
め
ら
れ

た
「
一
括
遺
物
」
で
あ
る
が
、
地
層
・
住
居
址
・
墳
丘
墓
な
ど
の
出
土
土
器
に
「
共

伴
」
す
る
漢
鏡
や
銅
鐸
な
ど
は
同
時
の
埋
没
で
は
な
く
、
そ
の
同
時
性
は
保
証
の
限

り
で
は
な
い
。
日
本
で
は
精
緻
な
土
器
編
年
が
組
み
立
て
ら
れ
、
本
稿
で
は
新
た
に

内
行
花
紋
鏡
と
北
部
九
州
弥
生
後
期
土
器
と
の
相
関
関
係
を
確
か
め
た
も
の
の
、「
一

括
遺
物
」
に
よ
る
検
証
が
十
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
領
域
ａ
原
料
は
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
弥
生
土

器
編
年
を
介
在
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
王
莾
の
督
造
し
た

方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅳ
Ａ
式
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
ａ
の
近
く
に
分
布
し
（
図
５
）、
同

一
鉱
山
の
原
料
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
う
し
た
官
制
の
王
莾
鏡
と
比
べ

て
も
領
域
ａ
の
ま
と
ま
り
は
特
異
で
あ
り
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
鉱
床
に
由
来
す
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
弥
生
後
期
の
百
数
十
年
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
輸
入

さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
ま
と
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
５
期
前
半
に
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
か
ら
領
域
Ｂ
に
転
換
す
る
か

ら
、
領
域
Ａ
内
の
領
域
ａ
原
料
が
一
世
紀
後
半
以
降
に
流
通
し
て
い
た
可
能
性
は
低

い
こ
と
、
楽
浪
郡
の
市
場
に
は
流
通
し
な
い
王
莾
鏡
が
大
阪
府
紫
金
山
古
墳
や
岐
阜

県
美
濃
観
音
寺
山
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
西
暦
五
年
の
王
莾
の
上
奏
文
に

「（
王
）
太
后
統
を
秉
る
こ
と
数
年
、
恩
沢
洋
溢
し
、
和
気
四
塞
す
。
絶
域
の
殊
俗
、

図５　「尚方御」鏡と「王氏作（昭）」鏡の鉛同位体比 A 式図（領域 a 付近拡大図）〔岡村 2021：図４〕
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漢鏡 弥生年代 鉛同位体比 北部九州 山陰 北四国 近畿 東海

３期後半 中期後葉

領域Ａ

中細形銅矛

中細形銅剣 平形銅剣

扁平鈕式銅鐸

４期前半

後期前葉

中広形銅矛 突線鈕１式銅鐸

４期後半

領域ａ 広形銅矛 近畿式銅鐸 三遠式銅鐸５期前半

後期中葉

５期後半

表３　漢鏡と弥生青銅器の編年

義
を
慕
は
ざ
る
な
し
。
越
裳
氏
重
訳
し
て
白
雉
を
献
じ
、
黄
支
三
万
里
よ
り
生
犀
を

貢
じ
、
東
夷
王
大
海
を
渡
り
て
国
珍
を
奉
じ
、
…
…
」（『
漢
書
』
王
莾
伝
上
）
と
あ
り
、

東
夷
諸
族
の
中
で
海
を
渡
っ
て
朝
貢
し
た
「
東
夷
王
」
は
日
本
列
島
の
倭
人
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
弥
生
後
期
青
銅
器
に
用
い
ら
れ
た
領
域
ａ
原
料
は
、

紫
金
山
や
美
濃
観
音
寺
山
の
王
莾
鏡
に
と
も
な
っ
て
王
莾
か
ら
特
別
に
贈
与
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
〔
岡
村
二
〇
二
一
〕。
つ
ま
り
、
領
域
ａ
原
料
は
王
莾
期
（
＝
漢
鏡

４
期
後
半
）
に
ま
と
め
て
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
銅
鐸
は
こ
の
段
階
に
「
聞
く
銅
鐸
」
か
ら
近
畿
式
・
三
遠
式
の
「
見

る
銅
鐸
」
へ
と
巨
大
化
し
〔
田
中
一
九
七
〇
〕、
北
部
九
州
の
銅
矛
も
中
広
形
か
ら
広

形
へ
と
大
型
化
し
た
。
難
波
〔
二
〇
一
二
ｂ
〕
の
推
算
に
よ
る
と
、
広
形
銅
矛
の
平
均

的
重
量
は
約
二・
八
キ
ロ
、
全
高
六
五
セ
ン
チ
の
近
畿
式
銅
鐸
の
そ
れ
は
約
一
〇
キ

ロ
に
な
る
と
い
う
。
原
料
が
潤
沢
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
青
銅
祭
器
の
大

型
化
が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
領
域
ａ
原
料
は
、
鉛
だ

け
の
単
体
イ
ン
ゴ
ッ
ト
で
あ
っ
た
の
か
、
銅
を
主
成
分
と
す
る
合
金
イ
ン
ゴ
ッ
ト
で

あ
っ
た
の
か
は
と
も
か
く
、
そ
れ
ら
青
銅
器
原
料
は
相
当
に
膨
大
な
量
で
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
こ
ろ
の
倭
人
社
会
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、

漢
鏡
と
弥
生
青
銅
器
の
動
態
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

五　

日
本
出
土
漢
鏡
の
地
域
動
態

（
１
）
漢
鏡
と
弥
生
青
銅
器
の
編
年

か
つ
て
筆
者
は
日
本
列
島
か
ら
出
土
す
る
漢
鏡
を
時
期
ご
と
に
整
理
し
た
〔
岡
村

一
九
八
六・
一
九
九
九
、
以
下
「
前
稿
」
と
い
う
〕。
本
稿
で
は
漢
鏡
５
期
ま
で
を
対
象
に

地
域
動
態
を
検
討
す
る
。
前
節
で
は
４
期
後
半
に
王
莾
鏡
や
大
量
の
領
域
ａ
原
料
が

も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
た
か
ら
、
４
期
を
前
後
の
二
時
期
に
分
け
る
。
す
な
わ
ち
、



17

図６　２・３期～５期鏡の分布（▲は破鏡、★は破砕鏡）
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成

福岡

福岡市

有田 ST001 甕棺墓 K Ⅲｃ式 昭明鏡 Ⅲ式 7.6 福岡 607
吉武樋渡 62 号甕棺墓 K Ⅲｃ式 日光鏡 Ⅲ式 8.6 鉛領域Ａ 福岡 173

丸尾台 甕棺墓？ 弥生中期末
日光鏡 Ⅲ式 5.0 鉛領域Ａ

福岡 180-182日光鏡 Ⅲ式 5.0 
日光鏡 Ⅲ式 5.0 

糸島市
三雲南小路

１号甕棺墓 K Ⅲｃ式

重圏彩画鏡 1 27.3 鉛ラインＤ

福岡 21-54

羽状地紋鏡 2 19.3 鉛領域Ａ
連弧紋銘帯鏡 3 Ⅲ式 16.4 鉛ラインＤ
連弧紋銘帯鏡 4 Ⅲ式 18.2 
連弧紋銘帯鏡 5 Ⅲ式 16.4 鉛ラインＤ？
連弧紋銘帯鏡 6 Ⅲ式 18 鉛ラインＤ
連弧紋銘帯鏡 7 Ⅲ式 18.8 鉛領域Ａ
連弧紋銘帯鏡 8 Ⅲ式 鉛領域Ａ
連弧紋銘帯鏡 9 Ⅲ式 16.4 
連弧紋銘帯鏡 10 Ⅲ式 16.4 
連弧紋銘帯鏡 11 Ⅲ式 16.4 
連弧紋銘帯鏡 12 Ⅲ式
連弧紋銘帯鏡 13 Ⅲ式 17 
連弧紋銘帯鏡 14 Ⅲ式 18 鉛ラインＤ
連弧紋銘帯鏡 15 Ⅲ式 16.7 
連弧紋銘帯鏡 16 Ⅲ式
連弧紋銘帯鏡 17 Ⅲ式
連弧紋銘帯鏡 18 Ⅲ式
重圏銘帯鏡 19 Ⅰ式 18 鉛領域Ａ
重圏銘帯鏡 20 Ⅲ式 16 
重圏銘帯鏡 21 Ⅲ式 鉛領域Ａ
重圏銘帯鏡 22 Ⅲ式 16 
重圏銘帯鏡 23 Ⅲ式 16.3 
重圏銘帯鏡 24 Ⅲ式 16 

２号甕棺墓 K Ⅲｃ式

星雲紋鏡 1 7.4 鉛領域Ａ

福岡 55-76

昭明鏡 2 Ⅲ式 8.3 鉛ラインＤ
昭明鏡 3 Ⅲ式 8.3 
昭明鏡 4 Ⅲ式 8.0 
昭明鏡 5 Ⅲ式 6.2 
重圏昭明鏡 6 Ⅲ式 11.4 
日光鏡 7 Ⅲ式 7.6 
日光鏡 8 Ⅲ式 6.4 
日光鏡 9 Ⅲ式 6.5 鉛領域Ａ
日光鏡 10 Ⅲ式 7.2 
日光鏡 11 Ⅲ式 7.4 
日光鏡 12 Ⅲ式 7.6 
日光鏡 13 Ⅲ式 6.5 
日光鏡 14 Ⅲ式 6.4 

平原５号墓 採集 日光鏡？ 福岡 104

春日市

須玖岡本Ｂ地点 採集 日光鏡 Ⅲ式 7.9 福岡 256

須玖岡本 D 地点 採集
草葉紋鏡 Ⅰ式 23.6 鉛領域Ａ

福岡 261-281.10草葉紋鏡 Ⅰ式 23.0 鉛領域Ａ
草葉紋鏡 Ⅱ A 式 23.6 

表４　日本出土の２～３期鏡（▲は破鏡）
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成

福岡

春日市 須玖岡本 D 地点 採集

連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 17.3 鉛領域Ａ

福岡 261-281.10

連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式
連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 16.7 
連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式
連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式
重圏銘帯鏡 Ⅱ式 17.2 
重圏銘帯鏡 Ⅲ式 17.2 鉛領域Ａ
重圏銘帯鏡 Ⅲ式 17.2 
重圏銘帯鏡 Ⅲ式 9.8 
重圏銘帯鏡 Ⅲ式
重圏銘帯鏡 Ⅲ式 15.2 
重圏銘帯鏡 Ⅲ式
日光鏡 Ⅲ式 7.6 鉛領域Ａ
日光鏡 Ⅲ式
星雲紋鏡 Ⅱ式 15.9 鉛領域Ａ
星雲紋鏡 Ⅱ式 15.9 
星雲紋鏡
星雲紋鏡
星雲紋鏡 Ⅱ式 15.9 鉛領域Ａ
星雲紋鏡 Ⅱ式 17.1 

筑紫野市
二日市峯 甕棺墓 星雲紋鏡 Ⅱ式 10.3 福岡 208
隈・西小田13地点 23 号甕棺墓 K Ⅲ式 重圏銘帯鏡 Ⅲ式 9.9 鉛領域Ａ 福岡 305

筑前町
東小田峯 10 号甕棺墓 K Ⅲ式

連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 17.2 鉛領域Ａ 福岡 618
日光鏡 Ⅲ式 6.6 鉛領域Ａ 福岡 619

東小田峯 甕棺墓 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 9.0 福岡 430
朝倉市 平塚字栗山 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 9.6 福岡 442

飯塚市 立岩堀田

10 号甕棺墓 K Ⅲｃ式

連弧紋銘帯鏡 1 Ⅳ式 15.6 

福岡 377-382

重圏銘帯鏡 2 Ⅲ式 17.8 
重圏銘帯鏡 3 Ⅱ式 15.4 
連弧紋銘帯鏡 4 Ⅲ式 18.2 鉛領域Ａ
連弧紋銘帯鏡 5 Ⅲ式 18.0 
重圏銘帯鏡 6 Ⅱ式 15.9 

28 号甕棺墓 K Ⅲｃ式 重圏銘帯鏡 Ⅲ式 9.8 福岡 383
34 号甕棺墓 K Ⅲｃ式 日光鏡 Ⅲ式 4.9 福岡 384
35 号甕棺墓 K Ⅲｃ式 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 18.1 福岡 385
39 号甕棺墓 K Ⅲｃ式 日光鏡 Ⅲ式 7.2 福岡 386

佐賀

唐津市 田島 ６号甕棺墓 K Ⅲｃ式 日光鏡 Ⅲ式 6.9 佐賀 147
みやき町 六ノ幡 29 号甕棺墓 K Ⅲ c ～Ⅳ a 式 昭明鏡 Ⅲ式 11.9 佐賀 12

吉野ヶ里町
二塚山 15 号甕棺墓 K Ⅲｃ式 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 15.9 鉛領域Ａ 佐賀 30
吉野ヶ里 SJ2775 甕棺墓 K Ⅲｃ式 日光鏡 Ⅲ式 7.0 佐賀 53-2

長崎 対馬市 下ガヤノキ F 地点 箱式石棺墓 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 17.7 長崎 4-6
熊本 玉名市 大原 1-3 区 SI3 住居址 弥生後期 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 ▲ 熊本 6-1
愛媛 松山市 若草町 SK3 土坑 弥生中後期 重圏日光鏡 Ⅲ式 8.4 破片 愛媛 35
香川 高松市 石清尾山猫塚古墳 竪穴式石室？ 古墳前期 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 16.7 鉛領域Ａ 香川 40
山口 下関市 稗田地蔵堂 箱式石棺墓 連弧紋銘帯鏡 Ⅲ式 14.9 山口 56
鳥取 鳥取市 青谷上寺地 溝 SD33-1 弥生末期 星雲紋鏡 6.9 ▲ 鳥取 29-1
兵庫 神戸市 森北町 包含層 弥生後期 重圏銘帯鏡 Ⅲ式 ▲ 兵庫 1
大阪 大阪市 瓜破北 包含層 弥生後期 銘帯鏡 Ⅲ式 ▲ 大阪 113
奈良 田原本町 清水風 包含層 弥生中期 日光鏡 Ⅲ式 6.7 破片 奈良 165-2
滋賀 栗東市 下鈎 溝３ 古墳前期 昭明鏡 Ⅲ式 8 破片 滋賀 37-3
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成

福岡

福岡市 飯森谷 B 方形周溝墓 古墳初頭 方格規矩鏡 Ⅱ式 破片 福岡 174
糸島市 井原鑓溝 甕棺墓？ 弥生後期 方格規矩鏡 1 Ⅱ式 13.9 破片 福岡 102

春日市

平原１号墓 割竹形木棺 弥生後期 雲気禽獣紋鏡 Ⅰ式 16.5 鉛領域 A 福岡 143

須玖唐梨 第９層 弥生後期 10.0 ▲２孔 福岡 303
須玖宮の下 15 号甕棺墓 弥生後期前半 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ A 式 破片 1993 年実見
小倉立石 甕棺墓？ 弥生 獣帯鏡 Ⅰ式 破片 鉛領域 A 福岡 241.286

中間市 八つ広 箱式石棺？ 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ式 10.4 鉛領域 A 福岡 418

北九州市
南方浦山古墳 箱式石棺 古墳前期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ B 式 9.6 鉛領域 A 福岡 518-1
長野小西田 旧河川 弥生～古墳初 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ A 式 10.0 ▲ 福岡 647-1

みやこ町 徳永川ノ上２号墳丘墓 １号棺 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅱ式 13.5 ▲ 鉛領域 A 福岡 660
大任町 柿原 箱式石棺墓 弥生後期 八禽鏡 B 式 8.8 福岡 650
みやま市 藤の尾垣添 １号溝 弥生～古墳初 昭明鏡？ 11.9 ▲１孔 鉛領域 A 福岡 483-1

佐賀

唐津市 天神ノ元 包含層 ？ 8.4 ▲ 佐賀 138-2

神埼市 志波屋
箱式石棺 弥生 昭明鏡 Ⅴ式 9.6 佐賀 57
甕棺墓？ 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ A 式 11.0 鉛領域 A 佐賀 55

城原三本谷北 箱式石棺 方格規矩鏡 Ⅱ式？ 10 ▲３孔 佐賀 63

吉野ヶ里町

二塚山
76 号甕棺墓 K Ⅳ式 昭明鏡 Ⅴ式 9.2 ★ 鉛領域 A 佐賀 28
29 号土坑墓 弥生 獣帯鏡 Ⅱ式 13.6 鉛領域 B 佐賀 29

石動四本松 32 号甕棺墓 弥生 昭明鏡 Ⅴ式 12.6 ★ 鉛領域 A 佐賀 197

三津永田
石蓋甕棺墓 K Ⅳ式 昭明鏡 Ⅴ式 9.0 佐賀 41
115 号甕棺墓 K Ⅳ式 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ B 式 9.2 ★ 佐賀 40

佐賀市
七ヶ瀬３区

SJ3153 甕棺墓 昭明鏡 Ⅴ式 9.5 ★
市速報展 2021

SC3062 石棺墓 獣帯鏡 Ⅰ式 12 ★
白石原 SJ30160 甕棺墓 弥生後期後半 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ式？ 10 ▲２孔 佐賀市報 70
修理田 SX2024 弥生後期後半 ？ 8.8 ▲ 佐賀 192

小城市 丁永６区 SJ06 甕棺墓 K Ⅳ式 昭明鏡 Ⅴ式 ★ 佐賀 106-3

武雄市
椛島山 箱式石棺 弥生 昭明鏡 Ⅴ式 10.4 鉛領域 A 佐賀 178
六ノ角（武雄小学校）？ ？ 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ式 6.4 ▲ 佐賀 167
みやこⅥ区 下層 弥生 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ式 12 鉛領域 A 佐賀 174

白石町 湯崎東 E3 区 包含層 弥生末～古墳 昭明鏡？ ▲ 佐賀 181

長崎

対馬市 エーガ崎 箱式石棺墓？ 弥生 昭明鏡 Ⅴ式 12.5 長崎 13

壱岐市

原の辻高元Ⅱ C 区 3b 層 弥生中期 昭明鏡 Ⅴ式 ▲
壱岐市報 14原の辻大川地区 採集 昭明鏡 Ⅴ式 9.7 ▲

原の辻大原 344 区 甕棺墓？ 弥生後期 昭明鏡 Ⅴ式 8.8 ▲
原の辻大川地区 採集 方格規矩鏡 Ⅱ式 10.4 長崎 40
原の辻石田大原 包含層 雲気禽獣紋鏡 11.8 長崎 76-6

大村市 立小路 第３層 昭明鏡？ ▲１孔 長崎県報 216

熊本

熊本市 新御堂Ⅳ b 区 63 号住居址 弥生後期 昭明鏡？ 城南町報 13
南阿蘇村 西一丁畑 包含層 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅱ式？ ▲ 熊本 43
嘉島町 二子塚 SB86 住居址 弥生後期 ？ 11.2 ▲ 熊本 63
山都町 北中島西原 1 号住居址 弥生末期 昭明鏡 Ⅴ式 9.2 ▲１孔 熊本 70-1

大分

宇佐市
川部１号方形周溝墓 中心主体２号石棺 弥生末期 八禽鏡 A 式 9.6 大分 89
大平 ２号石棺墓 弥生～古墳初 八禽鏡 9.4 ▲１孔 大分 21

杵築市 古城得 20 号住居址 弥生～古墳初 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ A 式 ▲

大分市
守岡Ⅱ区 1 号住居址 弥生末期 昭明鏡 Ⅴ式 9.5 ▲ 大分 36
地蔵原 住居址 弥生後期 昭明鏡 Ⅴ式 ▲ 大分 44

豊後大野市 松木 27 号住居址 弥生後期後半 方格規矩鏡？ Ⅱ式 11.4 ▲ 大分 61
犬飼町 高松 16 号住居址 昭明鏡 Ⅴ式 10.2 ▲１孔 大分 57

宮崎 宮崎市 下那珂 96 号住居址 弥生後期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ式 9.2 ▲ 宮崎 125-2

表５　日本出土の４期前半鏡（▲は破鏡、★は破砕鏡）
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成

愛媛

松山市
文京 10 次 包含層 弥生中後期 ？ ▲ 愛媛 38
北条大相院５区 自然流路 弥生～古墳初 ？ ▲ 愛媛 90-3

砥部町 水満田 包含層 弥生～古墳初 ？ 12.6 ▲ 愛媛 64
西予市 坪栗 自然流路 弥生後期 昭明鏡 Ⅴ式 9 ▲ 愛媛 87-1
今治市 唐子台 14 丘墓 土坑墓 弥生～古墳初 昭明鏡 Ⅴ式 12.5 摩滅 愛媛 24

高知
宿毛市 高岡山２号墳 礫槨 古墳前期 昭明鏡 Ⅴ式 9.4 ★ 高知 4
南国市 田村 E1 区 ST102 住居址 弥生後期前半 昭明鏡？ 8.4 ▲ 鉛領域 A 高知 8
香南市 北地 竪穴住居 ST1 弥生後期中葉 ？ 10.2 ▲ 高知 1-1

徳島 徳島市 庄・蔵本 包含層 弥生末期 昭明鏡 Ⅴ式 9.4 ▲１孔 徳島 56-1
山口 田布施町 国森古墳 箱形木棺 古墳前期 昭明鏡 Ⅴ式 9.1 摩滅 山口 13

広島
北広島町 中井出勝負峠 8 号墳 墳丘頂土坑墓 古墳前期 昭明鏡 Ⅴ式 9.7 ★ 鉛領域 A 広島 26
福山市 今岡 箱式石棺 古墳時代？ 方格規矩鏡？ Ⅱ式？ 11.1 ▲ 広島 64
府中市 備後国府跡砂山地区 401T 溝第５層 古墳時代 方格規矩鏡？ Ⅱ式 9 ▲ 広島 54

島根
大田市 庵寺 1-B 号墳 箱式石棺 古墳前期 八禽鏡 B 式 9.6 ★ 島根 32-1
松江市 苅捨古墳 中央粘土槨 古墳前期 雲気禽獣紋鏡 11 ▲ 島根 15-2

小屋谷３号墳 第１主体部 古墳前期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ B 式 9.4 ★ 鉛領域 A 島根 20

岡山
総社市 鋳物師谷１号墓 竪穴式石室 弥生末期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ B 式 9.5 ★ 鉛領域 A 岡山 25
赤磐市 用木２号墳 第 1 主体部 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅱ式 9.8 摩滅 岡山 66
津山市 外道山 採集 昭明鏡 Ⅴ式 13.6 ▲ 岡山 180

鳥取
鳥取市

青谷上寺地
KJA5 区①層 古墳～奈良 八禽鏡 A 式 ▲ 鳥取 29-2
溝２(SD11) 弥生後期後半 八禽鏡 9.6 ▲ 鳥取 29-3

乙亥正屋敷廻 2･3 区 流路Ⅰ b 層 近現代 八禽鏡 B 式 9.1 ▲１孔 県センター報 68
米子市 青木 H 地区 60 号住居址 弥生後期後半 八禽鏡 A 式 8.3 ▲ 鳥取 104

兵庫
豊岡市 鳥居 砂層 庄内並行期？ ？ 9.2 ▲２孔 鉛領域 A 兵庫 221-1･2
神戸市 天王山４号墳 割竹形木棺 古墳初期 八禽鏡 B 式 9.5 摩滅 兵庫 75
宝塚市 （伝）万籟山古墳 竪穴式石室 古墳前期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ A 式 14.1 兵庫 48

大阪 東大阪市 池島・福万寺 167 土坑 古墳前期 ？ 8.9 ▲１孔 大阪 247
和歌山 和歌山市 滝ヶ峯 貝層上部採集 弥生後期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ B 式 ▲ 和歌山 23

京都
八幡市 美濃山王塚古墳 粘土床 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅱ式 10.6 京都 167
福知山市 狸谷 17 号墳 割竹形木棺 古墳前期 雲気禽獣紋鏡？ 9.4 摩滅 京都 26

福井 福井市 花野谷１号墳 割竹形木棺 古墳前期 昭明鏡 Ⅴ式 10.1 ２孔 鉛領域 B 福井 49-2
石川 羽咋市 吉崎・次場 Ⅴ -8 号土坑 弥生 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ B 式 ▲鈕 石川 7
岐阜 岐阜市 鎌磨１号墳 粘土槨 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅰ式 8.5 岐阜 74

愛知
名古屋市 高蔵 SK44 弥生後期前半 雲気禽獣紋鏡 10.8 ▲ 鉛領域 A 愛知 5-1
清須市 朝日 99Ab 区 SK01 弥生後期後半 雲気禽獣紋鏡 7.4 ▲２孔 愛知 55-1
東海市 （伝）兜山古墳 ？ 古墳前期 雲気禽獣紋鏡 Ⅱ A 式 9.2 愛知 67

長野 長野市 川柳将軍塚古墳 竪穴式石室 古墳前期 昭明鏡 Ⅴ式 11.7 長野 20
山梨 甲府市 大丸山古墳 竪穴式石室 古墳前期 八禽鏡 B 式 9.5 山梨 8
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成

福岡

福岡市
宝満尾 ４号土坑墓 弥生後期 昭明鏡 Ⅵ式 10.6 鉛領域 A 福岡 199
飯氏３次Ⅱ区 ７号甕棺墓 K Ⅳ式 内行花紋鏡 四Ⅰ式 18.0 福岡 147
野多目前田第１区 第３溝 古代以前 内行花紋鏡 四Ⅰ式 18.1 ▲ 福岡 198

糸島市

井原鑓溝 甕棺墓

漢有 方格規矩鏡 2 Ⅲ式 14.0 福岡 85-101
方格規矩鏡 3 Ⅲ式 14.1 
方格規矩鏡 4 Ⅲ式 12.8 
方格規矩鏡 5 Ⅲ式 13.7 
太山 方格規矩鏡 6 Ⅲ式 14.2 
新有 方格規矩鏡 7 Ⅲ式 14.0 
方格規矩鏡 8 Ⅲ式 12.5 
方格規矩鏡 9 Ⅲ式 13.6 
漢有 方格規矩鏡 10 Ⅲ式 13.5 
方格規矩鏡 11 Ⅲ式 13.5 
桼言 方格規矩鏡 12 Ⅲ式 14.2 
方格規矩鏡 13 Ⅲ式 16.3 
方格規矩鏡 14 Ⅲ式 14.4 
漢?有 方格規矩鏡 15 Ⅲ式 16.5 
方格規矩鏡 16 Ⅲ式 13.9 
方格規矩鏡 17 Ⅲ式 12.8 
太山 方格規矩鏡 18 Ⅲ式 11.9 
方格規矩鏡 19 Ⅲ式 12.9 

井原ヤリミゾ D 群
１号木棺墓 弥生後期中頃 内行花紋鏡 四Ⅰ式 17 ★ 鉛領域 A 福岡 103-2
７号木棺墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 12 鉛領域 A 福岡 103-3

井原ヤリミゾ B 群 15 号木棺墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 15.7 ★
糸島市報 1

井原ヤリミゾ A 群 17 号木棺墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 15.0 ★

平原１号墓 割竹形木棺 弥生末期
内行花紋鏡 16 四Ⅰ式 18.8 ★ 鉛領域 AL 福岡 105
方格規矩鏡 40 Ⅲ式 11.7 ★ 鉛領域 AL 福岡 142

井田原開古墳 不明 古墳中期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 13.7 福岡 3

春日市
須玖岡本 B 地点 甕棺墓？ 弥生 方格規矩鏡 Ⅲ式 13.9 福岡 257
松添遺跡水田遺構 洪水砂 鎌倉以降 内行花紋鏡 四Ⅰ式 11.5 福岡 614-1

北九州市
高津尾 17 区 13 号土坑墓 弥生 方格規矩鏡 Ⅲ式 14.5 ▲ 鉛領域 A 福岡 576
小倉城下屋敷跡 砂丘上面 弥生 内行花紋鏡 四Ⅰ式 15.6 福岡 645

苅田町 石塚山古墳 竪穴式石室 古墳前期 獣帯鏡 福岡 529
行橋市 津留 溝５ 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅲ式？ ▲ 福岡 655
みやこ町 上所田 石蓋土坑墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅰ式 18.5 ▲ 福岡 589
嘉麻市 五穀神社 箱式石棺 弥生 桼言 方格規矩鏡 Ⅲ式 14.0 福岡 391

八女市
茶ノ木ノ本 ３号甕棺墓 K Ⅳｃ式 方格規矩鏡 Ⅲ式 11.0 ★ 鉛領域 A 福岡 675
亀の甲 95 号箱式石棺 弥生 方格規矩鏡 Ⅲ式 11.2 ▲ 福岡 477

佐賀

唐津市 桜馬場 甕棺墓 村徳永３式
方格規矩鏡 Ⅲ式 15.4 

佐賀 149-150
内行花紋鏡 四Ⅰ式 18.5 

伊万里市 午戻 SC005 箱式石棺墓 弥生後期後半 獣帯鏡 ▲ 佐賀 194

みやき町
原古賀三本谷 SK400 土坑 弥生末期 昭明鏡 Ⅵ式 10.8 ▲ 佐賀 19
坊所一本谷 箱式石棺墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅰ式 17.0 鉛領域 A 佐賀 21

表６　日本出土の４期後半鏡（▲は破鏡、★は破砕鏡）



23

都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成

佐賀

吉野ヶ里町

二塚山 26 号土坑墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅰ式 15.6 鉛領域 A 佐賀 32
瀬ノ尾 SH102 住居址 弥生後期後半 方格規矩鏡 Ⅲ式 12 ▲ 鉛領域 A 佐賀 37
南角（大曲） 土坑墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 14.6 佐賀 44
三津永田 104 号甕棺墓 K Ⅳｃ式 桼言 獣帯鏡 Ⅲ式 14.3 佐賀 39
三津永田北方 内行花紋鏡 四Ⅰ式 15.4 鉛領域 A 佐賀 43

佐賀市
尼寺一本松

SJ7026 甕棺墓 K Ⅳｃ式 方格規矩鏡 Ⅲ式 11.0 ★ 佐賀 100-2
SJ7007 甕棺墓 K Ⅳｃ式 内行花紋鏡 四Ⅰ式 11.0 ★ 佐賀 100-1

七ヶ瀬３区 SC3056 石棺墓 内行花紋鏡 四Ⅰ式 17 ★ 市速報展 2021
柴尾橋下流 SD004 溝底面 弥生～古墳初 内行花紋鏡 四Ⅰ式 14.5 ▲ 佐賀 76

長崎 佐世保市 門前 B-10-19 区 河川跡包含層 弥生後期 昭明鏡 Ⅵ式 10 長崎県報 190

大分

大分市
尼ヶ城 住居址 弥生 方格規矩鏡？ Ⅲ式 16.5 ▲２孔 大分 34
雄城台７次 １号住居址 弥生後期 方格規矩鏡？ Ⅲ式 8.9 ▲ 大分 37

臼杵市 原 ３号住居址 弥生後期後葉 方格規矩鏡 Ⅲ式？ ▲１孔 大分 55

日田市
小迫辻原 B 区 ４号住居址 弥生～古墳初 内行花紋鏡 四Ⅰ式 ▲１孔 大分 75
草場 箱式石棺 弥生 方格規矩鏡 Ⅲ式 12 ▲ 大分 74

犬飼町 高松 36 号住居址 弥生後期後半 方格規矩鏡？ Ⅲ式 17.2 ▲１孔 大分 58
豊後大野市 高添石五道原地区 No.56 ピット 弥生～古墳初 方格規矩鏡 Ⅲ式 9.7 ▲２孔 大分 61-3
竹田市 小園 ４号住居址 弥生～古墳初 方格規矩鏡 Ⅲ式 ▲３孔 大分 62

熊本 菊池市 小野崎 堀の内Ⅰ区 SK-24 土坑墓？ 弥生 獣帯鏡 Ⅲ式 8.9 熊本 116-1
香川 高松市 鶴尾神社４号墓 竪穴式石室 弥生末期 漢有 方格規矩鏡 Ⅲ式 18.2 ★紐綴孔 香川 48

岡山
岡山市

矢藤治山墓 竪穴式石室 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅲ式 16.4 ★ 岡山 226
浦間茶臼山古墳 竪穴式石室 古墳前期 獣帯鏡 破片 岡山 117

瀬戸内市 花光寺山古墳 長持形石棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 24.5 岡山 159

鳥取
倉吉市 高原 10 号住居址 弥生後期 方格規矩鏡？ Ⅲ式？ 14 ▲ 鳥取 132-1
鳥取市 里仁 36 号墳 木棺直葬？ 古墳前期 方格規矩鏡？ Ⅲ式？ ▲ 鳥取 131-3

兵庫
豊岡市 森尾古墳 第１竪穴式石室 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅲ式 13.6 摩滅 兵庫 193
小野市 敷地大塚古墳 粘土槨？ 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅲ式 15.3 摩滅 兵庫 101
西脇市 滝ノ上 20 号墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 15.1 摩滅 兵庫 107

大阪

高槻市 芥川 １号住居址 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅲ式 11 ▲ 大阪 38

茨木市
東奈良 SD1 弥生後期～古墳 方格規矩鏡 Ⅲ式？ ▲１孔 大阪 32-1
紫金山古墳 竪穴式石室 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅳ A 式 22.8 摩滅 鉛領域 A 大阪 30

大阪市 瓜破北 SX12 周溝 包含層 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅲ式？ ▲鈕 大阪 111
奈良 桜井市 （伝）ホケノ山古墳 石積木椁 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 23.2 奈良 121-1

京都
木津川市 椿井大塚山古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 27.8 摩滅 鉛領域 A 京都 185
八幡市 東車塚古墳 後円部粘土槨 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 22.3 鉛領域 B 京都 154
福知山市 寺ノ段２号墳 第５主体木棺 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅲ式 17.0 ▲ 京都 28

滋賀
長浜市 三川丸山古墳 木棺直葬 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅲ式 11.5 ★？ 滋賀 78
高月町 古保利小松古墳 盗掘坑 B 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅲ式 14 ★？ 滋賀 81-2

岐阜
岐阜市 瑞龍寺山 土坑墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 22.1 ★ 岐阜 77
美濃市 美濃観音寺山古墳 組合式木棺 弥生末期 方格規矩鏡 Ⅳ A 式 22.6 ★ 鉛領域 A 岐阜 110

静岡 磐田市 松林山古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅰ式 22.7 鉛領域 A 静岡 31
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福岡

福岡市

那珂遺跡群 69 次 SC041 竪穴住居址 弥生後期中頃 内行花紋鏡 四Ⅱ式 ▲ 鉛領域 A 福岡 610-1
西新町 12 次 41 号土坑 古墳前期 内行花紋鏡？ ？ 9.4 ▲ 福岡県報 154
羽根戸南 G-3 号墳 割竹形木棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式？ 16 ▲ 2 孔 鉛領域 B 福岡 606
蒲田水ヶ元 住居址柱坑 弥生～古墳 方格規矩鏡 Ⅴ C 式？ 10.5 ▲ 鉛領域 A 福岡 200
席田遺跡群大谷 包含層 弥生後期 内行花紋鏡？ ▲ 福岡市報 218
曰佐原 E 群 15 号石蓋土坑墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅳ式 13.5 福岡 196

糸島市

平原１号墓 割竹形木棺 弥生末期

超大型内行花紋鏡 10 46.5 ★ 鉛領域 AL

福岡 106-141

超大型内行花紋鏡 11 46.5 ★ 鉛領域 AL
超大型内行花紋鏡 12 46.5 ★ 鉛領域 AL
超大型内行花紋鏡 13 46.5 ★ 鉛領域 AL
超大型内行花紋鏡 14 46.5 ★ 鉛領域 AL
尚方佳方格規矩鏡 1 Ⅳ B 式 23.4 ★ 鉛領域 AL
尚方作方格規矩鏡 2 Ⅳ B 式 21 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 3 Ⅳ B 式 21.0 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 4 ★ 鉛領域 AH
□□作方格規矩鏡 5 Ⅴ A 式 18.4 ★ 鉛領域 AL
尚方作方格規矩鏡 6 Ⅴ A 式 18.5 ★ 鉛領域 AL
尚方作方格規矩鏡 7

Ⅴ B 式 16.1 
★ 鉛領域 AH

尚方作方格規矩鏡 8 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 9 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 18 Ⅴ A 式 16.1 ★ 鉛領域 AL
尚方佳方格規矩鏡 19 Ⅴ B 式 15.9 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 20 Ⅴ A 式 18.5 ★ 鉛領域 AL
尚方佳方格規矩鏡 21 Ⅳ B 式 20.7 ★ 鉛領域 AL
尚方作方格規矩鏡 22 Ⅴ A 式 18.7 ★ 鉛領域 AL
尚方作方格規矩鏡 23 Ⅳ B 式 19.1 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 24

Ⅴ A 式 18.8 
★ 鉛領域 AH

尚方作方格規矩鏡 25 ★ 鉛領域 AH
尚方作方格規矩鏡 26 ★ 鉛領域 AL
尚方佳方格規矩鏡 27 Ⅴ A 式 15.8 ★ 鉛領域 AL
尚方作方格規矩鏡 28 Ⅳ B 式 18.2 ★ 鉛領域 AL
尚方佳方格規矩鏡 29 Ⅴ A 式 16.5 ★ 鉛領域 AL
尚方佳方格規矩鏡 30 Ⅳ B 式 18.9 ★ 鉛領域 AL
陶氏作方格規矩鏡 31 Ⅴ A 式 18.6 ★ 鉛領域 AH
陶氏作方格規矩鏡 32

Ⅴ A 式 18.8 
★ 鉛領域 AH

陶氏作方格規矩鏡 33 ★ 鉛領域 AH
陶氏作方格規矩鏡 34

Ⅴ A 式 16.6 
★ 鉛領域 AH

陶氏作方格規矩鏡 35 ★ 鉛領域 AH
陶氏作方格規矩鏡 36 Ⅴ B 式 16.2 ★ 鉛領域 AH
陶氏作方格規矩鏡 37 Ⅴ B 式 16.4 ★ 鉛領域 AH
陶氏作方格規矩鏡 38

Ⅴ A 式 18.8 
★ 鉛領域 AL

陶氏作方格規矩鏡 39 ★ 鉛領域 AH

一貴山銚子塚古墳 竪穴式石室 古墳前期
方格規矩鏡 Ⅴ A 式 21.7 

福岡 5･6
内行花紋鏡 四Ⅱ式 21.7 

井原ヤリミゾ ６号木棺墓 弥生後期 方格規矩鏡 ⅤＡ式 18.6 ★ 鉛領域 A 福岡 103-1
三雲加賀石 包含層 弥生～古墳初 方格規矩鏡 ▲ 福岡 77
三雲イフ 4 号石棺墓 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅱ式？ 鉛領域 B 福岡 82
吉井水付第五地点 包含層 弥生後期 内行花紋鏡？ ▲ 福岡 598
御床松原 100 号住居址 古墳前期 内行花紋鏡 16.4 ▲ 鉛領域 B 福岡 4-1

表７　日本出土の５期鏡（▲は破鏡、★は破砕鏡）
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福岡

春日市
松添遺跡水田遺構 洪水砂 鎌倉以降 方格規矩鏡 ⅤＡ式？ 15.8 福岡 614-2
天神ノ木 竪穴住居 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅲ式？ 13.9 福岡 242-1

大野城市 御陵６号墳 第２主体部 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式？ 福岡 282
宗像市 稲元久保 14 号墳 割竹形木棺 古墳前期 内行花紋鏡 14.7 ▲１孔 福岡 635
北九州市 高島 １号箱式石棺墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅱ式 ▲ 福岡 587
嘉麻市 笹原 箱式石棺墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅳ式 12.5 福岡 392

宮若市
汐井掛 175 号土坑墓 弥生 内行花紋鏡 18.0 ▲ 福岡 412
山口（黄金塚） 内行花紋鏡 四Ⅳ式 15.4 福岡 406

田川市 伊加利 箱式石棺墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 18.5 福岡 550

香春町 宮原 ３号箱式石棺墓 弥生
内行花紋鏡 四Ⅳ式 19.5 

福岡 554･555
内行花紋鏡 四Ⅳ式 12.3 

福智町 宝珠 箱式石棺墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅱ式 15.6 福岡 597
豊前市 塔田琵琶田２次Ⅱ区 66 号住居址 古墳中期前半 内行花紋鏡 四Ⅲ式？ ▲１孔 福岡 667
上毛町 穴ヶ葉山 40 号石蓋土坑墓 古墳前期 内行花紋鏡 17.3 ▲１孔 福岡 670
行橋市 稲童石並 箱式石棺墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 ▲ 鉛領域 B 福岡 562

朝倉市
山田後山 箱式石棺墓 弥生 内行花紋鏡 四Ⅱ式？ 14.9 ▲１孔 福岡 433.435
平塚川添 住居址覆土 弥生～古墳初 内行花紋鏡 四 ▲ 福岡 622

筑前町 下町 15 号土坑墓 弥生後期 内行花紋鏡 円Ⅱ式 10.1 ★ 福岡 621

小郡市 三沢栗原遺跡
30 号住居址 弥生後期前半 内行花紋鏡 ▲ 福岡 509
43 号住居址 古墳前期 内行花紋鏡 ▲２孔 鉛領域 A 福岡 508

久留米市 日渡遺跡５次 包含層 内行花紋鏡 四Ⅳ式 12.3 福岡 674-1

佐賀

唐津市

桜馬場 甕棺墓 村徳永３式 方格規矩鏡 Ⅳ B 式 23.2 佐賀 148
中原ST13414墳丘墓 中心主体部 惣座０式 内行花紋鏡 四Ⅲ式 20.7 ★ 佐賀 187-4

中原ST13415墳丘墓
中心主体部

惣座１式
内行花紋鏡 1 四Ⅳ式 17.5 ★ 佐賀 187-5
内行花紋鏡 2 四Ⅳ式 19.0 ★ 佐賀 187-6

周溝内埋葬 方格規矩鏡 Ⅴ C 式 18.1 ★ 佐賀 187-7
中原 9-2 区 O-27 区画包含層 方格規矩鏡 Ⅴ式 12.2 ▲ 佐賀 187-1
半田大園 C 区 包含層 方格規矩鏡 Ⅴ式 11.8 ▲ 佐賀 138-1
神田堤 包含層 内行花紋鏡 17.9 ▲ 佐賀 151
千々賀 包含層 内行花紋鏡 17.2 ▲ 佐賀 157-1

鳥栖市
藤木 SC201 石蓋土坑墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 13.2 ★ 佐賀 199
長ノ原 ３号住居址 弥生後期後半 方格規矩鏡 Ⅴ式？ 14.6 ▲ 佐賀 4

上峰町 五本谷 75 号土坑墓 弥生 方格規矩鏡 Ⅴ式？ 11.8 ▲ 佐賀 26
神埼市 城原北外 採集 内行花紋鏡 20 ▲ 佐賀 64

吉野ヶ里町
吉野ヶ里

SD0925 外環濠 弥生後期 内行花紋鏡 22.2 ▲ 佐賀 51
SH0544 住居址 弥生後期 内行花紋鏡 16.6 ▲ 佐賀 54

横田（松原） 甕棺墓？ 弥生 尚方作方格規矩鏡 Ⅴ A 式 17.5 佐賀 36
松葉（在川） 箱式石棺墓 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅴ A 式 14.7 佐賀 33

佐賀市
池ノ上 方格規矩鏡 Ⅴ A 式？ 17.4 佐賀 92
七ヶ瀬３区 SP3214 木棺墓 弥生後期 尚方作方格規矩鏡 Ⅴ B 式 14 ★ 市速報展 2021

小城市 寄居 ST01 古墳 第 1 主体部 古墳初期 尚方作方格規矩鏡 Ⅴ A 式 17.7 ★ 佐賀 117

武雄市
椛島山 箱式石棺 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅴ B 式 13.1 鉛領域 B 佐賀 179
みやこ SP305 箱式石棺墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 ▲ 佐賀 173

伊万里市 午戻 SC010 箱式石棺墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 19.7 ★ 佐賀 195

長崎 壱岐市

原の辻原ノ久保 A ９号土坑 弥生中後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 20 長崎 76
原の辻 604 番地 採集 内行花紋鏡 四Ⅲ式 長崎 76-1
原の辻石田大原 1b 整地層 内行花紋鏡 四Ⅲ式 18.5 原の辻所報 36
車出 土器溜り 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅴ式 10.7 長崎 73
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長崎

東彼杵町 白井川 F3 区 包含層 弥生中後期 方格規矩鏡 Ⅴ式 15 長崎 67
松浦市 栢ノ木 ２号箱式石棺墓 内行花紋鏡 10.4 長崎 55
平戸市 田助古墳 箱式石棺 内行花紋鏡 長崎 57
大村市 冷泉 ３号箱式石棺墓 内行花紋鏡 8.2 長崎 66-4

熊本

山鹿市 大道小学校 採集 方格規矩鏡 Ⅴ A 式 17.0 ▲１孔 熊本 17
玉名市 大原２区 S ２住居址 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅰ/Ⅱ式 ▲ 熊本 6-2

菊池市

古閑原 採集 内行花紋鏡 14.6 ▲２孔 熊本 25
小野崎 年賀塚Ⅰ区 溝 SD-08 下層 弥生 方格規矩鏡 ▲ 熊本 116-3
小野崎 年賀塚Ⅲ区 竪穴住居 SH-27 弥生 方格規矩鏡 ▲ 熊本 116-12
小野崎 年賀塚Ⅲ区 竪穴住居 SH-10 弥生 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 ▲ 熊本 116-4

熊本市
二本木６区 竪穴建物 SI16 弥生後期 方格規矩鏡 ▲ 熊本 51-2
戸坂 採集 内行花紋鏡 四Ⅰ式？ 15 ▲ 熊本 49

宇土市
向野田古墳 竪穴式石室＋石棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 17.0 熊本 77
轟貝塚 採集 内行花紋鏡？ 11 熊本 71

水俣市 北園上野古墳群6区 遺構外 内行花紋鏡？ 24 鉛領域A-B 熊本県報 340
山都町 枯木原 採集 方格規矩鏡？ Ⅴ式？ 14.5 熊本 70
あさぎり町 本目 SK12 墳丘墓 木棺 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅴ式？ ▲１孔 熊本 101-1

鹿児島
鹿児島市 不動寺 H23-4SR10 弥生・古墳 方格規矩鏡 Ⅳ B 式？ 13.5 ▲ 鉛領域 A 鹿児島 2-1
薩摩川内市 麦之浦貝塚 11-J 区 包含層 古墳前中期 方格規矩鏡 Ⅳ B 式？ ▲ 鹿児島 5

大分

宇佐市
宮ノ原

採集 方格規矩鏡？ 13.2 ▲ 大分 23
12 号竪穴 弥生後期？ 方格規矩鏡？ 10.4 ▲ 大分 24

上原 竪穴住居址 弥生 内行花紋鏡 16 ▲ 大分 18
本丸 石蓋土坑墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式？ 20 ▲２孔 鉛領域 B 大分 17

豊後高田市 割掛
２号石蓋土坑墓 弥生～古墳初 内行花紋鏡 19 ▲２孔 大分 86
４号箱式石棺墓 弥生～古墳初 方格規矩鏡？ 17.5 ▲ 大分 87

大分市
尼ヶ城 住居址 方格規矩鏡？ 16.5 ▲２孔 大分 34
大道第４次 遺構外 方格規矩鏡？ ▲１孔 大分 96-1

九重町 井尻日焼田 SH16 住居址 古墳前期 内行花紋鏡 16 ▲ 大分 93-3
玖珠町 おごもりⅡ区 土坑墓 内行花紋鏡 ▲ 大分 72

豊後大野市
穴井南 １号住居址 弥生後期 内行花紋鏡 11.4 ▲１孔 大分 61-1
鹿道原 168 号住居址 弥生後期後半 内行花紋鏡？ 12.6 ▲ 大分 97
二本木 34 号住居址 弥生後期後半 内行花紋鏡 ▲１孔 大分 61

愛媛 今治市 相の谷９号墳 箱式石棺 古墳前期 方格規矩鏡？ 17 ▲１孔 愛媛 13

高知

春野町
西分増井Ⅰ A 区 包含層 弥生後期 内行花紋鏡 ▲１孔 鉛領域 A 高知 7-2
馬場末Ⅱ B 区 溝 SD1 古代 内行花紋鏡 ▲１孔 鉛領域 B 高知 7-4

高知市 介良 溝 SD1 弥生末期 内行花紋鏡 ▲ 高知 9

南国市
田村 Loc.34B SP1 水溜状遺構 弥生後期中葉 方格規矩鏡 Ⅴ式 15.3 ▲ 高知 6
田村 Loc.45 ST1 住居址 弥生後期後葉 方格規矩鏡 Ⅴ式 16.5 ▲ 高知 8

香川

観音寺市
一の谷 平塚地区 包含層 弥生～古墳初 内行花紋鏡？ 16.1 ▲４孔 香川 89
鹿隈古墳群 ？ 古墳前期 方格規矩鏡？ 13 ▲２孔 香川 90
鹿隈鑵子塚古墳 ？ 古墳前期 方格規矩鏡？ 破片 香川 92

坂出市 川津中塚 竪穴住居 SH Ⅱ 02 弥生後期？ 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 香川 59-1

善通寺市

旧練兵場22次L区 遺構面 内行花紋鏡

香川 80
旧練兵場23次S区 竪穴住居 SH1058 弥生末期 内行花紋鏡
旧練兵場25次Ⅱ-4区 竪穴住居 SH4003 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅱ/Ⅲ式 ▲１孔
旧練兵場 26 次 溝 SD3151b 古代 方格規矩鏡？ Ⅴ式？
旧練兵場 28 次 溝 SD10 古代 内行花紋鏡

稲木 C 地区 第４層遺構面 古墳前期
方格規矩鏡 Ⅴ式？ 18.6 香川 82
内行花紋鏡 四Ⅱ/Ⅲ式 香川 83

甲山北 採集 方格規矩鏡？ 香川 83-1
東かがわ市 樋端 SP Ⅲ 06 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅲ式？ 16.4 ▲１孔 鉛領域 B 香川 28-1
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都府県 市町村 遺跡名 遺構 時期 鏡種 型式 径 状態 備考 下垣集成
徳島 鳴門市 萩原２号墓 積石木椁 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 ▲ 徳島 47-1

山口

山口市 下東 河川 弥生後期 内行花紋鏡 13.3 ▲ 山口 68-1
岩国市 奥ヶ原Ⅰ地区 SB-1 住居址 弥生後期 内行花紋鏡 11.4 ▲ 山口 8
周南市 八代北方 ？ 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 14.8 山口 14
下関市 柳瀬 土坑 LX007 弥生後期後半 内行花紋鏡 四Ⅱ式？ ▲ 山口 71

広島

安芸太田町 釜鋳谷 箱式石棺墓？ 弥生～古墳初 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 18.7 ▲ 広島 2

北広島町
壬生西谷 SK33 土坑墓 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅱ式 16.3 鉛領域A-B 広島 25
中井出勝負峠8号墳 墳丘裾土坑墓 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式？ 19.2 ▲１孔 鉛領域 B 広島 27

広島市
池の内 包含層 弥生～古墳 内行花紋鏡 四 ▲ 広島 6
月見城 ST2 古墳 ａ主体木棺 古墳中期 内行花紋鏡 四Ⅱ式？ 16.2 ▲ 鉛領域 A 広島 3
神宮山１号墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 19.7 ▲２孔 広島 9

安芸高田市 青迫 2B 区 包含層 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅴ式？ 17.7 ▲ 広島 106
福山市 神辺御領 E 地点 SD09 最上層 古墳初期 獣帯鏡 Ⅳ式？ ▲２孔 広島 76

島根
雲南市 土井・砂１号墳 第 2 刳抜式木棺 古墳前期 内行花紋鏡 17.7 ▲ 島根 26-1
出雲市 白枝荒神 遺構外 弥生～古墳初 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 ▲ 出雲市報 38

岡山

総社市 刑部 竪穴住居 37 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式？ ▲ 鉛領域 B 岡山県報 249

岡山市

津寺A(郷境)４号墳 組合式木棺 古墳初期 内行花紋鏡 14.4 ▲２孔 岡山 45
七つ𡉕１号墳 第 1 竪穴式石室 古墳前期 方格規矩鏡 Ⅴ式？ 岡山 87
湯迫車塚古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 19.4 鉛領域 B 岡山 96
頭高山古墳 箱式石棺 古墳前期 内行花紋鏡 ▲ 岡山 109

鏡野町 竹田妙見山古墳 割竹形木棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式？ 19 ▲２孔 岡山 194

鳥取

大山町
妻木晩田松尾頭地区 竪穴住居 SI45 弥生後期後葉 内行花紋鏡 10 ▲ 鳥取 126-2
妻木晩田松尾城地区 竪穴住居 SI11 弥生後期後葉 内行花紋鏡 ▲ 鳥取 126-3

鳥取市

青谷上寺地国道２区 包含層 弥生～古墳初 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 ▲ 鳥取 29-5
横枕 23 号墳 墳裾表土中 古墳前期 内行花紋鏡？ 11 鳥取 131-5
秋里西皆竹地区 溝 SD09 弥生後期 内行花紋鏡 17 ▲ 鳥取 10
秋里松下地区 第 3 包含層 弥生後期後半 方格規矩鏡 Ⅴ式？ 16.5 ▲ 県センター報65
面影山 74 号墳 第 1 主体 木棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 16.0 ★ 鳥取 8
桂見２号墳 第 1 主体 木棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 20.2 ★ 鳥取 6

兵庫

佐用町 西ノ土居 竪穴式石室 弥生後期？ 内行花紋鏡 四Ⅱ式？ 18.8 ▲ 兵庫 166-1
上郡町 井の端７号墳 箱式石棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅱ式？ 13.7 ▲ 兵庫 257
朝来市 向山２号墳 中心主体箱式石棺 古墳前期 内行花紋鏡 円Ⅰ式 10.2 ★ 兵庫 235
豊岡市 深谷１号墳 箱式石棺 古墳前期 内行花紋鏡 ？ ▲鈕座 兵庫 203

たつの市
岩見北山１号墓 竪穴式石室 弥生後期後半 内行花紋鏡 四Ⅳ式 19.4 兵庫 133
吉島古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 19.4 兵庫 156

姫路市 手柄山北丘西丘陵 ？ 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 ▲１孔 兵庫 127

加古川市
西条 52 号墓 竪穴式石室 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 18.4 ★ 兵庫 77
長慶寺山１号墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 20.9 兵庫 84

小野市 敷地大塚古墳 粘土槨？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式？ 16.0 兵庫 106
播磨町 大中 ７号住居址 弥生後期後半 内行花紋鏡 四Ⅲ式 ▲２孔 兵庫 76

神戸市

吉田南 ５号住居址 庄内式 内行花紋鏡 四Ⅱ式 ▲１孔 兵庫 70
得能山古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 15.5 兵庫 35
会下山二本松古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡？ 15.5 兵庫 33
西求女塚古墳 竪穴式石室 古墳前期 獣帯鏡 Ⅳ式？ 破片 兵庫 18

芦屋市 阿保親王塚古墳 ？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 16.4 兵庫 43
尼崎市 池田山古墳 竪穴式石室？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 18.1 兵庫 40

和歌山
和歌山市

太田黒田 採集 弥生後期？ 内行花紋鏡 円Ⅰ式 10.0 1991 年実見
岩橋千塚古墳群 ？ ？ 内行花紋鏡？ ▲２孔 和歌山 33

有田市 円満寺古墳 ？ ？
内行花紋鏡 四Ⅲ式 19.2 和歌山 38
内行花紋鏡 四Ⅳ式 17.3 和歌山 37
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大阪
大阪市 瓜破北 SX12 周溝 包含層 弥生後期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 ▲２孔 大阪 112
茨木市 桑原 B8 号墳 周溝の底 弥生時代？ 内行花紋鏡？ ▲１孔 桑原遺跡 2008

奈良

奈良市 古市方形墳 粘土槨 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 19.1 奈良 40

大和郡山市 小泉大塚古墳 竪穴式石室 古墳前期
内行花紋鏡 四Ⅳ式 19.8 奈良 80
内行花紋鏡 四Ⅳ式 15.5 奈良 81
内行花紋鏡 四Ⅳ式？ 13 奈良 394・395

生駒市 竹林寺古墳 竪穴式石室？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅱ式 ？ 奈良 62

天理市 大和天神山古墳 竪穴式石室 古墳前期

方格規矩鏡 1 Ⅳ B 式 23.4 鉛領域 AL 奈良 86
尚方作方格規矩鏡 8 Ⅳ B 式 20.3 鉛領域 B 奈良 93
尚方作方格規矩鏡 9 Ⅳ B 式 20.8 鉛領域 B 奈良 94
尚方作方格規矩鏡 16 Ⅴ A 式 15.9 鉛領域 AL 奈良 101
方格規矩鏡 19 Ⅴ A 式？ 16.0 鉛領域 AL 奈良 104
方格規矩鏡 21 Ⅴ式 14.0 鉛領域 B 奈良 106
内行花紋鏡 3 四Ⅳ式 19.7 鉛領域 B 奈良 88
内行花紋鏡 4 四Ⅳ式 20.4 鉛領域 B 奈良 89
内行花紋鏡 17 四Ⅲ/Ⅳ式 15.4 鉛領域 B 奈良 102
内行花紋鏡 20 四Ⅲ式 23.8 鉛領域 B 奈良 105

桜井市

ホケノ山古墳 石積木椁 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅱ式 26.3 奈良 121-4

メスリ山古墳 竪穴式石室 古墳前期
内行花紋鏡 四Ⅲ / Ⅳ式 破片 奈良 153
内行花紋鏡 四？式 破片 奈良 154

桜井茶臼山古墳 竪穴式石室 古墳前期
内行花紋鏡 28-36 四？式 破片 奈良 146
方格規矩鏡 ⅤＡ式？ 破片 奈良 146
方格規矩鏡 37 Ⅴ式？ 破片 奈良 146

池ノ内１号墳 割竹形木棺 古墳前期 内行花紋鏡 円Ⅰ式 11.7 奈良 147

京都

木津川市 椿井大塚山古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 破片 京都 220

城陽市
尼塚４号墳 不明 古墳 内行花紋鏡 四Ⅲ式 17.0 京都 240
西山６号墳 不明 古墳 内行花紋鏡 四Ⅳ式 18.0 京都 230

福知山市 寺ノ段２号墳 第４主体木棺 古墳前期 内行花紋鏡 17.0 ▲ 京都 29
与謝野町 蛭子山１号墳 舟形石棺 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 15.1 摩滅 京都 14

滋賀
大津市 上高砂 包含層 方格規矩鏡 Ⅴ式？ ▲ 滋賀 3
栗東市 十里 旧河道 ( 大溝 101) 弥生末期 内行花紋鏡？ 19 ▲２孔 滋賀 37-1
高月町 古保利小松古墳 盗掘坑 B 弥生末期 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 21.1 ★？ 滋賀 81-1

三重
伊賀市 石山古墳 東棺粘土槨 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 10.2 三重 164
松阪市 清生茶臼山古墳 粘土槨 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 20.3 三重 63

岐阜

関市 砂行 SBE01 住居址 弥生後期 方格規矩鏡 Ⅴ A 式？ ▲１孔 岐阜 162

大野町
笹山古墳 ？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅱ式 17.6 岐阜 55
北山古墳 ？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅳ式 12.8 岐阜 56

美濃加茂市 太田大塚古墳 粘土槨 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 16.3 岐阜 112

愛知
新城市 石座神社 竪穴住居 3002SI 古墳前期前半 方格規矩鏡 Ⅴ A 式？ ▲２孔 鉛領域 A 愛知 87-1
豊田市 宇津木古墳 ？ 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 15.9 愛知 82

山梨
甲府市 中道銚子塚古墳 竪穴式石室 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ式 19.8 鉛領域 B 山梨 11
南アルプス市 長田口 ５号溝状遺構 近世 内行花紋鏡？ 11.4 ▲２孔 鉛領域 B 山梨 49-1

石川
押水町 宿東山１号墳 箱形木棺 古墳前期 尚方作 方格規矩鏡 Ⅴ A 式 18.0 石川 8
加賀市 分校カン山古墳 箱形木棺 古墳前期 尚方作 方格規矩鏡 Ⅴ B 式 16.4 石川 26

神奈川 横浜市 日吉観音松古墳 粘土槨 古墳前期 内行花紋鏡 四Ⅲ/Ⅳ式 19.5 神奈川 5
千葉 成田市 下方丸塚古墳 ？ 古墳前期 内行花紋鏡 円Ⅰ式 12.6 千葉 58
群馬 太田市 頼母子古墳 粘土槨？ 古墳前期 尚方佳 方格規矩鏡 Ⅴ A 式？ 17.8 群馬 174
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号
・
須
玖
岡
本
Ｄ
・
立
岩
一
〇
号
甕
棺
墓
に
お
い
て
３
期
後
半
鏡
が
と
も
な
い
、
中

広
形
銅
矛
は
お
よ
そ
４
期
前
半
に
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
北
部
九
州
に
お
け
る
伊
都
・
奴
二
頭
体
制
の
成
立
と
展
開

糸
島
平
野
の
三
雲
南
小
路
一
号
・
二
号
甕
棺
墓
と
福
岡
平
野
の
須
玖
岡
本
Ｄ
地

点
甕
棺
墓
に
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
面
ほ
ど
の
漢
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
に
論
じ
た

よ
う
に
、
い
ず
れ
も
３
期
後
半
（
前
一
世
紀
中
葉
）
鏡
が
大
半
を
占
め
、
朝
鮮
半
島
か

ら
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
２
期
の
大
型
鏡
や
３
期
の
中
型
鏡
、
ガ
ラ
ス
璧
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
交
易
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
前
漢
王

朝
を
中
興
し
た
宣
帝
が
み
ず
か
ら
の
徳
を
宣
揚
す
る
た
め
、「
歳
時
を
も
っ
て
来
た

り
献
見
す
と
云
う
」（『
漢
書
』
地
理
志
下
）
倭
人
に
対
し
て
政
治
的
に
賞
賜
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
数
は
一
〇
〇
面
を
下
ら
な
か
っ
た
と
推
算
さ
れ
る
。

大
量
の
漢
鏡
を
棚
ぼ
た
の
よ
う
に
受
領
し
た
三
雲
と
須
玖
の
首
長
は
、
ま
ず
大

型
鏡
・
中
型
鏡
・
ガ
ラ
ス
璧
を
ほ
ぼ
均
等
に
山
分
け
し
た
。
そ
の
質
と
量
は
両
者
ほ

ぼ
互
角
で
あ
り
、死
後
み
ず
か
ら
の
甕
棺
墓
に
そ
れ
ぞ
れ
随
葬
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、

中
型
鏡
や
小
型
鏡
は
北
部
九
州
甕
棺
地
帯
の
小
首
長
た
ち
に
分
配
さ
れ
、
遠
賀
川
流

域
の
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
で
は
３
期
鏡
が
一
〇
号
甕
棺
墓
に
六
面
、
二
八
号
・
三
四

号
・
三
五
号
・
三
九
号
甕
棺
墓
に
一
面
ず
つ
あ
り
、
計
一
〇
面
が
出
土
し
た
。
三
雲

と
須
玖
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
一
基
の
甕
棺

墓
に
一
面
ず
つ
で
あ
り
、
径
一
〇
セ
ン
チ
前
後
の
小
型
鏡
が
多
い
。
そ
う
し
た
小
型

鏡
は
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
も
十
数
面
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
宣
帝
か
ら
の
賞
賜
で
は

な
く
、
楽
浪
郡
の
市
場
に
流
通
し
て
い
た
鏡
を
購
入
し
た
可
能
性
が
高
い
。

つ
づ
く
４
期
前
半
に
な
る
と
、
複
数
の
漢
鏡
を
副
葬
す
る
墓
は
な
く
な
り
、
ほ

と
ん
ど
は
径
一
〇
セ
ン
チ
前
後
の
小
型
鏡
と
な
る
。
３
期
後
半
の
よ
う
な
漢
鏡
の
特

別
な
賞
賜
は
な
く
、
多
く
は
楽
浪
漢
墓
出
土
鏡
と
同
じ
タ
イ
プ
で
あ
る
か
ら
、
楽
浪

郡
の
市
場
に
流
通
し
て
い
た
漢
鏡
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
漢
鏡
出
土
総

数
を
み
る
と
、
２
～
３
期
は
一
〇
〇
面
あ
ま
り
、
４
期
前
半
は
八
八
面
、
４
期
後
半

は
八
五
面
と
微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
漢
鏡
の
流
入
が
停
滞
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
宣
帝
か
ら
特
別
に
賞
賜
さ
れ
た
数
を
差
し
引
く
な
ら
ば
、
む
し

ろ
４
期
に
経
済
的
な
交
易
が
い
っ
そ
う
活
発
化
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
期
前
半
鏡
は
糸
島
平
野
と
福
岡
平
野
で
の
出
土
は
少
な
い
が
、
佐
賀
平
野
で

は
む
し
ろ
数
が
増
え
て
い
る
。
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
東
北
三
キ
ロ
に
位
置
す
る
二
塚
山

遺
跡
で
は
、
３
期
後
半
鏡
が
一
五
号
甕
棺
墓
、
４
期
前
半
鏡
が
七
六
号
甕
棺
墓
と

二
九
号
土
坑
墓
、
４
期
後
半
鏡
が
二
六
号
土
坑
墓
か
ら
出
土
し
、
同
一
墓
地
に
お
い

て
漢
鏡
が
継
続
的
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
吉
野
ヶ
里
の
北
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
三
津

永
田
遺
跡
で
は
、
４
期
前
半
鏡
が
石
蓋
甕
棺
墓
と
一
一
五
号
甕
棺
墓
、
４
期
後
半
鏡

が
一
〇
四
号
甕
棺
墓
か
ら
出
土
し
、
佐
賀
市
七
ヶ
瀬
遺
跡
で
は
４
期
前
半
の
昭
明

鏡
が
Ｓ
Ｊ
三
一
五
三
甕
棺
墓
、
獣
帯
鏡
が
Ｓ
Ｃ
三
〇
六
二
石
棺
墓
、
４
期
後
半
の
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内
行
花
紋
鏡
が
Ｓ
Ｃ
三
二
五
六
石
棺
墓
、
５
期
前
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
Ｓ
Ｐ

三
二
一
四
木
棺
墓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
面
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。

４
期
前
半
鏡
は
ま
た
、
甕
棺
地
帯
を
こ
え
て
肥
後
・
豊
前
・
豊
後
か
ら
中
四
国
・

近
畿
・
中
部
地
方
に
ま
で
拡
散
し
て
い
る
（
図
６
）。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
漢
鏡
を
副

葬
す
る
風
習
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
古
墳
出
現
期
ま
で
伝
世
し
た
。
前
節
に
み
た
よ

う
に
、
鉛
同
位
体
比
が
領
域
Ａ
に
属
す
確
実
な
伝
世
鏡
の
例
と
し
て
、
佐
賀
県
武
雄

市
椛
島
山
箱
式
石
棺
墓
と
広
島
県
北
広
島
町
中
井
出
勝
負
峠
八
号
墳
の
昭
明
鏡
、
福

岡
県
北
九
州
市
南
方
浦
山
古
墳
・
島
根
県
松
江
市
小
屋
谷
三
号
墳
・
岡
山
県
総
社
市

鋳
物
師
谷
一
号
墓
の
雲
気
禽
獣
紋
鏡
が
あ
り
、
後
漢
時
代
の
踏
み
返
し
鏡
と
み
る
説

〔
南
二
〇
一
〇
〕
は
あ
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
も
在
地
的
な
小
規
模
墳
か
ら
の
出
土
で
あ

り
、
紋
様
は
い
ち
じ
る
し
く
摩
滅
し
て
い
る
。
中
井
出
勝
負
峠
・
小
屋
谷
・
鋳
物
師

谷
鏡
は
意
図
的
に
破
砕
し
て
副
葬
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。

４
期
前
半
の
破
鏡
も
ま
た
北
部
九
州
の
甕
棺
地
帯
を
こ
え
て
肥
後
・
豊
前
・
豊

後
か
ら
東
方
に
分
布
が
拡
大
し
、
多
く
が
古
墳
出
現
期
に
集
落
内
に
廃
棄
さ
れ
た
り

墓
に
副
葬
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
鳥
取
市
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
は
３
期
後
半
の
破
鏡

が
出
土
し
、
三
雲
南
小
路
二
号
甕
棺
墓
や
筑
前
町
東
小
田
峯
一
〇
号
甕
棺
墓
で
は
ガ

ラ
ス
璧
の
破
片
を
再
加
工
し
た
有
孔
円
盤
や
垂
飾
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北

部
九
州
に
お
い
て
鏡
を
意
図
的
に
分
割
し
、
破
鏡
と
し
て
分
配
す
る
こ
と
が
３
期
後

半
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
４
期
前
半
に
下
る
が
、
須
玖
岡
本
の
北
に

あ
る
須
玖
唐
梨
遺
跡
で
は
分
割
し
て
二
孔
を
あ
け
た
破
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
福
岡

平
野
の
中
枢
部
で
鏡
の
分
割
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

同
じ
こ
ろ
北
部
九
州
で
鋳
造
さ
れ
た
銅
矛
も
東
方
に
分
布
を
拡
大
し
て
い
る
。

出
雲
市
荒
神
谷
遺
跡
で
は
出
雲
で
生
産
さ
れ
た
三
五
八
本
の
中
細
形
銅
剣
ｃ
類
の
ほ

か
、
銅
矛
一
六
本
と
銅
鐸
六
個
が
近
接
し
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
。
銅
矛
は
中
細
形
二

本
と
中
広
形
一
四
本
で
、
そ
の
鉛
同
位
体
比
は
ラ
イ
ン
Ｄ
四
本
、
領
域
Ａ
一
〇
本
、

両
種
の
混
合
二
本
で
あ
る
〔
松
本
・
足
立
編
一
九
九
六
〕。
北
部
九
州
に
お
い
て
ラ
イ
ン

Ｄ
原
料
は
中
広
形
銅
矛
の
段
階
ま
で
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
中
細
形
銅

剣
の
原
料
と
中
細
形
・
中
広
形
銅
矛
と
は
北
部
九
州
と
の
交
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
、
山
陰
の
沿
海
岸
地
帯
に
点
在
す
る
完
形
鏡
や
破
鏡
も
同
じ
ル
ー
ト
で
交
易
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
こ
ろ
瀬
戸
内
で
は
平
形
銅
剣
が
出
現
す
る
。
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
す

る
平
形
銅
剣
二
一
本
の
鉛
同
位
体
比
は
、
ラ
イ
ン
Ｄ
が
二
本
、
ラ
イ
ン
Ｄ
と
領
域
Ａ

の
混
合
が
一
本
、
の
こ
り
は
領
域
Ａ
に
位
置
し
〔
井
上
ほ
か
二
〇
〇
二
〕、
荒
神
谷
の

中
細
形
・
中
広
形
銅
矛
と
同
じ
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。
そ
の
原
料
は
荒
神
谷
と
同
じ

こ
ろ
に
北
部
九
州
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高
松
市
円
山
山
頂
か

ら
中
細
形
銅
矛
一
本
、
同
石
清
尾
山
北
麓
の
下
ノ
山
か
ら
中
広
形
銅
矛
二
本
が
出
土

し
、善
通
寺
市
瓦
谷
か
ら
は
中
細
形
銅
矛
一
本
に
と
も
な
っ
て
中
細
形
銅
剣
四
本
（
ｂ

類
一
・
ｃ
類
三
）・
中
広
形
銅
剣
一
本
・
平
形
銅
剣
二
本
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

も
荒
神
谷
と
同
じ
３
期
後
半
か
ら
４
期
前
半
に
か
け
て
の
制
作
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
石
清
尾
山
猫
塚
古
墳
か
ら
３
期
後
半
の
連
弧
紋
銘
帯
鏡
（
清

白
鏡
、
径
一
六・
七
セ
ン
チ
）
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
古
墳
出
土
の
３

期
鏡
と
し
て
は
唯
一
の
例
だ
が
、
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
に
属
し
、
こ
れ
ら
武
器

形
青
銅
器
と
同
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
猫
塚
古
墳
は
全
長
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

足
ら
ず
の
双
方
中
円
墳
で
、
６
期
・
７
期
鏡
や
「
仿
製
」
三
角
縁
神
獣
鏡
の
ほ
か
、

鉄
剣
形
銅
剣
が
二
〇
本
ほ
ど
（
現
存
一
七
本
）
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
〔
梅
原

一
九
三
三
〕。
鉄
剣
形
銅
剣
は
平
形
銅
剣
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
は
な
く
、
制
作
年
代

も
古
墳
出
現
期
に
下
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
と
ま
り
か
ら
み
て
高
松
平
野
で
の

鋳
造
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
猫
塚
の
下
方
に
あ
る
鶴
尾
神
社
四
号
墳
か
ら
は
伝
世

鏡
論
の
端
緒
に
な
っ
た
４
期
後
半
の
「
漢
有
善
銅
」
銘
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
出
土
し
、

継
続
的
な
前
漢
鏡
の
流
入
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
善
通
寺
市
旧
練
兵
場
遺
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跡
か
ら
出
土
し
た
弥
生
後
期
の
銅
鏃
の
鉛
同
位
体
比
は
、
一
五
点
が
領
域
ａ
、
二
点

が
領
域
Ａ
で
あ
り
〔
平
尾
二
〇
一
一
〕、
古
墳
初
頭
の
岡
山
市
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
丸

田
調
査
区
九
号
住
居
址
か
ら
出
土
し
た
鉄
剣
形
銅
剣
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
ａ
で
あ

る
〔
平
尾
ほ
か
一
九
九
五
〕。
平
形
銅
剣
の
制
作
地
は
不
明
だ
が
、
高
松
平
野
に
お
け
る

青
銅
器
の
鋳
造
は
３
期
後
半
に
は
じ
ま
り
、
北
部
九
州
か
ら
そ
の
原
料
に
と
も
な
っ

て
銅
矛
や
漢
鏡
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

伊
予
・
土
佐
に
も
漢
鏡
や
北
部
九
州
の
銅
矛
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
今
治
市

唐
子
台
一
四
丘
墓
と
宿
毛
市
高
岡
山
二
号
墳
か
ら
は
、
い
ち
じ
る
し
く
摩
滅
し
た
４

期
前
半
の
昭
明
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
在
地
的
な
小
規
模
墳
で
あ
る
が
、

高
岡
山
に
は
古
墳
時
代
の
石
釧
が
と
も
な
っ
て
い
る
。
４
期
前
半
の
破
鏡
が
出
土
し

た
南
国
市
田
村
遺
跡
群
Ｅ
１
区
Ｓ
Ｔ
一
〇
二
住
居
址
は
弥
生
後
期
前
半
、
同
Ⅰ
２

区
の
中
広
形
銅
矛
埋
納
坑
は
弥
生
中
期
末
～
後
期
初
頭
と
さ
れ
る
〔
坂
本
二
〇
〇
六
〕。

ど
ち
ら
も
伝
来
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
埋
も
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
春
野
町
西
分
増
井

遺
跡
で
は
、
鍛
冶
関
係
遺
構
の
集
中
す
る
北
端
地
区
に
お
い
て
後
期
初
頭
の
Ｓ
Ｔ
九

竪
穴
住
居
址
か
ら
中
広
形
銅
矛
二
本
分
の
破
片
が
出
土
し
、
周
辺
か
ら
は
扁
平
鈕
式

銅
鐸
や
広
形
銅
戈
の
破
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
〔
出
原
編
二
〇
〇
四
〕。
青
銅
器
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
溶
か
し
て
何
を
生
産
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
北
部
九
州
と

の
交
流
の
な
か
で
４
期
前
半
鏡
や
中
広
形
銅
矛
が
流
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
３
期
後
半
か
ら
４
期
前
半
に
か
け
て
北
部
九
州
で
生
産
さ
れ
た

中
細
形
・
中
広
形
銅
矛
は
中
四
国
に
拡
散
し
、
北
部
九
州
が
仲
介
し
た
青
銅
器
原
料

を
用
い
て
出
雲
で
は
中
細
形
銅
剣
、
北
四
国
で
は
平
形
銅
剣
が
生
産
さ
れ
た
。
近
畿

を
中
心
と
す
る
扁
平
鈕
式
・
突
線
鈕
１
式
銅
鐸
な
ど
の
原
料
も
、
同
じ
よ
う
に
北
部

九
州
を
経
由
し
て
交
易
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

下
條
信
行
〔
一
九
八
二
〕
に
よ
れ
ば
、
中
細
形
銅
矛
は
も
っ
ぱ
ら
福
岡
平
野
で
生

産
さ
れ
、
約
三
〇
本
の
出
土
を
数
え
る
が
、
中
広
形
銅
矛
は
佐
賀
平
野
東
部
で
も
生

産
が
は
じ
ま
り
、
出
土
数
は
約
一
八
〇
本
に
激
増
す
る
。
両
型
式
の
分
布
圏
に
大
き

な
変
化
は
な
い
が
、
出
雲
の
荒
神
谷
で
も
中
細
形
二
本
に
対
し
て
中
広
形
は
一
四
本

に
急
増
し
て
い
る
。
出
雲
の
中
細
形
銅
剣
、
北
四
国
の
平
形
銅
剣
、
近
畿
の
扁
平
鈕

～
突
線
鈕
１
式
銅
鐸
な
ど
の
原
料
を
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
４
期
前
半
に
お
け
る
青
銅

器
原
料
の
輸
入
総
量
は
３
期
後
半
の
十
数
倍
に
お
よ
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。

３
期
後
半
に
宣
帝
か
ら
三
雲
と
須
玖
の
首
長
に
大
量
の
漢
鏡
が
賞
賜
さ
れ
、
そ

の
一
部
は
北
部
九
州
甕
棺
地
帯
の
小
首
長
に
対
し
て
分
配
さ
れ
た
。
糸
島
平
野
で
は

以
後
も
４
期
後
半
の
井
原
鑓
溝
甕
棺
墓
、
５
期
前
半
の
平
原
一
号
墓
ま
で
漢
鏡
の
大

量
副
葬
墓
が
継
続
し
て
い
る
が
、
福
岡
平
野
で
は
以
後
の
大
量
副
葬
墓
は
未
発
見
で

あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、
須
玖
遺
跡
群
を
中
心
に
比
恵
・
那
珂
遺
跡
群
や
井
尻
Ｂ
遺
跡

群
な
ど
で
各
種
の
青
銅
器
が
分
散
的
に
生
産
さ
れ
、
弥
生
中
期
後
半
か
ら
後
期
へ
と

段
階
的
に
須
玖
遺
跡
群
の
比
重
が
増
し
て
い
る
と
い
う
〔
田
尻
二
〇
一
二
：
二
九
〇
～

三
〇
一
頁
〕。
糸
島
平
野
は
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
い
う
伊
都
国
、
福
岡
平
野
は
奴
国
が

所
在
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
伊
都
国
は
「
千
余
戸
」
に
す
ぎ
な
い
が
「
郡
使
の
往
来

常
に
駐
ま
る
所
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
奴
国
は
「
二
万
余
戸
」
を
擁
す
る
大
国
で

あ
っ
た
。
伊
都
国
は
対
外
交
渉
を
主
に
担
い
、
奴
国
は
経
済
的
な
セ
ン
タ
ー
と
し
て

機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
二
〇
〇
年
あ
ま
り
前
、
宣
帝
の
賞
賜
に
よ
っ

て
北
部
九
州
甕
棺
地
帯
に
三
雲
と
須
玖
の
首
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
二
頭
体
制
が
成
立

し
、
３
期
後
半
か
ら
４
期
前
半
に
か
け
て
須
玖
の
首
長
が
青
銅
器
生
産
と
東
方
交
易

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
４
期
後
半
に
な
る
と
、
情
勢
が
一
変
す
る
。
４
期
前
半
鏡
の
分
布
し

て
い
た
中
四
国
の
大
部
分
は
一
転
し
て
漢
鏡
の
空
白
地
帯
に
な
り
、
北
部
九
州
と
近

畿
を
中
心
と
す
る
ふ
た
つ
の
分
布
圏
に
分
か
れ
る
（
図
６
）。
北
部
九
州
の
中
広
形
銅

矛
は
広
形
銅
矛
に
大
型
化
し
、
出
土
数
は
や
や
減
少
す
る
だ
け
で
な
く
、
山
陰
や
瀬

戸
内
か
ら
後
退
し
、
対
馬
・
北
部
九
州
か
ら
伊
予
西
部
・
土
佐
ま
で
の
範
囲
に
縮
小
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す
る
。
と
り
わ
け
中
四
国
の
中
細
形
銅
剣
と
平
形
銅
剣
が
４
期
前
半
の
う
ち
に
生
産

を
中
止
し
た
こ
と
か
ら
、
北
部
九
州
を
仲
介
と
す
る
青
銅
器
原
料
の
交
易
が
大
き
く

減
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
国
西
南
部
を
除
い
て
漢
鏡
や
銅
矛
が
流
通
し
て
い
な

い
の
は
、
そ
れ
が
一
因
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
楽
浪
郡
か
ら
北
部
九
州
へ
は
多
数
の
４
期
後
半
鏡
が
流
入
し
て
い
る
。

三
雲
の
南
に
位
置
す
る
井
原
鑓
溝
で
は
、
甕
棺
か
ら
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
Ⅱ
式
一
面

と
Ⅲ
式
一
七
面
以
上
が
出
土
し
て
い
る
。
三
雲
に
つ
づ
く
漢
鏡
大
量
副
葬
墓
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
径
一
七
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
中
小
型
鏡
で
あ
り
、
楽
浪
郡
の
市
場
交

易
で
入
手
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
ヤ
リ
ミ
ゾ
地
区
で
は
二
〇
〇
四
年

に
は
じ
ま
る
発
掘
調
査
で
一
号
・
七
号
・
一
五
号
・
一
七
号
木
棺
墓
か
ら
４
期
後
半

の
内
行
花
紋
鏡
が
一
面
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
年
代
は
井
原
鑓
溝
の
直
後

で
、
い
ず
れ
も
鏡
は
意
図
的
に
打
ち
割
っ
て
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

佐
賀
平
野
で
も
三
津
式
の
指
標
と
さ
れ
た
三
津
永
田
一
〇
四
号
甕
棺
墓
か
ら
４

期
後
半
の
獣
帯
鏡
、
二
塚
山
二
六
号
土
坑
墓
・
尼
寺
一
本
松
Ｓ
Ｊ
七
〇
二
六
甕
棺
墓

か
ら
内
行
花
紋
鏡
、
同
Ｓ
Ｊ
七
〇
〇
七
甕
棺
墓
か
ら
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
出
土
し
、

唐
津
平
野
の
桜
馬
場
甕
棺
墓
か
ら
は
４
期
後
半
か
ら
５
期
前
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡

と
内
行
花
紋
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

破
鏡
は
甕
棺
地
帯
の
周
辺
に
お
よ
び
、
と
り
わ
け
豊
後
に
点
在
し
て
い
る
こ
と

に
注
意
さ
れ
る
。
四
国
へ
の
渡
海
地
で
あ
る
日
出
町
真
那
井
と
臼
杵
市
坊
主
山
か
ら

広
形
銅
矛
が
そ
れ
ぞ
れ
七
本
ず
つ
出
土
し
て
い
る
〔
下
條
一
九
八
二
〕
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
４
期
後
半
鏡
と
広
形
銅
矛
と
が
連
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

弥
生
中
期
に
斉
一
性
を
も
っ
て
広
が
っ
て
い
た
「
北
部
九
州
系
土
器
は
、
後

期
に
は
い
る
と
そ
の
分
布
圏
が
い
ち
じ
る
し
く
せ
ば
め
ら
れ
」
る
と
森
貞
次
郎

〔
一
九
六
六
〕
は
指
摘
し
て
い
る
。
土
器
と
４
期
後
半
鏡
や
広
形
銅
矛
と
は
そ
れ
ぞ
れ

性
格
が
異
な
る
も
の
の
、
分
布
圏
の
縮
小
は
軌
を
一
に
す
る
現
象
で
あ
ろ
う
。

井
原
鑓
溝
に
つ
づ
く
糸
島
平
野
の
首
長
墓
が
、
そ
の
西
北
約
一・
五
キ
ロ
に
位
置

す
る
平
原
一
号
墓
で
あ
る
。
第
一
節
に
み
た
よ
う
に
、
光
武
帝
か
ら
下
賜
さ
れ
た
超

大
型
内
行
花
紋
鏡
五
面
と
５
期
前
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
三
一
面
が
鏡
群
の
主
体
で

あ
る
が
、
４
期
前
半
の
雲
気
禽
獣
紋
鏡
、
４
期
後
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
内
行
花

紋
鏡
が
一
面
ず
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
井
原
鑓
溝
・
ヤ
リ
ミ
ゾ
地
区
と
同
じ
こ
ろ
に
伝

来
し
、
現
地
で
数
十
年
ほ
ど
伝
世
し
た
の
だ
ろ
う
。
出
土
し
た
四
〇
面
の
鏡
は
、
ヤ

リ
ミ
ゾ
地
区
の
例
と
同
じ
よ
う
に
す
べ
て
副
葬
時
に
破
砕
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
糸
島
平
野
の
西
端
に
位
置
す
る
一
貴
山
銚
子
塚
古
墳
は
、
全
長
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
あ
ま
り
の
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
部
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
「
仿
製
」
三
角
縁
神
獣

鏡
八
面
に
と
も
な
っ
て
５
期
前
半
の
鍍
金
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
内
行
花
紋
鏡
が
出
土

し
た
。
こ
の
二
面
は
現
地
で
二
〇
〇
年
ほ
ど
伝
世
し
た
の
だ
ろ
う
。

５
期
前
半
の
「
尚
方
作
」
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
吉
野
ヶ
里
町
の
横
田
と
松
葉
、

佐
賀
市
七
ヶ
瀬
Ｓ
Ｐ
三
二
一
四
木
棺
墓
、
小
城
市
寄
居
Ｓ
Ｔ
〇
一
号
墳
、
武
雄
市
椛

島
山
箱
式
石
棺
墓
な
ど
佐
賀
平
野
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。
５
期
後
半
に
下
る

と
、
前
節
に
み
た
よ
う
に
、
唐
津
市
中
原
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
四
墓
の
中
心
主
体
に
内
行

花
紋
鏡
四
葉
座
Ⅲ
式
一
面
、
Ｓ
Ｔ
一
三
四
一
五
墓
の
中
心
主
体
に
内
行
花
紋
鏡
四
葉

座
Ⅳ
式
二
面
、
周
溝
内
埋
葬
に
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅴ
Ｃ
式
一
面
が
と
も
な
い
、
い
ず

れ
も
鏡
を
破
砕
し
て
副
葬
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
甕
棺
地
帯
の
周
辺
地
域

で
は
箱
式
石
棺
墓
に
完
形
の
内
行
花
紋
鏡
を
副
葬
す
る
例
が
散
見
す
る
。
遠
賀
川
上

流
域
で
は
香
春
町
宮
原
三
号
墓
か
ら
大
小
二
面
、
福
智
町
宝
珠
・
嘉
麻
市
笹
原
・
田

川
市
伊
加
利
・
宮
若
市
黄
金
塚
か
ら
一
面
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。
伊
万
里
市
午
戻
Ｓ

Ｃ
〇
一
〇
墓
の
例
も
ほ
ぼ
完
形
の
状
態
で
出
土
し
た
。
ま
た
、
宇
土
市
向
野
田
古
墳

は
全
長
八
六
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
竪
穴
式
石
室
に
囲
ま
れ
た
舟
形
石

棺
内
か
ら
７
期
の
浮
彫
式
獣
帯
鏡
や
魏
晋
の
方
格
規
矩
鏡
に
と
も
な
っ
て
伝
世
の
内

行
花
紋
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
漢
鏡
分
布
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
で
あ
ろ
う
。
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５
期
の
破
鏡
は
４
期
前
半
の
分
布
域
を
回
復
し
、
南
へ
は
肥
後
や
薩
摩
、
東
へ

は
中
四
国
に
波
及
し
て
い
る
。
な
か
で
も
高
知
平
野
に
は
５
期
の
破
鏡
が
四
例
あ

り
、
内
行
花
紋
鏡
の
鉛
同
位
体
比
を
み
る
と
、
春
野
町
西
分
増
井
Ⅰ
Ａ
区
例
は
領
域

Ａ
、
馬
場
末
Ⅱ
Ｂ
区
例
は
領
域
Ｂ
で
あ
り
〔
平
尾
・
鈴
木
二
〇
〇
四
〕、
５
期
前
半
か
ら

後
半
へ
と
継
続
し
て
い
る
。
高
知
平
野
か
ら
は
広
形
銅
矛
一
六
本
の
ほ
か
、
西
分
増

井
遺
跡
か
ら
は
広
形
銅
戈
片
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
と
も
な
っ
て
破
鏡
が
流

入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
広
形
銅
戈
は
福
岡
・
大
分
以
外
で
は
唯
一
の
例
で
あ
る
。

広
形
銅
矛
・
広
形
銅
戈
の
鋳
型
か
ら
み
る
と
、
依
然
と
し
て
福
岡
平
野
に
生

産
の
中
心
が
あ
る
が
、
糸
島
平
野
で
も
両
方
の
生
産
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
〔
下
條

一
九
八
二
〕。
３
期
後
半
に
成
立
し
た
伊
都
・
奴
二
頭
体
制
は
、
倭
奴
国
王
冊
封
の
５

期
前
半
ま
で
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、
平
原
一
号
墓
以
後
、
外
交
と
内
政
を
分
掌
す

る
二
頭
体
制
は
少
し
ず
つ
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
る
よ

う
に
登
場
す
る
の
が
近
畿
中
枢
部
の
王
権
で
あ
る
。

（
３
）
近
畿
中
枢
部
に
お
け
る
倭
王
権
の
形
成

瀬
戸
内
東
部
か
ら
近
畿
中
枢
部
に
は
、
銅
鐸
原
料
に
と
も
な
っ
て
３
期
後
半
～

４
期
前
半
の
漢
鏡
が
散
発
的
に
流
入
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
４
期
後
半
に
な
る
と
、

大
阪
府
紫
金
山
古
墳
・
岐
阜
県
美
濃
観
音
寺
山
古
墳
の
王
莾
鏡
や
大
型
の
内
行
花
紋

鏡
四
葉
座
Ⅰ
式
が
突
如
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
〔
岡
村
二
〇
二
一
〕。
し
か
も
、
北
部

九
州
出
土
の
４
期
後
半
鏡
は
す
べ
て
径
一
九
セ
ン
チ
以
下
で
あ
る
の
に
、
岡
山
以
東

か
ら
出
土
し
た
左
の
八
例
は
い
ず
れ
も
径
二
二
セ
ン
チ
を
こ
え
る
優
品
で
あ
る
。

①
岡
山
県
花
光
寺
山
古
墳　
　
内
行
花
紋
鏡　
　
　
二
四・五
セ
ン
チ

②
大
阪
府
紫
金
山
古
墳　
　
　
方
格
規
矩
四
神
鏡　
二
二・八
セ
ン
チ

③
奈
良
県
伝
ホ
ケ
ノ
山
古
墳　
内
行
花
紋
鏡　
　
　
二
三・二
セ
ン
チ　

④
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳　
内
行
花
紋
鏡　
　
　
二
七・八
セ
ン
チ

⑤
京
都
府
八
幡
東
車
塚
古
墳　
内
行
花
紋
鏡　
　
　
二
二・三
セ
ン
チ

⑥
岐
阜
県
美
濃
音
寺
山
古
墳　
方
格
規
矩
四
神
鏡　
二
二・六
セ
ン
チ

⑦
岐
阜
県
瑞
龍
寺
山
山
頂
墓　
内
行
花
紋
鏡　
　
　
二
二・一
セ
ン
チ

⑧
静
岡
県
松
林
山
古
墳　
　
　
内
行
花
紋
鏡　
　
　
二
二・七
セ
ン
チ

こ
れ
ら
の
大
鏡
は
⑦
鏡
以
外
す
べ
て
前
期
古
墳
出
土
の
た
め
、
中
国
「
王
朝
の
膝
下

で
宝
鏡
と
し
て
保
管
さ
れ
」〔
辻
田
二
〇
一
九
：
一
四
八
頁
〕、
古
墳
時
代
に
な
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
と
み
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、王
莾
を
打
倒
し
た
後
漢
王
朝
が「
新
」「
新

家
」
や
「
王
氏
」
の
名
を
銘
文
に
記
し
た
鏡
を
宝
器
と
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、

そ
も
そ
も
そ
れ
ら
は
宮
廷
鏡
で
あ
っ
て
も
宝
鏡
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
後
漢

時
代
の
踏
み
返
し
鏡
と
み
る
意
見
も
根
強
く
あ
る
。
し
か
し
、
②
・
④
・
⑥
・
⑧
鏡

の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
に
属
し
〔
岡
村
二
〇
二
一
〕、
領
域
Ｂ
の
⑤
鏡
に
つ
い
て
は

判
断
を
保
留
す
る
と
し
て
も
、
⑦
鏡
の
出
土
墓
は
弥
生
後
期
前
半
（
山
中
Ⅰ
式
第
３
段

階
）
に
さ
か
の
ぼ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
制
作
は
後
漢
時
代
に
は
下
ら
な
い
。
し
か
も
、

王
莾
宮
廷
鏡
を
含
む
こ
れ
ら
八
面
の
大
鏡
は
、
北
部
九
州
を
飛
び
こ
え
、
近
畿
中
枢

部
を
中
心
と
す
る
備
前
か
ら
遠
江
ま
で
の
範
囲
に
分
布
し
、
領
域
ａ
原
料
を
用
い
た

近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
の
広
が
り
と
大
ま
か
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大
鏡
と

領
域
ａ
原
料
の
同
時
性
を
手
が
か
り
に
、
弥
生
社
会
の
動
向
を
探
っ
て
み
よ
う
。

近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
の
成
立
直
前
に
は
、
六
区
袈
裟
襷
文
銅
鐸
正
統
派
の
「
横

帯
分
割
型
」と「
大
福
型
」、正
統
派
流
水
文
の「
石
上
型
」と「
迷
路
派
流
水
文
」、「
東

海
派
」
と
い
う
五
グ
ル
ー
プ
が
並
立
し
、
そ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
て
近
畿
式
・
三
遠
式

が
成
立
す
る
〔
難
波
二
〇
一
一
ｂ
〕。
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
た
領
域
ａ
原
料
が
こ
れ
ら

銅
鐸
群
の
統
合
を
う
な
が
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

吉
備
か
ら
み
て
い
く
と
、
４
期
前
半
は
弥
生
末
期
（
酒
津
式
）
の
小
規
模
墳
で
あ

る
備
中
の
総
社
市
鋳
物
師
谷
一
号
墓
と
備
前
の
赤
磐
市
用
木
二
号
墳
か
ら
完
形
鏡
が

出
土
し
て
い
る
。
両
鏡
と
も
紋
様
が
い
ち
じ
る
し
く
摩
滅
し
、
鋳
物
師
谷
鏡
の
鉛
同
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位
体
比
は
領
域
Ａ
に
属
し
て
い
る
た
め
、
鈕
孔
の
方
向
を
根
拠
に
後
漢
後
期
に
下
げ

る
説
〔
南
二
〇
一
〇
〕
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
備
中
で
は
５
期
の
破
鏡
が
津
寺

四
号
墳
と
刑
部
三
七
号
住
居
址
か
ら
出
土
し
て
い
る
も
の
の
、
４
期
後
半
～
５
期
の

完
形
鏡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
備
中
の
岡
山
市
高
塚
遺
跡
フ
ロ
ヤ
調
査
区
（
高
塚

銅
鐸
）・
同
角
田
調
査
区
、
倉
敷
市
妹
か
ら
は
突
線
鈕
２
式
銅
鐸
が
出
土
し
、
高
塚

銅
鐸
と
妹
銅
鐸
は
迷
路
派
流
水
文
の
系
譜
を
も
ち
、
妹
銅
鐸
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域

Ａ-

Ｂ
間
の
例
外
的
な
値
で
あ
る
〔
井
上
ほ
か
二
〇
〇
二
〕。
高
塚
銅
鐸
は
領
域
ａ
原
料

を
用
い
た
近
畿
式
銅
鐸
で
あ
り
、
前
節
に
み
た
よ
う
に
、
鋳
造
後
ほ
ど
な
く
し
て
埋

納
さ
れ
、
以
後
、
備
中
か
ら
は
銅
鐸
が
消
失
す
る
。
備
前
で
も
銅
鐸
は
衰
退
し
て
ゆ

く
が
、
４
期
後
半
の
完
形
鏡
が
①
鏡
の
ほ
か
岡
山
市
矢
藤
治
山
墓
・
同
浦
間
茶
臼
山

古
墳
か
ら
、
５
期
鏡
が
岡
山
市
七
つ
𡉕
一
号
墳
・
湯
迫
車
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
備
前
と
備
中
の
境
界
に
位
置
す
る
矢
藤
治
山
は
、
全
長
三
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

前
方
後
円
形
墳
丘
墓
で
、
後
円
部
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
は
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
人
為

的
に
破
砕
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
出
現
期
古
墳
の
浦
間
茶
臼
山
は
全
長
一
三
八

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
湯
迫
車
塚
は
全
長
四
八
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
で
あ

り
、
浦
間
茶
臼
山
は
盗
掘
を
被
り
、
獣
帯
鏡
の
破
片
が
出
土
し
た
だ
け
だ
が
、
湯
迫

車
塚
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
は
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
、
７
期
の
画
紋
帯
神
獣
鏡
、

三
角
縁
神
獣
鏡
一
一
面
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
①
鏡
を
出
土
し
た
花
光
寺
山
古

墳
は
全
長
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
前
方
後
円
墳
で
、
組
合
せ
式
の
長
持
形
石
棺

か
ら
①
鏡
や
「
仿
製
」
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

高
塚
銅
鐸
の
埋
納
以
後
、
そ
の
足
守
川
流
域
で
は
弥
生
後
期
後
半
に
巨
大
な
楯

築
墳
丘
墓
が
造
営
さ
れ
、
独
自
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
大
量
の
銅

剣
・
銅
矛
・
銅
鐸
を
荒
神
谷
に
、
銅
鐸
三
九
個
を
加
茂
岩
倉
に
埋
納
し
た
後
、
独
自

の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
を
発
達
さ
せ
て
ゆ
く
出
雲
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
と
く
に

出
雲
製
と
推
測
さ
れ
る
扁
平
鈕
２
式
～
突
線
鈕
１
式
の
加
茂
岩
倉
一
八
号
・
二
三

号
・
三
五
号
銅
鐸
は
、
高
塚
銅
鐸
よ
り
や
や
先
行
す
る
が
、
同
じ
よ
う
に
制
作
か
ら

ほ
ど
な
く
し
て
埋
納
さ
れ
て
い
る
〔
角
田
・
山
崎
編
二
〇
〇
二
〕。
讃
岐
で
も
平
形
銅
剣

の
衰
退
後
は
完
形
の
漢
鏡
や
広
形
銅
矛
・
近
畿
式
銅
鐸
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
近

畿
中
枢
部
と
の
関
係
を
深
め
て
継
続
的
に
完
形
の
漢
鏡
を
受
け
入
れ
た
備
前
と
は
反

対
に
、
備
中
・
出
雲
・
讃
岐
は
自
立
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

因
幡
で
も
鳥
取
市
高
住
の
扁
平
鈕
式
新
段
階
末
を
最
後
に
銅
鐸
は
衰
退
す
る
が
、

鳥
取
平
野
を
貫
流
す
る
千
代
川
西
岸
の
桂
見
二
号
墳
と
東
岸
の
面
影
山
七
四
号
墳
か

ら
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
鏡
を
人
為
的
に
破
砕
し

て
副
葬
し
、
桂
見
二
号
墳
で
は
７
期
の
「
吾
作
」
浮
彫
式
獣
帯
鏡
が
形
を
保
っ
た
ま

ま
共
伴
し
て
い
た
。
ま
た
、
鳥
取
市
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡
国
道
二
区
・
秋
里
遺
跡
西

皆
竹
地
区
・
同
松
下
地
区
・
横
枕
二
三
号
墳
か
ら
５
期
の
破
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

桂
見
・
面
影
山
と
も
古
墳
出
現
期
の
在
地
的
な
小
規
模
墳
で
あ
り
、
因
幡
で
は
三
角

縁
神
獣
鏡
は
一
面
も
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
〔
久
保
二
〇
〇
九
〕、
こ
れ
ら
完
形

鏡
と
破
鏡
は
い
ず
れ
も
独
自
に
入
手
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
東
海
地
方
を
み
る
と
、
４
期
前
半
の
雲
気
禽
獣
紋
鏡
の
破
鏡
が
濃
尾
平
野

中
央
部
の
名
古
屋
市
高
蔵
遺
跡
と
清
須
市
朝
日
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
高
蔵
鏡

は
伝
来
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
弥
生
後
期
前
葉
（
山
中
Ⅰ
式
第
１
段
階
）
の
土
坑
に
廃
棄

さ
れ
、
垂
下
用
の
二
孔
を
穿
っ
た
朝
日
鏡
は
弥
生
後
期
後
葉
（
山
中
Ⅱ
式
末
）
ま
で
伝

世
し
た
。
つ
づ
く
４
期
後
半
に
⑥
・
⑦
・
⑧
鏡
や
領
域
ａ
原
料
が
流
入
し
、
三
遠
式

銅
鐸
の
鋳
造
が
は
じ
ま
る
。
⑥
・
⑦
鏡
は
濃
尾
平
野
の
北
辺
に
偏
在
し
、
⑦
鏡
は
長

期
に
伝
世
す
る
こ
と
な
く
弥
生
後
期
中
葉
（
山
中
Ⅰ
式
第
３
段
階
）
に
山
頂
の
岩
坑
に

埋
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
⑥
鏡
は
全
長
二
一
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
形
墳
丘
墓
の

岩
坑
か
ら
出
土
し
、弥
生
末
期（
廻
間
Ⅱ
式
）に
編
年
さ
れ
る〔
美
濃
市
二
〇
一
二
〕。
一
方
、

⑧
鏡
の
出
土
し
た
松
林
山
古
墳
は
、
天
竜
川
東
岸
の
磐
田
原
台
地
に
位
置
す
る
全
長

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
長
大
な
竪
穴
式
石
室
に
三
角
縁
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神
獣
鏡
を
含
む
鏡
四
面
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。

三
遠
式
銅
鐸
の
源
流
と
な
る
東
海
派
銅
鐸
は
、
北
摂
津
の
東
奈
良
遺
跡
で
制
作

さ
れ
た
三
対
耳
四
区
袈
裟
襷
文
銅
鐸
を
継
承
し
、
当
初
は
近
畿
に
分
布
す
る
も
の

の
、
ま
も
な
く
飛
騨
・
尾
張
・
三
河
に
分
布
が
転
移
し
て
い
っ
た
〔
清
水
二
〇
二
三
〕。

朝
日
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
東
海
派
の
突
線
鈕
１
式
銅
鐸
は
、
前
節
に
み
た
よ
う
に
、

制
作
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
を
経
な
い
弥
生
中
期
末
・
後
期
初
頭
の
埋
納
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
制
作
は
４
期
前
半
の
高
蔵
・
朝
日
鏡
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
つ

づ
く
突
線
鈕
２
式
に
成
立
す
る
三
遠
式
銅
鐸
は
、
東
三
河
か
ら
西
遠
江
に
出
土
が
集

中
し
、
東
海
派
銅
鐸
か
ら
三
遠
式
銅
鐸
へ
と
段
階
的
に
東
方
へ
と
転
移
し
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
４
期
後
半
に
⑥
・
⑦
・
⑧
鏡
に
と
も
な
っ
て
領
域
ａ
原
料
が
も
た

ら
さ
れ
、
工
人
集
団
の
再
編
に
よ
っ
て
三
遠
式
銅
鐸
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と

く
に
東
奈
良
遺
跡
は
東
海
派
銅
鐸
の
原
郷
で
あ
り
、
そ
こ
に
近
い
紫
金
山
古
墳
か
ら

②
王
莾
宮
廷
鏡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
銅
鐸
と
漢
鏡
の
東
方
展
開
は

北
摂
津
の
集
団
が
主
導
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

５
期
に
下
っ
て
も
美
濃
に
は
漢
鏡
の
流
入
が
つ
づ
き
、
大
野
町
の
笹
山
古
墳
と

北
山
古
墳
、
美
濃
加
茂
市
太
田
大
塚
古
墳
か
ら
完
形
の
内
行
花
紋
鏡
、
関
市
砂
行
Ｓ

Ｂ
Ｅ
〇
一
住
居
址
か
ら
方
格
規
矩
四
神
鏡
Ⅴ
Ａ
式
の
破
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
可
児

市
久
々
利
か
ら
突
線
鈕
５
式
の
近
畿
式
銅
鐸
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
さ

れ
る
。
ま
た
、
東
三
河
の
新
城
市
石
座
神
社
Ｓ
Ｉ
三
〇
〇
二
竪
穴
住
居
址
か
ら
出

土
し
た
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
破
鏡
は
領
域
Ａ
の
鉛
同
位
体
比
で
あ
り
〔
西
田
・
平
尾

二
〇
一
五
〕、
古
段
階
の
三
遠
式
銅
鐸
に
と
も
な
っ
て
流
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

美
濃
か
ら
西
に
伊
吹
山
地
を
こ
え
た
東
近
江
で
は
、
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
前

方
後
方
墳
の
高
月
町
古
保
利
小
松
古
墳
か
ら
、
い
ち
じ
る
し
く
紋
様
の
摩
滅
し
た
４

期
後
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
と
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
が
破
砕
さ
れ
た
状
態
で
出

土
し
た
。
出
土
土
器
は
庄
内
式
後
半
併
行
と
さ
れ
て
い
る
〔
黒
坂
編
二
〇
〇
一
〕。
ま

た
、
長
浜
市
三
川
丸
山
古
墳
か
ら
も
摩
滅
の
い
ち
じ
る
し
い
４
期
後
半
の
方
格
規
矩

四
神
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
弥
生
末
期
の
墳
墓
に
伝
世
の
漢
鏡
を
破
砕
副
葬
す
る
こ

と
は
、
後
述
の
よ
う
に
近
畿
中
枢
部
の
周
辺
現
象
で
あ
り
、
伊
吹
山
地
の
東
西
で
美

濃
と
近
江
と
が
連
携
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

弥
生
後
期
の
山
中
式
土
器
は
濃
尾
平
野
を
中
心
に
分
布
す
る
が
、
４
期
後
半
以

降
の
漢
鏡
は
そ
の
北
辺
部
に
多
く
、
⑧
鏡
は
天
竜
川
東
岸
に
お
よ
ん
で
い
る
。
三
遠

式
銅
鐸
も
そ
の
東
辺
に
集
中
し
、
濃
尾
平
野
に
貫
入
す
る
の
は
突
線
鈕
４
式
の
三
遠

式
銅
鐸
と
突
線
鈕
５
式
の
近
畿
式
銅
鐸
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
最
終
段
階
に
下
る
〔
北

島
二
〇
〇
二
〕。
ま
た
、
突
線
鈕
３
～
５
式
の
近
畿
式
銅
鐸
は
、
濃
尾
平
野
を
迂
回
す

る
よ
う
に
伊
賀
・
伊
勢
か
ら
三
河
・
遠
江
に
か
け
て
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
。
三
遠

式
銅
鐸
は
近
畿
式
銅
鐸
と
共
通
す
る
領
域
ａ
原
料
を
用
い
て
い
る
も
の
の
、
近
畿
中

枢
部
は
濃
尾
平
野
の
外
縁
に
あ
た
る
美
濃
・
東
三
河
・
西
遠
江
の
勢
力
と
関
係
を
強

め
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
う
ち
三
河
・
遠
江
へ
の
足
が
か
り
に
な
っ
た
伊
賀
と
伊

勢
で
は
、
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
が
伊
賀
市
石
山
古
墳
と
松
阪
市
清
生
茶
臼
山
古

墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
石
山
古
墳
は
全
長
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
清

生
茶
臼
山
古
墳
は
径
五
五
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
三
角
縁
神
獣
鏡
が

と
も
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
近
畿
式
銅
鐸
が
伊
勢
湾
を
こ
え
て
渥
美
半
島
か
ら
駿

河
湾
に
お
よ
ん
だ
先
に
は
、
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
が
出
土
し
た
前
方
後
円
墳
の

横
浜
市
日
吉
観
音
松
古
墳
や
甲
府
市
中
道
銚
子
塚
古
墳
が
あ
る
。
清
生
茶
臼
山
鏡
は

径
二
〇・
三
セ
ン
チ
、
日
吉
観
音
松
鏡
は
径
一
九・
五
セ
ン
チ
、
中
道
銚
子
塚
鏡
は

一
九・八
セ
ン
チ
と
比
較
的
大
き
い
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。

最
後
に
近
畿
中
枢
部
に
つ
い
て
。
②
王

宮
廷
鏡
の
出
土
し
た
北
摂
津
の
紫
金

山
古
墳
は
全
長
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
径
二
七・
八
セ
ン
チ
と
い
う
④
鏡
の
出
土
し
た

南
山
城
の
椿
井
大
塚
山
古
墳
は
全
長
一
七
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
ど

ち
ら
も
竪
穴
式
石
室
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
を
含
む
多
数
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
と
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り
わ
け
、
紫
金
山
に
近
い
東
奈
良
遺
跡
は
弥
生
中
期
に
お
け
る
銅
鐸
生
産
の
拠
点
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
生
み
だ
さ
れ
た
東
海
派
銅
鐸
は
４
期
前
半
に
東
方
に
転
移

し
、
４
期
後
半
に
三
遠
式
銅
鐸
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
は
上
述
し
た
。
ま
た
、
東
奈
良

や
高
槻
市
芥
川
遺
跡
か
ら
は
４
期
後
半
の
破
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
４

期
後
半
の
漢
鏡
は
淀
川
・
木
津
川
流
域
に
点
在
す
る
の
に
対
し
て
、
大
和
川
流
域
で

は
③
伝
ホ
ケ
ノ
山
鏡
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
５
期
に
な
る
と
、
大
和
の
出

土
数
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
。
そ
う
し
た
５
期
へ
の
推
移
を
西
か
ら
み
て
い
こ
う
。

近
畿
中
枢
部
の
一
角
を
占
め
る
西
摂
津
で
は
、
５
期
に
な
る
と
得
能
山
・
会
下

山
二
本
松
・
阿
保
親
王
塚
・
池
田
山
古
墳
か
ら
内
行
花
紋
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
会

下
山
二
本
松
と
池
田
山
は
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
阿
保
親
王
塚
と
池
田
山
に
は
三
角

縁
神
獣
鏡
が
と
も
な
っ
て
い
る
。

摂
津
に
隣
接
す
る
東
播
磨
の
加
古
川
流
域
で
は
、
４
期
後
半
に
小
野
市
敷
地
大

塚
古
墳
か
ら
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
西
脇
市
滝
ノ
上
二
〇
号
墳
か
ら
内
行
花
紋
鏡
が
出

土
し
、
ど
ち
ら
も
径
一
五
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
中
型
鏡
で
、
紋
様
が
い
ち
じ
る
し
く
摩

滅
し
て
い
る
。
５
期
後
半
に
な
る
と
、敷
地
大
塚
の
ほ
か
加
古
川
市
西
条
五
二
号
墓
・

長
慶
寺
山
一
号
墳
、
揖
保
川
流
域
の
た
つ
の
市
岩
見
北
山
一
号
墓
・
吉
島
古
墳
か
ら

内
行
花
紋
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
西
条
五
二
号
墓
と
岩
見
北
山
一
号
墓
は
、
小
規

模
な
墳
丘
を
も
ち
、
竪
穴
式
石
室
か
ら
鏡
が
破
砕
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
〔
櫃
本

二
〇
〇
二
：
一
三
六
～
一
七
五
頁
〕。
ど
ち
ら
も
古
墳
以
前
の
在
地
的
な
墳
墓
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
古
墳
出
現
期
に
お
け
る
伝
世
鏡
の
破
砕
副
葬
は
、
上
述
の
美
濃
・
近
江

や
吉
備
・
因
幡
で
も
確
か
め
ら
れ
、
漢
鏡
の
入
手
経
緯
に
起
因
す
る
近
畿
中
枢
部
の

周
辺
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
吉
島
古
墳
は
、
全
長
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
、
竪
穴
式
石
室
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
六
面
の
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。

古
墳
は
中
国
山
地
へ
の
入
口
に
立
地
し
、
揖
保
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
西
播
磨
の
山
間

部
で
は
、
少
な
く
と
も
三
点
の
突
線
鈕
４
式
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
備
前
に
隣

接
す
る
千
種
川
流
域
の
佐
用
町
西
ノ
土
居
古
墳
・
上
郡
町
井
の
端
七
号
墳
か
ら
は
５

期
前
半
に
さ
か
の
ぼ
る
内
行
花
紋
鏡
の
破
鏡
が
出
土
し
、
美
作
の
鏡
野
町
妙
見
山
古

墳
か
ら
は
５
期
後
半
の
破
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
西
播
磨
の
山
間
部
に
お
け

る
漢
鏡
と
銅
鐸
の
分
布
は
、
美
作
を
経
て
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
備
前
・
備
中
に
通

じ
る
内
陸
交
通
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

近
畿
北
部
の
丹
後
で
は
弥
生
中
期
後
葉
の
京
丹
後
市
奈
具
岡
遺
跡
か
ら
大
量
の

鉄
器
や
鉄
素
材
が
出
土
し
、
後
期
前
葉
の
三
坂
神
社
三
号
墓
や
佐
坂
二
六
号
墓
か
ら

は
中
国
製
と
み
ら
れ
る
素
環
頭
鉄
大
刀
が
出
土
し
て
い
る
〔
野
島
二
〇
〇
〇
〕。
早
く

か
ら
日
本
海
を
通
じ
た
交
易
が
開
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
加
悦
谷
の
与
謝
野
町

蛭
子
山
一
号
墳
は
全
長
一
四
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、
舟
形
石
棺
か
ら
５

期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
が
出
土
し
、
近
く
の
与
謝
野
町
比
丘
尼
城
で
は
突
線
鈕
５
式

銅
鐸
、
舞
鶴
市
下
安
久
で
は
突
線
鈕
３
式
の
近
畿
式
銅
鐸
と
三
遠
式
銅
鐸
が
共
伴
し

て
い
る
。
ま
た
、
但
馬
の
豊
岡
市
久
田
谷
で
は
突
線
鈕
５
式
の
近
畿
式
銅
鐸
が
人
為

的
に
破
砕
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
円
山
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
朝
来
市
向
山
二
号
墳

で
は
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
が
竪
穴
式
石
室
に
破
砕
副
葬
さ
れ
て
い
た
〔
中
村
編

一
九
九
九
〕。
そ
れ
は
小
規
模
な
長
方
形
墳
で
あ
り
、
墓
坑
内
に
布
留
式
古
段
階
の
土

器
が
と
も
な
っ
て
い
た
。
丹
後
山
地
の
東
西
に
最
終
段
階
の
銅
鐸
と
５
期
後
半
鏡
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
東
西
で
対
照
的
な
最
期
を
迎
え
て
い
る
。

近
畿
南
部
の
紀
伊
に
お
い
て
、
有
田
川
流
域
を
境
に
北
紀
伊
に
は
「
聞
く
銅
鐸
」、

南
紀
伊
に
は
「
見
る
銅
鐸
」
が
多
く
分
布
し
〔
田
中
一
九
七
〇
〕、
後
者
の
多
く
は
突

線
鈕
４
～
５
式
銅
鐸
で
あ
る
。
そ
の
有
田
川
北
岸
に
位
置
す
る
円
満
寺
で
は
５
期
後

半
の
内
行
花
紋
鏡
二
面
が
出
土
し
、
出
土
古
墳
の
状
況
は
不
明
だ
が
、
大
和
以
外
で

は
唯
一
の
複
数
面
出
土
で
あ
る
。

５
期
後
半
鏡
と
そ
れ
に
併
行
す
る
新
段
階
の
近
畿
式
銅
鐸
と
は
、
宝
器
と
共
同

体
祭
器
と
い
う
性
格
の
ち
が
い
が
あ
り
、
状
況
証
拠
に
も
と
づ
く
分
布
論
に
す
ぎ
な
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い
が
、
伊
賀
・
伊
勢
か
ら
三
河
・
遠
江
、
西
播
磨
、
丹
後
・
但
馬
、
南
紀
伊
に
お
け

る
銅
鐸
の
偏
っ
た
広
が
り
か
ら
み
る
と
、
な
ん
ら
か
の
政
治
的
経
略
に
も
と
づ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
近
畿
中
枢
部
か
ら
配
布
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
〔
岸
本
二
〇
一
四
〕。

そ
の
近
畿
中
枢
部
で
は
５
期
に
漢
鏡
の
出
土
数
が
急
増
し
、
な
か
で
も
大
和
に

お
け
る
漢
鏡
の
出
土
数
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
大
和
全
体
の
推
移
を
み
る
と
、
４
期

前
半
鏡
は
ゼ
ロ
、
４
期
後
半
は
③
伝
ホ
ケ
ノ
山
鏡
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
５
期
に
爆

発
的
な
増
加
を
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。
倭
奴
国
王
冊
封
期
に
あ
た
る
５
期
前
半
の
方

格
規
矩
四
神
鏡
は
、
平
原
一
号
墓
の
三
一
面
に
対
し
て
大
和
天
神
山
の
六
面
と
桜
井

茶
臼
山
の
二
面
の
計
八
面
に
す
ぎ
な
い
が
、
５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
に
な
る
と
、

桜
井
茶
臼
山
の
九
面
〔
東
影
編
二
〇
一
一
〕
は
型
式
判
定
が
む
ず
か
し
い
た
め
留
保
す

る
と
し
て
も
、
大
和
天
神
山
の
四
面
を
は
じ
め
、
小
泉
大
塚
に
三
面
以
上
、
メ
ス
リ

山
に
二
面
が
あ
り
、
近
畿
中
枢
部
の
出
土
総
数
は
北
部
九
州
を
凌
駕
し
て
い
る
。
倭

の
初
期
王
都
と
さ
れ
る
纒
向
遺
跡
の
成
立
は
纒
向
式
（
庄
内
式
）
期
に
下
る
が
、
漢

鏡
を
大
量
に
集
積
す
る
政
体
が
５
期
の
大
和
に
突
如
と
し
て
興
起
し
た
の
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
大
和
天
神
山
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
の
う
ち
一
号
・
一
六
号
・
一
九

号
鏡
の
鉛
同
位
体
比
は
領
域
Ａ
に
属
し
〔
馬
淵
二
〇
一
一
〕、「
後
漢
中
期
以
降
の
技
術

が
用
い
ら
れ
て
い
る
」〔
南
二
〇
一
〇
〕
と
い
う
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
。

４
期
後
半
に
近
畿
中
枢
部
が
勃
興
し
た
の
は
、
北
部
九
州
の
影
響
力
が
山
陰
・

瀬
戸
内
か
ら
大
き
く
後
退
し
た
と
こ
ろ
へ
、
領
域
ａ
原
料
が
突
如
と
し
て
大
量
に
流

入
し
た
こ
と
に
最
大
の
要
因
が
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
た

「
聞
く
銅
鐸
」
の
工
人
た
ち
は
再
編
統
合
さ
れ
、
近
畿
式
と
三
遠
式
の
「
見
る
銅
鐸
」

が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
輿
馬
を
仮
る
者
は
足
を
労
せ
ず
し
て
千
里
を
致
す
が
ご

と
く
、
銅
鐸
原
料
を
大
量
に
入
手
し
た
近
畿
中
枢
部
は
体
制
を
整
備
し
、
ほ
ど
な
く

し
て
銅
鐸
の
生
産
と
流
通
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
政
体
が
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

近
畿
式
・
三
遠
式
銅
鐸
の
制
作
工
房
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
王
莾
宮
廷
鏡
を
受

領
し
た
北
摂
津
の
集
団
が
主
導
権
を
握
り
、
吉
備
か
ら
遠
江
ま
で
の
範
囲
に
銅
鐸
や

漢
鏡
を
分
配
し
、
ゆ
る
や
か
な
政
治
的
・
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
状
況
は
３
期
後
半
の
北
部
九
州
と
似
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済

的
な
原
資
と
な
る
青
銅
器
原
料
が
労
せ
ず
し
て
大
量
に
入
手
で
き
た
こ
と
、
漢
鏡
を

墓
に
随
葬
す
る
こ
と
な
く
、
君
臣
関
係
も
し
く
は
同
盟
関
係
の
証
し
と
し
て
分
配
さ

れ
伝
世
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
政
治
と
経
済
の
両
面
に
お
け
る
持
続
的
な
発
展
が
可

能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
つ
づ
く
５
期
前
半
に
は
大
和
に
お
い
て
漢
鏡
の
集
積
が

は
じ
ま
り
、
こ
こ
に
古
墳
時
代
に
継
承
さ
れ
る
王
権
が
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

５
期
前
半
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
は
、
大
和
天
神
山
と
桜
井
茶
臼
山
に
八
面
あ
る

ほ
か
、
石
川
県
の
宿
東
山
一
号
墳
と
分
校
カ
ン
山
古
墳
、
群
馬
県
の
頼
母
子
古
墳
か

ら
も
出
土
し
て
い
る
。
銅
鐸
分
布
圏
外
で
あ
る
が
、
宿
東
山
と
分
校
カ
ン
山
は
い
わ

ゆ
る
纒
向
型
前
方
後
円
墳
〔
寺
澤
一
九
八
八
〕
で
あ
り
、
頼
母
子
に
は
三
角
縁
神
獣
鏡

二
面
が
と
も
な
っ
て
い
た
。
頼
母
子
鏡
は
４
期
後
半
の
東
方
経
略
の
延
長
線
上
に
あ

ろ
う
。
ま
た
、
加
賀
で
は
小
松
市
一
針
Ｂ
遺
跡
に
お
い
て
弥
生
後
期
前
半
（
猫
橋
式
）

の
Ｓ
Ｉ
〇
一
竪
穴
式
住
居
址
か
ら
連
鋳
銅
鏃
を
制
造
し
た
と
み
ら
れ
る
土
製
鋳
型
や

坩
堝
・
取
瓶
と
い
っ
た
青
銅
器
鋳
造
関
連
遺
物
、
管
玉
未
成
品
・
玉
砥
石
な
ど
の

玉
造
関
連
遺
物
、
鉄
滓
・
炉
壁
な
ど
の
鍛
冶
関
連
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
〔
荒
木
編

二
〇
〇
二
〕。
土
製
鋳
型
や
坩
堝
・
取
瓶
の
形
は
奈
良
県
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
出
土
例
に

類
似
し
、
そ
う
し
た
青
銅
器
鋳
造
遺
物
は
滋
賀
県
守
山
市
服
部
・
野
洲
市
下
々
塚
・

東
近
江
市
石
田
遺
跡
、
石
川
県
羽
咋
市
吉
崎
・
次
場
遺
跡
な
ど
近
江
か
ら
北
陸
地
方

に
点
在
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
福
井
県
鯖
江
市
西
山
公
園
か
ら
一
括
出
土
し
た
八
点

の
有
鉤
銅
釧
は
領
域
ａ
原
料
を
用
い
〔
井
上
ほ
か
二
〇
〇
二
〕、
一
針
Ｂ
と
同
じ
こ
ろ

に
現
地
で
鋳
造
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
銅
釧
〔
木
下
二
〇
一
三
〕
や
一
針
Ｂ

の
鋳
型
か
ら
推
測
さ
れ
る
銅
鏃
な
ど
は
、
三
遠
式
銅
鐸
の
東
方
展
開
と
連
動
し
、
弥

生
後
期
の
う
ち
に
東
海
・
南
関
東
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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５
期
後
半
の
内
行
花
紋
鏡
は
、
膝
下
の
大
和
・
山
城
・
摂
津
に
厚
く
分
配
さ
れ

た
が
、
東
へ
は
相
模
の
日
吉
観
音
松
古
墳
や
甲
斐
の
中
道
銚
子
塚
古
墳
、
北
へ
は
丹

後
の
蛭
子
山
一
号
墳
、
西
へ
は
播
磨
の
吉
島
古
墳
や
備
前
の
湯
迫
車
塚
古
墳
に
お
よ

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
古
墳
出
土
の
漢
鏡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
力
者
が
独
自
に
入
手
し

て
伝
世
し
た
も
の
と
か
つ
て
推
測
し
た
が
〔
岡
村
一
九
九
九
：
一
〇
二
～
一
一
一
頁
〕、
大

和
に
お
い
て
漢
鏡
を
集
積
す
る
王
権
が
す
で
に
誕
生
し
て
い
る
こ
と
、
４
期
後
半
か

ら
５
期
後
半
ま
で
の
漢
鏡
と
近
畿
式
銅
鐸
の
分
配
と
が
少
な
か
ら
ず
連
動
し
て
い
る

こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
近
畿
中
枢
部
の
「
王
」
か
ら
各
地
の
有
力
者
に
分
与
さ

れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
古
墳
出
土
の
伝
世
鏡
が
完
形
の
ま

ま
副
葬
さ
れ
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
「
王
」
と
の
君
臣
関
係
も
し
く
は
同
盟

関
係
を
象
徴
す
る
レ
ガ
リ
ア
で
あ
る
た
め
、「
首
長
の
地
位
の
恒
常
性
の
外
的
承
認
」

〔
小
林
一
九
五
五
〕
を
え
て
首
長
霊
の
宿
る
古
墳
に
永
遠
に
保
全
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
４
期
後
半
の
大
鏡
が
分
配
さ
れ
た
備
前
か
ら
遠
江
ま
で
の

範
囲
内
に
あ
っ
て
も
、
備
前
・
播
磨
・
但
馬
・
近
江
・
美
濃
な
ど
周
辺
地
域
に
お
け

る
伝
世
鏡
は
、
少
な
か
ら
ず
在
地
的
な
墳
墓
に
破
砕
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
王
」
か
ら
の
贈
与
で
は
な
く
交
易
に
よ
っ
て
独
自
に
入
手
し
た
威
信
財
で
あ
っ
た

た
め
、
４
期
前
半
の
北
部
九
州
に
は
じ
ま
る
慣
習
に
倣
っ
て
破
砕
副
葬
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
破
鏡
も
基
本
的
に
北
部
九
州
か
ら
の
交
易
に
よ
っ
て
流
通
し
た
格
落
ち
の
威

信
財
で
あ
っ
た
た
め
、
古
墳
出
現
前
後
に
伝
世
の
役
割
を
終
え
る
と
、
あ
る
も
の
は

集
落
内
に
廃
棄
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
一
種
の
装
身
具
と
し
て
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
伝
世
鏡
と
し
て
一
括
り
に
し
て
い
た
古
い
漢
鏡
に
つ
い
て

は
、
レ
ガ
リ
ア
と
威
信
財
と
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

倭
奴
国
王
の
冊
封
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
を
経
た
西
暦
一
〇
七
年
、『
後
漢
書
』

安
帝
紀
に
「
冬
十
月
、
倭
国
遣
使
奉
献
」
と
あ
り
、
同
東
夷
列
伝
に
「
安
帝
永
初
元

年
、
倭
国
王
帥
升
等
生
口
百
六
十
人
を
献
じ
、
請
見
を
願
う
」
と
い
う
。
そ
の
二
年

前
に
は
高
句
麗
が
遼
東
郡
に
侵
入
し
（
同
高
句
麗
伝
）、
前
年
に
は
鮮
卑
が
漁
陽
郡
に

侵
入
し
て
太
守
張
顕
が
戦
死
し
て
お
り
（
同
殤
帝
紀
）、
辺
境
の
騒
乱
相
次
ぐ
「
永
初

多
難
」（
同
東
夷
列
伝
）
の
な
か
で
、
倭
国
王
は
一
六
〇
人
も
の
生
口
を
連
れ
て
遣
使

し
た
の
で
あ
る
。
二
三
九
年
に
倭
王
卑
弥
呼
が
魏
に
遣
使
し
た
と
き
は
男
女
の
生
口

一
〇
人
、
二
四
八
年
の
台
与
の
朝
貢
で
は
三
〇
人
の
献
上
で
あ
る
か
ら
、
一
桁
ち
が

う
規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
光
武
帝
の
冊
封
で
は
「
倭
奴
国
王
」
だ
っ
た
の
が
、
こ
の

と
き
は
「
倭
国
王
」
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
意
見
も
多
い
。
岸
本

直
文
〔
二
〇
一
四
〕
は
、
漢
鏡
５
期
の
畿
内
に
「
ヤ
マ
ト
国
」
が
成
立
し
、
そ
こ
か

ら
倭
国
王
帥
升
が
あ
ら
わ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
上
述
の
４
期
後
半
か
ら
５
期
後

半
ま
で
の
推
移
を
み
る
と
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
。
近
畿
中
枢
部
は
そ
の
一
〇
〇
年

足
ら
ず
の
間
に
広
域
の
政
治
的
・
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
一
六
〇
人
も

の
生
口
を
集
め
て
後
漢
王
朝
に
朝
貢
し
た
の
だ
ろ
う
。

勢
い
あ
ま
っ
て
倭
奴
国
王
冊
封
の
五
〇
年
後
ま
で
論
及
し
た
が
、
最
後
に
本
稿

の
提
言
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
第
一
は
、漢
鏡
か
ら
倭
王
権
の
形
成
を
考
え
る
と
き
、

中
国
皇
帝
か
ら
政
治
的
に
贈
ら
れ
た
鏡
と
倭
人
が
楽
浪
郡
の
市
場
で
入
手
し
た
鏡
と

を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
漢
鏡
の
鉛
同
位
体
比
は
５
期
前
半
に
領
域
Ａ

か
ら
領
域
Ｂ
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
古
墳
出
土
の
領
域
Ａ
鏡
も
弥
生
時
代
の
う

ち
に
も
た
ら
さ
れ
た
伝
世
鏡
と
考
え
ら
れ
る
。
分
析
例
を
増
や
す
と
と
も
に
、
大
陸

か
ら
の
輸
入
原
料
を
用
い
て
い
た
弥
生
青
銅
器
と
の
関
係
を
時
期
ご
と
地
域
ご
と
に

細
か
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
弥
生
後
期
青
銅
器
の
画
一
的
な
領
域

ａ
原
料
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
４
期
後
半
に
お
け
る
王
莾
か
ら
の
賞
賜
と
考
え
、
弥

生
青
銅
器
や
漢
鏡
の
時
期
別
推
移
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の

北
部
九
州
に
お
け
る
伊
都
・
奴
二
頭
体
制
の
成
立
と
展
開
、
そ
れ
以
後
の
近
畿
中
枢

部
に
お
け
る
倭
王
権
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
。
弥
生
青
銅
器
の
年
代
観
で
も
日
本

考
古
学
の
通
説
と
は
か
な
り
ち
が
う
結
論
が
導
か
れ
た
。
批
正
を
乞
う
。
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九
九
六
『
歴
代
銅
鏡
紋
飾
』、
河
北
美
術
出
版
社

蒲
原
宏
行　
　

二
〇
〇
三
「
佐
賀
平
野
に
お
け
る
弥
生
後
期
の
土
器
編
年
」『
佐
賀
県
立
博
物
館
・

美
術
館
調
査
研
究
書
』
第
二
七
集
（
同
二
〇
一
九
『
弥
生
・
古
墳
時
代
論
叢
』

六
一
書
房
に
再
録
）

蒲
原
宏
行　
　

二
〇
〇
九
「
桜
馬
場
「
宝
器
内
蔵
甕
棺
」
の
相
対
年
代
」『
地
域
の
考
古
学
』
佐
田

茂
先
生
佐
賀
大
学
退
任
記
念
論
文
集
（
同
右
）

岸
本
直
文　
　

二
〇
一
四
「
倭
に
お
け
る
国
家
形
成
と
古
墳
時
代
開
始
の
プ
ロ
セ
ス
」『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
五
集
（
同
二
〇
二
〇
『
倭
王
権
と
前
方
後
円
墳
』

塙
書
房
に
加
筆
再
録
）

北
島
大
輔　
　

二
〇
〇
二
「
弥
生
青
銅
器
の
生
産
と
流
通
―
伊
勢
湾
沿
岸
を
舞
台
と
し
て
」『
川
か

ら
海
へ
１
』
一
宮
市
博
物
館
秋
季
特
別
展
図
録

北
島
大
輔　
　

二
〇
一
一
「
弥
生
青
銅
器
の
発
達
と
終
焉
」『
弥
生
時
代
の
考
古
学
４
古
墳
時
代
へ
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の
胎
動
』
同
成
社

木
下
尚
子　
　

二
〇
一
三
「
貝
輪
か
ら
銅
釧
へ
」
同
『
南
島
貝
文
化
の
研
究 

貝
の
道
の
考
古
学
』

法
政
大
学
出
版
局

久
保
穣
二
朗　

二
〇
〇
九「
因
幡
地
域
に
お
け
る
破
鏡
・
破
砕
鏡
に
つ
い
て
」『
考
古
学
と
地
域
文
化
』

一
山
典
還
暦
記
念
論
集

車
崎
正
彦　
　

二
〇
〇
二
「
総
説 

中
国
鏡
と
倭
鏡
」
同
編
『
考
古
資
料
大
観
』
第
五
巻
、
弥
生･

古
墳
時
代 
鏡
、
小
学
館
）

黒
坂
秀
樹
編　

二
〇
〇
一
『
古
保
利
古
墳
群
』
高
月
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
集

湖
南
省
博
物
館　

一
九
七
九
「
長
沙
金
塘
坡
東
漢
墓
發
掘
簡
報
」『
考
古
』
第
五
期

小
林
行
雄　
　

一
九
五
五
「
古
墳
の
発
生
の
歴
史
的
意
義
」『
史
林
』
第
三
八
巻
第
一
号
（
同

一
九
六
一
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
青
木
書
店
に
加
筆
再
録
）

小
松
譲
編　
　

二
〇
一
二
『
中
原
遺
跡
』
Ⅵ
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
九
三
集

齋
藤　

努　
　

二
〇
〇
三
「
鉛
同
位
体
比
産
地
推
定
法
と
デ
ー
タ
の
解
釈
に
つ
い
て
」『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
八
集

佐
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課　

二
〇
二
一
『
さ
が
の
遺
跡
を
掘
る
―
七
ヶ
瀬
遺
跡
発
掘
調
査

速
報
』
佐
賀
市
発
掘
調
査
速
報
展

坂
本
憲
昭　
　

二
〇
〇
六
「
高
知
県
出
土
青
銅
器
に
つ
い
て
」『
田
村
遺
跡
群
Ⅱ
』
高
知
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
第
八
五
集

清
水
邦
彦　
　

二
〇
二
三
『
銅
鐸
を
つ
く
る
―
弥
生
時
代
の
鋳
造
技
術
』
茨
木
市
立
文
化
財
資
料

館
図
録

下
垣
仁
志　
　

二
〇
一
六
『
日
本
列
島
出
土
鏡
集
成
』
同
成
社

下
條
信
行　
　

一
九
八
二
「
銅
矛
形
祭
器
の
生
産
と
波
及
」
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
『
古
文
化

論
集
』
上
巻

杉
原
荘
介
・
原
口
正
三　

一
九
六
一
「
佐
賀
県
桜
馬
場
遺
跡
」『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
』
東
京
堂

角
信
一
郎
編　
　

二
〇
一
三
『
尼
寺
一
本
松
遺
跡
』
佐
賀
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
七
集

角
田
徳
幸
・
山
崎
修
編　

二
〇
〇
二
『
加
茂
岩
倉
遺
跡
』
本
編
、
島
根
県
教
育
委
員
会
・
加
茂
町

教
育
委
員
会

武
末
純
一　
　

一
九
八
二
「
埋
納
銅
矛
論
」『
古
文
化
談
叢
』
第
九
集

田
尻
義
了　
　

二
〇
一
二
『
弥
生
時
代
の
青
銅
器
生
産
体
制
』
九
州
大
学
出
版
会

田
中
稿
二　
　

一
九
九
三
「
多
鈕
細
文
鏡
と
渡
来
集
団
」『
季
刊
考
古
学
』
第
四
三
号

田
中　

琢　
　

一
九
七
〇
「『
ま
つ
り
』
か
ら
『
ま
つ
り
ご
と
』
へ
」『
古
代
の
日
本
５
近
畿
』
角

川
書
店

辻
田
淳
一
郎　

二
〇
一
九
『
鏡
の
古
代
史
』
角
川
選
書

寺
沢　

薫　
　

一
九
八
八
「
纒
向
型
前
方
後
円
墳
の
築
造
」『
考
古
学
と
技
術
』
同
志
社
大
学
考
古

学
シ
リ
ー
ズ
Ⅳ

永
田
稲
男
・
太
田
正
和
・
市
田
佳
奈
子　

二
〇
一
三
『
丁
永
遺
跡
６
・
８
区　

天
神
軒
遺
跡
２
区　

八
ッ
戸
遺
跡
５
・
６
区
』
小
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
二
集

永
峯
光
一　
　

一
九
八
八
「
弥
生
時
代
の
信
仰
と
葬
制
」『
長
野
県
史
』
考
古
資
料
編

中
村
弘
編　
　

一
九
九
九
『
向
山
古
墳
群
・
市
条
寺
古
墳
群
・
一
乗
寺
経
塚
・
矢
別
遺
跡
』
兵
庫

県
文
化
財
調
査
報
告
第
一
九
一
冊

長
家
伸
編　
　

二
〇
〇
四
『
那
珂
三
四
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
〇
〇
集

難
波
洋
三　
　

二
〇
一
一
ａ
「
銅
鐸
群
の
変
遷
」『
豊
饒
を
も
た
ら
す
響
き 

銅
鐸
』
大
阪
府
立
弥
生

文
化
博
物
館
図
録
四
五

難
波
洋
三　
　

二
〇
一
一
ｂ
「
扁
平
鈕
式
以
後
の
銅
鐸
」『
大
岩
山
銅
鐸
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
』

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

難
波
洋
三　
　

二
〇
一
二
ａ
「
柳
沢
遺
跡
出
土
銅
鐸
の
位
置
づ
け
」『
中
野
市
柳
沢
遺
跡
』
長
野
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
一
〇
〇

難
波
洋
三　
　

二
〇
一
二
ｂ
「
銅
鐸
を
使
う
国
々
」『
卑
弥
呼
が
い
た
時
代
』
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館

難
波
洋
三　
　

二
〇
一
九
「
弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
分
析
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
分
析
」
奈
良
文

化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
埋
蔵
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』
一
七
四
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仁
田
坂
聡
編　

二
〇
〇
八
『
桜
馬
場
遺
跡
』
唐
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
七
集

西
田
京
平
・
平
尾
良
光　

二
〇
一
五
「
金
属
製
品
の
産
地
推
定
」『
石
座
神
社
遺
跡
』
愛
知
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
一
八
九
集

野
島　

永　
　

二
〇
〇
〇
「
弥
生
時
代
の
対
外
交
易
と
流
通
―
弥
生
墳
墓
の
副
葬
鉄
器
を
通
し
て
」

広
瀬
和
雄
編
『
丹
後
の
弥
生
王
墓
と
巨
大
古
墳
』
季
刊
考
古
学
・
別
冊
一
〇

橋
口
達
也　
　

一
九
七
九
「
甕
棺
の
編
年
的
研
究
」
福
岡
県
教
育
委
員
会
『
九
州
縦
貫
自
動
車
道

関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
三
一
中
巻

濱
田
延
充　
　

二
〇
〇
六
「
弥
生
時
代
後
期
初
頭
の
実
年
代
に
関
す
る
覚
書
」『
喜
谷
美
宣
先
生
古

稀
記
念
論
集
』

原
田
智
也
編　

二
〇
一
六
『
重
留
遺
跡
―
総
括
編
』
北
九
州
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
二
集

春
成
秀
爾
・
小
林
謙
一
・
坂
本
稔
・
今
村
峯
雄
・
尾
嵜
大
真
・
藤
尾
慎
一
郎
・
西
本
豊
弘　
　

二
〇
一
一
「
古
墳
出
現
期
の
炭
素
一
四
年
代
測
定
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

報
告
』
第
一
六
三
集　

東
影
悠
編　
　

二
〇
一
一
「
桜
井
茶
臼
山
古
墳 

第
７
・
８
次
調
査
概
要
報
告
」
寺
沢
薫
『
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
初
期
都
宮
お
よ
び
王
墓
の
考
古
学
的
研
究
』
研
究
成
果
報
告
書

樋
口
隆
康　
　

一
九
五
三
「
中
国
古
鏡
銘
文
の
類
別
研
究
」『
東
方
学
』
第
七
号
（
同
一
九
八
三
『
展

望
ア
ジ
ア
の
考
古
学　

樋
口
隆
康
教
授
退
官
記
念
論
集
』
新
潮
社
に
再
録
）

櫃
本
誠
一　
　

二
〇
〇
二
『
兵
庫
県
の
出
土
古
鏡
』
学
生
社

平
尾
良
光
・
鈴
木
浩
子
・
榎
本
淳
子　

一
九
九
五
「
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
鉄
剣
形

銅
剣
に
つ
い
て
の
自
然
科
学
的
研
究
」『
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
４
』
岡
山
県
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
九
七

平
尾
良
光
・
鈴
木
浩
子　

一
九
九
六
「
虺
龍
文
鏡
お
よ
び
福
岡
県
北
九
州
市
近
郊
か
ら
出
土
し
た

弥
生
～
古
墳
時
代
の
青
銅
製
遺
物
の
鉛
同
位
体
比
」『
北
九
州
市
立
考
古
博
物
館
研

究
紀
要
』
第
三
号

平
尾
良
光
・
鈴
木
浩
子　

一
九
九
九
「
弥
生
時
代
青
銅
器
と
鉛
同
位
体
比
」
平
尾
良
光
編
『
古
代

青
銅
の
流
通
と
鋳
造
』
鶴
山
堂

平
尾
良
光
・
鈴
木
浩
子　

二
〇
〇
四
「
西
分
増
井
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
の
鉛
同
位
体
比
」『
西

分
増
井
遺
跡
Ⅱ
』
高
知
県
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
第

八
三
集

平
尾
良
光　
　

二
〇
一
一
「
鉛
同
位
体
比
分
析
」『
旧
練
兵
場
遺
跡
Ⅱ
（
第
一
九
次
調
査
）』
香
川

県
教
育
委
員
会
・
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
善
通
寺
病
院

平
田
定
幸　
　

一
九
九
四
「
墳
墓
」
春
日
市
教
育
委
員
会
編
『
奴
国
の
首
都　

須
玖
岡
本
遺
跡
』

吉
川
弘
文
館

廣
田
和
穂
編　

二
〇
一
二
『
中
野
市
柳
沢
遺
跡
』
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告

書
一
〇
〇

福
永
伸
哉　
　

二
〇
〇
八
「
青
銅
鏡
の
政
治
性
萌
芽
」『
弥
生
時
代
の
考
古
学
７ 

儀
礼
と
権
力
』
同

成
社

藤
田
三
郎　
　

一
九
九
七
「
青
銅
器
鋳
造
関
連
遺
物
」「
ま
と
め
」『
唐
古
・
鍵
遺
跡 

第
六
一
次
発

掘
調
査
概
報
』
田
原
本
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
一
六

松
本
岩
雄
・
足
立
克
己
編　

一
九
九
六
『
出
雲
神
庭
荒
神
谷
遺
跡
』
島
根
県
教
育
委
員
会

馬
淵
久
夫　
　

一
九
八
九
「
壬
生
西
谷
遺
跡
出
土
「
長
宜
子
孫｣

連
弧
紋
鏡
の
鉛
同
位
体
比
」『
壬

生
西
谷
遺
跡
』
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
七
五
集

馬
淵
久
夫　
　

二
〇
一
一
「
漢
式
鏡
の
化
学
的
研
究(

２)

―
鉛
同
位
体
比
の
「
前
漢
鏡
タ
イ
プ
」
か

ら
「
後
漢
鏡
タ
イ
プ
」
へ
の
移
行
に
つ
い
て
」『
考
古
学
と
自
然
科
学
』
第
六
二
号

馬
淵
久
夫　
　

二
〇
一
六
「
漢
式
鏡
の
化
学
的
研
究(

５)

―
平
原
遺
跡
出
土
銅
鏡
の
製
作
地
に
つ

い
て
」『
考
古
学
と
自
然
科
学
』
第
七
〇
号

馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光　

一
九
八
二
「
鉛
同
位
体
比
か
ら
み
た
銅
鐸
の
原
料
」『
考
古
学
雑
誌
』
第

六
八
巻
第
一
号

馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光　

一
九
八
三
「
鉛
同
位
体
比
法
に
よ
る
漢
式
鏡
の
研
究
（
二
）」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
八
二
号
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馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光　

一
九
八
五
「
三
雲
遺
跡
出
土
青
銅
器
・
ガ
ラ
ス
遺
物
の
鉛
同
位
体
比
」『
三

雲
遺
跡　

南
小
路
地
区
編
』
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
九
集

馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光　

一
九
八
七
「
東
ア
ジ
ア
鉛
鉱
石
の
鉛
同
位
体
比
―
青
銅
器
と
の
関
連
を

中
心
に
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
七
三
巻
第
二
号

馬
淵
久
夫
・
平
尾
良
光
・
西
田
守
夫　

一
九
九
一
「
平
原
弥
生
古
墳
出
土
青
銅
鏡
お
よ
び
ガ
ラ
ス

の
鉛
同
位
体
比
」『
平
原
弥
生
古
墳　

大
日
孁
貴
の
墓
』
葦
書
房

水
ノ
江
和
同　

一
九
九
七
『
伊
方
小
学
校
遺
跡
第
２
・
３
地
点　

宝
珠
遺
跡
』
方
城
町
文
化
財
調
査

報
告
書
第
四
集

美
濃
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
二
『
美
濃
観
音
寺
山
古
墳
・
長
福
寺
遺
跡
・
西
観
音
寺
遺
跡
・
東

観
音
寺
遺
跡
』
美
濃
市
文
化
財
調
査
報
告
書
三
四
号

南
健
太
郎　
　

二
〇
一
〇
「
漢
代
に
お
け
る
踏
み
返
し
鏡
製
作
に
つ
い
て
」『
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
』
二
（
同

二
〇
一
九
『
東
ア
ジ
ア
の
銅
鏡
と
弥
生
社
会
』
同
成
社
に
再
録
）

宮
井
善
朗　
　

一
九
九
四
「
後
期
の
甕
棺
―
後
漢
鏡
の
流
入
を
巡
っ
て
」
松
村
道
博
編
『
飯
氏
遺

跡
群
２
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
九
〇
集

村
木
誠
編　
　

二
〇
〇
三
『
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
四
六 

高
蔵
遺
跡
（
第
三
四
次
・
第
三
九
次
）』

名
古
屋
市
文
化
財
調
査
報
告
六
〇

森
貞
次
郎　
　

一
九
六
六
「
九
州
」『
日
本
の
考
古
学
Ⅲ
弥
生
時
代
』
河
出
書
房

森
貞
次
郎　
　

一
九
六
八
「
弥
生
時
代
に
お
け
る
細
形
銅
剣
の
流
入
に
つ
い
て
―
細
形
銅
剣
の
編

年
的
考
察
」『
日
本
民
族
と
南
方
文
化
』
平
凡
社

森
井
千
賀
子
編　

二
〇
一
七
『
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
３
』
春
日
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
七
集

森
岡
秀
人　
　

一
九
八
五
「
弥
生
時
代
暦
年
代
論
を
め
ぐ
る
近
畿
第
Ⅴ
様
式
の
時
間
幅
」『
信
濃
』

第
三
七
巻
第
四
号

モ
ン
テ
リ
ウ
ス
（
濱
田
耕
作
訳
）　

一
九
三
二
『
考
古
学
研
究
法
』
岡
書
院

柳
田
康
雄　
　

一
九
八
二
「
三
・
四
世
紀
の
土
器
と
鏡
―｢

伊
都｣

の
土
器
か
ら
み
た
北
部
九
州
」『
森

貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
古
文
化
論
集
』

柳
田
康
雄　
　

二
〇
二
二
「
弥
生
土
器
編
年
の
遍
歴
」『
纒
向
学
の
最
前
線
』
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー

設
立
一
〇
周
年
記
念
論
集

渡
辺
信
一
郎　

一
九
九
六
『
天
空
の
玉
座
』
柏
書
房

《
謝
辞
》

本
論
は
二
〇
二
三
年
度
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
「
漢
晋
変
革
の
考
古
学
的
研
究
」（21H

00593

）
の

成
果
の
一
部
で
あ
り
、
二
〇
二
三
年
度
史
学
研
究
会
大
会
で
の
講
演
「
倭
奴
国
王
冊
封
以
前
」

を
も
と
に
し
て
い
る
。
本
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
井
上
義
也
・
大
賀
克
彦
・
大
塚
紀
宜
・

川
上
洋
一
・
重
藤
輝
行
・
難
波
洋
三
・
森
下
章
司
・
吉
田
広
氏
か
ら
教
示
を
え
た
。
こ
こ
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。




